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　　　プロローグ







　──『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』怜れい泉せん澪みおは、間違いなく強敵だった。

　彼女を倒たおす為ために、漣さざなみ朱あか音ねは幾いく重えにも罠わなを張り、不意を打ち、『奴隷パートナー』の天あま宮みや桐とう子こと協力して追おい詰つめ……それでも自身は致ち命めい傷しようを負わされてしまい、桐とう子こがいなければ敗北を喫きつしていた。

　二対一という状じよう況きようでも、十と重え二は十た重えに準備をしていても決して有利な戦いとは言えず、どうにか辛しん勝しようを拾えた……というのが正しいだろう。

　そして澪みおを『撃破ブレイク』した後、重傷で動けない朱あか音ねに対して止とどめも刺させた桐とう子こだが、敢あえて『降参リタイア』することで朱あか音ねの『奴隷スレイブ』に戻もどり──それによって、二人の立場は対等になった。

『主人マスター』と『奴隷スレイブ』という関係はあくまでも『ＰｏＳ』を有利に進めるためのもの。朱あか音ねが桐とう子こを脅きよう迫はくして始まった共きよう闘とうだが、最も早はや一方的なものではなくなっている。




　深手を負い血ち塗まみれになりながらも微ほほ笑えみ、いつもと変わらぬ朱あか音ねを見て……桐とう子こは、ようやく彼という人間を少しだけ理解出来た。

　漣さざなみ朱あか音ねは、良くも悪くも自分を特別と思っていない。

　それは才能がどうとか容姿がどうとかの話ではなく、普ふ通つうの人間なら当然持ち合わせている感覚の問題だ。

　公平を心こころ掛がけているつもりが無意識に自己の利益を優先してしまうのも、他者と自分を比べて優ゆう越えつ感や劣れつ等とう感を覚えてしまうのも、ごく自然なことといえる。

　なのに朱あか音ねにはそれがない。目的の為ためには必要とあらば簡単に自分の身を犠ぎ牲せいに出来るし、理に合っているのならば平然と仲間を切り捨てる。もし逆のことをされても、恨うらみ言ごと一つ言わずに納なつ得とくして微ほほ笑えむだろう。

　──初めて会った時、こんなに綺き麗れいな女性は見たことがないと思った。視線だけで心を奪うばう妖よう精せいが実在するとしたら、この人だろうとさえ思った。

　……まさかそれがこんな人でなしで、女性ですらないだなんて詐さ欺ぎにも程ほどがある……が、問題はそこではない。

　重要なのは、人のことを脅きよう迫はくする時も、敵かたき討うちの後で騙だまし討うちをした時も、致ち命めい傷しようを受けて絶体絶命な時も──どんな時だって、漣さざなみ朱あか音ねは笑っていた。

　痛くて辛つらいに決まっているのに強がりには見えない自然な微び笑しようを浮うかべ、勝利への道筋を迷わず進む。自分が歩けなければ、そちらを指差し……なのに「後は任せたよ」とか「期待しているから」といった言葉はなく、ただ「それで、キミはどうする？」と選せん択たくを迫せまるだけ。

　基本的には優やさしいのに、そこに甘あまさはない。

　愛あい想そは良いいのに、本気で好かれようとはしていない。

　自分を特別と思わず、誰だれかにとっての特別になろうともしない。

　一言で言えば……破は綻たんしている。人として、間違っている。

　あれは人の形をした、人をなぞっているだけの、もっと別の何かだ。




　だから天あま宮みや桐とう子こは漣さざなみ朱あか音ねという存在が苦手で、嫌きらいだ。

　──全く別の感情が育ちつつある今も、それは変わっていない。













　　　一章　崖がけ上の攻こう防ぼう







　生きているのが不思議な怪け我が──というのはこういうことなのかなと、漣さざなみ朱あか音ねは痛みの中で漠ばく然ぜんと思い、すぐに自らの考えを否定した。

　全身傷だらけだが、特に酷ひどいのは鉄骨に貫つらぬかれた腹部と、大きな裂れつ傷しようの入った左さ腕わんだ。他にも打だ撲ぼくやら切り傷やらあるが、この二つは素人しろうと目めにも危険な傷だと一発で分かる。

　なのに朱あか音ねが死なずに……それどころか意識を失わずに済んでいるのは、ここが仮想空間の中で、今が『ゲーム』の最中だからだ。

　この場所も──新しん湘しよう南なんタウン中心部付近にある多目的ホールの、地下にある小ホールも、舞ぶ台たいや客席で爆ばく発はつ事故でも起きたかのような惨さん状じようを呈しているが、現実に戻もどれば傷一つ付いていないだろう。

　ただし『ゲーム』での怪け我がは現実と同じ設定らしいので……文字通り、死ぬほど痛い。大おお袈げ裟さでない証しよう拠こに、朱あか音ねは一度死んでいる。

　この傷の原因となったスキルを使った『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』は、既すでにこの世界にはいない。朱あか音ねのすぐ横にいる、ゴスロリ風のドレスを身に纏まとい右目に可愛かわいらしい眼帯をした少女が『撃破ブレイク』したからだ。

　その少女──天あま宮みや桐とう子ことは決して理想的な友好関係ではなかったものの、桐とう子こらしい義理と意地で、自ら朱あか音ねの『奴隷スレイブ』となってくれた。

　なので後はここから回帰するだけ。今日のプレイングタイムは残り僅わずか十分足らずだが、このダメージではのんびりとしていられない。

　身を起こすことも叶かなわない朱あか音ねは倒たおれたまま、桐とう子こに握にぎらせて貰もらったスマートフォンに似た端たん末まつを口元へと運び、頼たよりない握あく力りよくで音声入力のボタンを押し「……『界帰マインドアウト』」と呟つぶやく。

　それですぐに仮想空間から離り脱だつが始まり、体が透すけていく──

　……はずが、何も起こらない。

「……先せん輩ぱい？　早く『界帰マインドアウト』を……」

　囁ささやきに近い声量だったので既すでに試ためしたことを知らない桐とう子こが急せかしてくる。

　だが、朱あか音ねは二度目のチャレンジをすることなく、戦いが終わり緩ゆるみかけていた目に理知の光を戻もどし、倒たおれたままで小さく首を振ふる。

「そのつもり、だけどね……作動しない」

「まさか、故障ですか？」

「それはない、よ。現実なら、ともかく……『ＰｏＳ』の、中、だからね」

　痛みに声を詰つまらせながら朱あか音ねが返すと、桐とう子この表情が強こわばる。

　──動作不良ではないのなら、それはどういう意味を持つのか？

　そもそも、天才少女と謳うたわれ十四才にして大学生に混じって勉学に励はげんでいる桐とう子こならば、真っ先にその可能性に気付いたはずだ。確率の大小ではなく、まず考えておかなくてはならない問題として、一番に思おもい浮うかぶ可能性に。

「《ローズマリー》……端たん末まつの、マップを確かく認にん……して、くれる、かな？」

　本名ではなく『ＰｏＳ』の中で使うＩＤで呼びかけたのは、意識を傾かたむけて貰もらう為ためだ。

　つまり──まだ、現実に戻もどって休むには早いという事実に。

　体調不良を律りち儀ぎに訴うつたえてくる頭痛や吐はき気けと戦いながら朱あか音ねが思考を巡めぐらせる中、険しい表情の桐とう子こは端たん末まつを操作し、

「っ……マップに、点てん滅めつしている赤いアイコンの反応が……それだけでなく、まだ点てん滅めつしていない赤いアイコンも……!?」

「……つまり……もう仮想空間こつちに来ているのが一人……まだ現実世界あつちに残っているのが、一人……ね」

「数分前には誰だれもいなかったはずなのに……どうして……?!」

「それ、は…………演奏が、終わったから……かな……？」

　朱あか音ねの指し摘てきに、桐とう子こはハッとした表情になり、すぐに悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ。

　ここから急いで戻もどろうとしていた理由の一つに、策に嵌はめて切きり離はなした怜れい泉せん澪みおのパートナー久く我が山やま陣じんが、吹すい奏そう楽がく部の演奏終しゆう了りようと同時に駆かけつける可能性が高かったからだ。

　既すでに澪みおは『撃破ブレイク』したので脱だつ落らくしている……が、彼女に心しん酔すいして付き従っていた陣じんなら、問答無用で仇あだ討うちを仕し掛かけて来る可能性が高い。

「久く我が山やま君……《ポーン》が来たら戦うしかないだろう、けど…………もう一人は、誰だれか分かるかな？」

「……既すでに『潜界ワールドダイブ』しているプレイヤーが、別の人みたいです。ＩＤを見る限り、初めて会う相手ですね」

「このタイミングで、ね……ちなみに、名前は？」

　本名ではないから訊きいてもあまり意味はないかもしれないが、参考にはなる。少なくとも、何も知らないよりはマシだ。

　指で端たん末まつを操作するくらいならともかく自力で確かく認にんするだけの余力もない朱あか音ねの質問に、桐とう子こは厳しい目付きで端たん末まつとホールの入り口付近を忙せわしなく見る。

「ＩＤは《トール》とありますが……近くにいるはずなのに、まだ姿を見せませんね……」

「それは……たぶん、上を見て……るんじゃない、かな」

「上……っ、大ホールの方ですか……！」

『潜界ワールドダイブ』して端たん末まつを見れば、近くにいる他のプレイヤーがどの方向にいるか矢印で示してくれる。しかし縦の位置関係までは対応していない。

　この多目的ホールは大ホールと小ホールがあり、まず目に付くのは上にある大ホールだ。

　そちらに行っているのなら、遠回りして地下にある小ホールに辿たどり着つくまで、早くても一分はかかる。

　とはいえ、そんな短時間では深いダメージを負ったこの体では逃げようがない。

「今のうちに、先せん輩ぱい……《シレン》の体をどこかに隠かくしましょう。残ざん骸がいの陰かげならそう簡単には見つからないはずです」

「悪手、だよ。かくれんぼなら、端たん末まつがあれば時間はかからない……それに……っ……周囲ごと巻まき込こんで、攻こう撃げき……されたら……掠かすり傷、でも、アウトにされそうだ」

「だったらどうするつもりですかっ？　私はわざわざ他の誰だれかに倒たおして貰もらう為ために《シレン》を生かしたわけじゃありません」

　厳しい口調だが、桐とう子この声に諦あきらめの色はない。それは朱あか音ねとしてはとても好ましい。

　後こう輩はいの成長が……という意味も勿もち論ろんあるが、これなら僅わずかながら勝算が残る。

「《ローズマリー》……キミは、隠かくれよう」

「……私一人で生き延びろ、という下策なら却きやつ下かしますよ」

「ははっ……それこそまさか、だよ。勝つ、為ために……まあ……っ…………ギリギリ引き分けに持ち込む、のが、精せい一いつ杯ぱい……かも、だけど……ね」

「…………」

　苦しさに喘あえぎながらも、朱あか音ねは微笑ほほえんでみせる。恐おそらくは苦く笑しように近い、余よ裕ゆうなんて欠片かけらも感じられないものになってしまっただろうが、破れかぶれになっていないと伝われば十分だ。

　黙だまり込こみ、それでも小まめに端たん末まつを確かく認にんする桐とう子こに、朱あか音ねは続けて語りかける。

「さて、と……《ローズマリー》、近くに。説明する、時間は……あまりないから。察して動いて、くれるかな」

「……失敗したら、向こうに戻もどったら無様と罵ののしってあげますから」

　怒ったような突つき放はなした言い方で、桐とう子こなりのエール……でもあるし、本気でそうするつもりなのだとも思う。

　だから朱あか音ねは再び笑えみを零こぼしながら、端たん的てきに彼女に指示を伝え始めた。




　桐とう子こが隠かくれて舞ぶ台たいの上に朱あか音ねが一人きりになってから、果たしてどれくらいの時間が経過したのか。体調不良のフルコースを味わっている朱あか音ねには長く感じられたが、恐おそらくは三分と経たっていないだろう。

　両開きのドアが壊こわれてしまっている中央の入り口から姿を現したのは──一言で表せば、派手な男だった。

　壇だん上じようで横になっている朱あか音ねからは三十メートル以上の距きよ離りがあるし、鉄骨等の残ざん骸がいもあってかなり見えづらい。おまけに痛みと眩暈めまいも邪じや魔まをしてくる。

　そんな状態でも一目見て派手だと分かる男は、庭先に出るような気軽な足取りでホールへと入ってきた。

「なんだなんだぁ、随ずい分ぶんとぶっ壊こわれまくってるじゃねぇかよ。空くう爆ばく……は大おお袈げ裟さにしても、ダイナマイトでも爆ばく発はつしたんかぁ？」

　陽気な声が響ひびき、男はキョロキョロと辺りを見回す。その様子を眺ながめていた朱あか音ねは、すぐに異常に気が付いた。

　やって来た男は長身の瘦やせ型で、明るい金きん髪ぱつに斜ななめの線を引いたように赤く染めた部分がある。服も派手で、メタリックシルバーのシャツに革かわのパンツにごついブーツ、シルバーアクセサリーもあちこちに付けていて、パンクロッカーと紹しよう介かいされてもおかしくない出いで立たちだ。

　大きなユニークサングラスを掛かけ、口元にはへらへらと軽けい薄はくな笑えみが浮うかんでいる。それでいて道どう化けやチンピラめいた安っぽい雰ふん囲い気きはなく、むしろ近付き難がたいピリついたオーラを纏まとっていた。

　何より目を惹ひくのは、彼の顔がしっかりと見えていることだ。

　朱あか音ね達たちの体は現実に沿ってリアルに再現されているが、身元が簡単に判明してはゲーム性を損そこなうという判断の為ためか、この仮想空間内では本名の代わりに登録したＩＤを使い、『ブラインドマスク』というアイテムで顔の認にん識しきが出来ないようにしている。アクセサリーの種類は豊富で、朱あか音ねは左耳に付けた三日月のイヤリング、桐とう子この場合はフリルのあしらわれた眼帯。サングラスだっていくつも選せん択たく出来た。

　なのに、男の顔はサングラスに隠かくされた目以外、ハッキリと認にん識しき出来る。『ブラインドマスク』が機能していれば表情は分かるが造作は分からないはずなのに、だ。

　その意味を朱あか音ねが測る前に、《トール》は右手に持った端たん末まつをちらりと見て、

「あぁ？　いつの間にか反応が一つになってやがるな。んだよ、バトルシーンを見み逃のがしちまったか」

　残念そうな声を上げると、遠えん慮りよ無くホールの中を舞ぶ台たいの方へと進んで来る。

　澪みおとの戦せん闘とうで観客席も壊こわれている部分が多い。通路にも残ざん骸がいが転がっているし、舞ぶ台たいの近くとなると無事に済んでいる箇か所しよの方が少ないくらいだ。

　しかし《トール》は歩みを止めることなく、慎しん重ちようさなど欠片かけらも感じさせない足取りで進む。あちこち見ながらだが、物見遊ゆ山さんで見物しているような雰ふん囲い気きで。

　生々しい戦場の跡あとに、というよりはフィールドアスレチックに遊びに来たような雰ふん囲い気きのまま近付いて来た《トール》は、

「この先……ってこたぁ、壇だん上じようだな、っと」

　軽い声の直後、勢い良く舞ぶ台たいの上に飛び上がってきた。

　下からジャンプして手を使わずに足から着地を決めるなんて、オリンピック選手でも不可能だ。つまり何らかのスキルを使ったか、もしくは……残ざん骸がいを足場にして跳とんだか。それなら可能だろうが、物音は殆ほとんどしなかったし、どうにせよ尋じん常じようじゃない身のこなしだ。

　まだスキルを使っての成果の方がマシかな、と思いながら、朱あか音ねは身を捩よじり《トール》を斜ななめ下から見る。すると向こうも残ざん骸がいの陰かげから覗のぞくこちらの体に気付いたようで、サングラス越ごしに視線が合った。

　敵を発見し、《トール》は歯を剝むいて獰どう猛もうな笑えみを浮うかべ、

「よぉ、お前がここを勝かち抜ぬけたプレイヤーか？　どう見ても瀕ひん死しの癖くせに、一体どうやりやがった？」

　攻こう撃げきを仕し掛かけてくるでも用心して周りに気を配るでもなく、フランクに話しかけてきた。この意外な展開に、倒たおれたままの朱あか音ねは一呼吸にも満たない間だけ思考を巡めぐらせて、

「や、ぁ。ちょっと頑がん張ばった、んだよ…………っく……見ての通り、張り切り過ぎて死にかけてはいる、けれど、ね」

「ハッ、なるほどなぁ。色々と理解したぜ」

「何を、かな……？」

「んなもん、この場で何が起こったかに決まってるだろ」

　平然と言い放つ男がヘラヘラと軽けい薄はくな笑えみを浮うかべながらもサングラスの奥おくでどんな目をしているか、朱あか音ねには手に取るように分かった。突つき刺ささる視線の質が、自分だけでなく周りの状じよう況きようも把は握あくしていることまで伝えてくれる。

　人並み外れて洞どう察さつ力に優すぐれた朱あか音ねだからこそ分かるが、そうでなければただの余よ裕ゆうぶった男としか思わないかもしれない。そしてこの男を過小評価した人間がどうなるかは……想像するまでもなかった。

　そしてもう一つ、分かったことがある。

　……遠目からは分からなかった。壇だん上じように上がって来ても、まさかという思いが過ぎるだけだった。しかしこうして言葉を交かわせば、否定したはずの可能性が、逆にそれしかないという確信へ変わる。

　そう──この男が何者なのか、朱あか音ねは知っていた。

　仮想空間とはいえ実際に顔を見るのは初めてなので気付くのが遅おくれたが、写真や動画でならば何度も見ている。声だけは聞いた覚えがあり、人を見下した口調も含ふくめて、記き憶おくと一いつ致ちする部分が多い。

　ただ、知っているからといって駆かけ引ひきが出来るかというと、かなり微び妙みようだ。問答無用で攻こう撃げきされていない理由はとっくに分かっているし、下へ手たなことをすれば藪やぶ蛇へびになるだけという気もする。

　せめて少しでも体を動かすことが出来るのであればいくつかプランもあるが、寝ね返がえりを打つだけでも死にそうな苦痛があるし、それを無視したとしても殆ほとんど思い通りに動かせない。

　ならば何も感づいていない振ふりをして、この場をやり過ごした方が──

「ちぃっ、ここにいたか……！」

　ホールに新たな来客を伝える声に、朱あか音ねは大きくため息を吐つきたくなった。

《トール》は入り口の方へと顔を向けるが、見なくとも分かる。絨じゆう毯たんが敷しかれているので足音こそしないが、猛もう烈れつな勢いでこちらへと向かって来ているのも。

「俺おれ様さまの次に『潜界ワールドダイブ』してきた奴やつか。随ずい分ぶんと恨うらまれてるじゃねぇか、お前」

　楽しげにケラケラと笑う《トール》に、朱あか音ねは口元を微かすかに曲げて苦く笑しようするしかない。

　状じよう況きようは変わった。新たにやって来たのは、《ポーン》だ。駆かけつけた彼は間違いなく、迷わず朱あか音ねを倒たおそうとする。

　となれば、身動きの取れない自分はどうしようもなくやられるしかない──そう分かっているが、それでも朱あか音ねは諦あきらめではなく、覚かく悟ごを決めて口を閉とざす。

　もし《トール》が攻こう撃げきして来ない理由が朱あか音ねの想像通りなら……これが一番、生存率が高くなる手段だ。

　にやけたサングラスの男はちらりと端たん末まつに視線を落とし、

「この手のバトルでの飛び入りは面おも白しろぇ……が、洒落しやれの分からない馬ば鹿かがつまらなくする可能性の方が高そうだな」

　独りごちて、《トール》は笑えみのまま体の向きを変え、朱あか音ねに対して斜ななめに立ち直す。客席側に半身を晒さらす形だが、見方次し第だいでは全く違ちがう意味に取れる位置取りだ。

　どうするつもりなのかという質問を吞のみ込こむ朱あか音ねの視界の中、舞ぶ台たいの上にまた一人、男が現れた。

　警備員のような服装の上から肘ひじや膝ひざにプロテクターを装着し、鼻から上を覆おおう形のヘルメットを被かぶるという数日前に見たままの姿。こちらでは《ポーン》という名の、現実では吹すい奏そう楽がく部に所属する久く我が山やま陣じんだ。

　ヘルメットで顔の殆ほとんどが覆おおわれているが、『ブラインドマスク』なので表情は伝わってくる。引ひき締しまった顔つきだが、目だけは闘とう志し……というよりも、焼やき尽つくさんばかりの攻こう撃げき性に満ちていた。

　下から上がってきた《ポーン》は、即そく座ざに立っている《トール》を見つけるが、すぐに視線を彷徨さまよわせ──倒たおれている朱あか音ねと、目が合った。

「そこにいたか……問答無用だ、貴様を倒たおす！」

　叫さけび、《ポーン》は鉄骨と瓦が礫れきの散らばる舞ぶ台たいを走り出す。近くに敵はもう一人いるのに、全く眼がん中ちゆうにないらしい。

　吹すい奏そう楽がく部の演奏を終えて陣じんが『潜界ワールドダイブ』した時には、もう主人マスターである怜れい泉せん澪みおは『撃破ブレイク』した後だったはずだ。それでも復ふく讐しゆうを迷わない辺り、大した忠誠心といえる。敵としては厄やつ介かいでしかないが。

　主あるじの鎖くさりから解き放たれても変わらず猟りよう犬けんとして動く陣じんは、朱あか音ねへと迫せまりながら端たん末まつを口元へとやり、

「死ね、《風シルフ──」

「おぃおぃ、待てよ早そう漏ろう野や郎ろう」

「なっ……?!」

　粗そ野やな言葉と共に顔面目め掛がけて飛んできたソフトボール大の瓦が礫れきに、陣じんは慌あわてて止まり身を屈かがめて避よける。直ちよく撃げきすればただの怪け我がでは済まないダメージだったはずだ。

　そしてようやく、無視をしていた加害者の《トール》へと意識を向けた。

「邪じや魔まをするなっ！　貴様は後からここに来ただけの人間だろうっ!?」

「自分は特別だってか？　イキってんなよ、凡ぼん人じん。俺おれ様さまの獲え物ものを横取りしようってのに、図ずう々ずうしいにも程ほどがあるぜ」

　優先順位を主張するのは『ＰｏＳ』のシステムを考こう慮りよすれば無意味だが、心情は理解してしまうのが普ふ通つうだ。

　だからだろう、《ポーン》は再突とつ進しんせずに《トール》を睨にらみ、

「……こいつを『撃破ブレイク』したら、俺おれの目的は果たせる。後は好きに攻こう撃げきして倒たおしてくれていい、抵てい抗こうはしない」

「随ずい分ぶんと甘あまったるい条件でそそられるなぁ？　けどよ、俺おれ様さまが言いたいのはそういうことじゃねぇんだよなぁ」

　大おお袈げ裟さに首を横に振ふる《トール》に対し、陣じんは苛いら立だたしげに頰ほおを歪ゆがめる。

「何がしたいと言うつもりだ。残す時間は少ないんだ、無む駄だな話など──」

「それよ。分かってない癖くせに分かってるじゃねぇか」

「何……？」

　自分が口にした内容のどこに引っかかったのか分かっていない陣じんだが、仕方ないと朱あか音ねは思う。理解するには、まず目の前の男がどんなタイプか把は握あくしないと無理だ。

　見た目通りふざけた男だと、まともな思考回路ではないと分かっていなければ、《トール》の言葉は読みとれない。

　それでいて気をつけないといけないのは、この男とまともに会話しようとしてはいけないことだ。

「まず言っておくと、だ。俺おれ様さまがここに来たのは見物のつもりだったんだよ。噂うわさに聞く『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』が誰だれかと戦っているのを見てみようと思ってな」

「……貴様、どうしてその名を……!?」

「ここにいたのは偶ぐう然ぜんじゃなく、招待客として貴き賓ひん席にいたんだよ。だから見ていたぜ？　『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』が本番直前に出て行ったのも、演奏が終わって挨あい拶さつをした直後に走って出て行った、チューバを抱かかえた部員がいたのもな」

「っ……」

「怜れい泉せん澪みおが抜ぬけた時に『ＰｏＳ』に関係ある可能性が高いとは思ったが、単にトラブっただけの線もあったからなぁ。それが慌あわてた間ま抜ぬけのおかげで確信に変わったから、どいつとどんなバトルを繰くり広ひろげてんのか見に来たんだよ」

《トール》がこの場にいる原因が自分にあると知り、陣じんは臍ほぞを嚙かんだように唇くちびるを歪ゆがめて押おし黙だまる。

　──朱あか音ねの策略により、吹すい奏そう楽がく部部長の澪みおは演奏開始直前に舞ぶ台たいから消える羽目になったが、主人マスターの要望で同じく吹すい奏そう楽がく部でチューバを担当している陣じんは舞ぶ台たいに残った。

　その現場を、《トール》も見ていたらしい。貴き賓ひん席は一いつ般ぱん客席よりも一つ上の階から出入り可能になっていて、いくつかのブロックに分かれた半個室タイプのものだったはずだ。

　慌あわてず焦あせらず演奏が終わるまで待った《トール》がどこから『潜界ワールドダイブ』したのかは知らないが、陣じんは端たん末まつを所持しておらず、荷物を置いてある控ひかえ室しつまで取りに行かなくてはならなかった。その差が、『潜界ワールドダイブ』のタイミングに出たのだろう。

　つまり陣じんは自分の行動でこの状じよう況きようを作ってしまった、ということになる。せめて舞ぶ台たいを捌はけるまで大人しくしていれば、《トール》はここにいなかったはずだ。

　失態を悔くいる陣じんだが……朱あか音ねからすれば、何を言われようが無視して貫つらぬくのが忠犬にして猟りよう犬けんの《ポーン》であり、この場での反省なんて無意味だ。そこに気付かないのだから、やはり主人を守れなかった精神的ダメージは大きいらしい。

　だが、それでも初志と目的は忘れていないようで、ヘルメットで隠かくれた目をギラつかせて一いつ瞬しゆんだけ朱あか音ねを見み据すえ、

「……何でもいい。俺おれはそこの、《シレン》を倒たおす。邪じや魔まをするな」

「おぃおぃ、話が元に戻もどってるぜ？　だからそんな図ずう々ずうしい真ま似ね、させねぇって言ってるだろうがよ」

　やれやれだ、と言わんばかりに盛せい大だいに肩かたを竦すくめた《トール》は、人を馬ば鹿かにしきった笑えみを陣じんへと向け、

「つまりだ。少しは歯応えありそうな敵が見つかりそうだとやって来て、いたのは死にかけのこいつだけ。指先で突つっついても倒たおせそうな状態とか、俺おれ様さまが戦うに相応ふさわしくないだろ。勿もつ体たいねぇ」

「だったら俺おれに譲ゆずればいいだけだろう！」

「譲ゆずるなんて発想はねぇな。それにほいほい釣つられて倒たおしに掛かかったら、罠に塡められるだけだろ」

「……なんだと？」

　今にも耐たえかねて動き出しそうだった陣じんの体が、ピクリと微かすかに反応し、その場に止まる。聞き流せない一言に、警けい戒かい心が正常稼か働どうし始めたのだろう。

　捨すて鉢ばちになっている陣じんだが、倒たおれていいのは仇かたきを討うってからと決めているはずだ。むざむざと返かえり討うちにあうのは避さけなければならない。

　……そんな心理を見み透すかされている。あの、自分以外の全てを屑くずだと認にん識しきしているような嘲ちよう笑しようを浮うかべた男に。

「俺おれ様さまが端たん末まつに電源を入れて『潜界ワールドダイブ』した時、ここには二人のプレイヤーがいたはずだ。なのに今はここにボロ雑ぞう巾きんが一人転がっているだけで、反応もねぇ。何な故ぜだ？」

　その《トール》の問いは朱あか音ねへではなく、陣じんに向けられたものだ。

　本音では『知るか』と切って捨てたいのだろうが、陣じんは苛いら立だたしげに端たん末まつを持った手を振ふり、

「既すでに『界帰マインドアウト』しただけだろう！　この場にいたもう一人は、こいつの──」

「あぁ、やっぱりあれは『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』の反応じゃなかったんだなぁ？　だったら俺おれ様さまの読みが当たったか」

　満足げに薄うすら笑いを零こぼす《トール》は、最初から疑問に思っていたのだろう。

　──果たして、ここにいた二人は戦っていたのか？

　だとすれば、一人が残っているのは勝ち負けの結果だ。何の不思議もない。

　しかし二人が仲間だとすれば……片方だけ残っている理由は、どこにあるのか？

　負傷して戦えないプレイヤーが『界帰マインドアウト』するのなら分かるが、現実には動けない人物が転がっている。しかも致ち命めい傷しようを受けていて、『奴隷スレイブ』と判断した方が正しいだろう。

　そうなると──『主人マスター』は、どこにいるのか？

「無情にもこいつを置いて戻もどった、ってのも有り得るけどよぉ……俺おれ様さまが近くにいたんだから、即そく座ざには戻もどれねぇ。先に入力していたなら可能だが、一人だけってのは都合が良すぎる。だとすれば──反応を消すスキルを使った、と考えるべきだよなぁ？」

　自分へと向けられた言葉に、朱あか音ねは何も返さない。

　しかし《トール》はお構いなしに笑えみに頰ほおを吊つり上あげ、

「何も知らずに餌えさに食いついたら、不意打ちされてアウト……そんなところだな。違うとしたら、こいつが戦せん闘とう不能状態って方がダミーだ。そうでなければ釣つり合あわねぇ」

「何と釣つり合あわないと言うんだ……!?」

「噂うわさに聞く『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』を倒たおすだけのプレイヤーだぜ？　雑ざ魚こは雑ざ魚こなりに、そこそこは強くないと噓うそだろうよ」

　ちっとも褒ほめていない言い様だが、肝かん心じんの内容は大きく外れていないので、朱あか音ねは沈ちん黙もくを続ける。

　やはり《トール》は頭がキレる──ここまでは予想通りだ。敢あえて死に体を晒さらすことで罠わなを意識させ、同時に《ポーン》への牽けん制せいにも役立って貰もらえた。

　──そう、消えた桐とう子こはまだこの場にいる。正確に言えば、姿を消したまま朱あか音ねのすぐ傍そばで座すわり込こんで待機している。

　元は《めいり》こと鈴すず風かぜ芽め依い里りの所持していたオリジンスキル《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》は、手にした武器を一時的に存在しないことにし、手から離はなして多少の距きよ離りを移動すると具現化するという、なかなかに尖とがったスキルだ。

　武器以外に触ふれたものにも使えるので、朱あか音ねはこれを使って桐とう子この存在を一時的に消している。あとは油断して近付いてくれれば、桐とう子この所持スキル《道化師の毒針劇薬ピエロ》を使った状態で触ふれて、一いち撃げきで『奴隷スレイブ』に堕おとすことが出来る……という寸法だ。

　今までに海え老び原はら舞まいを倒たおし、怜れい泉せん澪みおの攻こう撃げきを避よけるという実績のある存在偽ぎ装そうのスキルだが、あくまでも隠かくし札でなければ有効には使えなくなる。この敵に知られてしまうのはかなり痛いが、負けてしまっては意味がない。

　それに……恐おそらく、姿を現していたのが自分一人だから《トール》は手を出さなかったのだろう。同時に、陣じんにも攻こう撃げきさせないような立ち振ふる舞まいをしている。

　どうしてそんなことをするのか、普ふ通つうは理解し難がたいだろうが、相手のことを多少なりとも知っていれば想像は可能だ。

　要するにこの男は──

「ここまで派手にバトルしたんだ、『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』ってのも噂うわさ倒だおれじゃなかったんだろ？　それにボロ屑くずになりながらも打ち勝った相手を、無む抵てい抗こうなところをあっさりさっくり倒たおして終わりだなんて──んなもん、勿体なさ過ぎだろうが」

「な、に…………？……何の、意味が……」

　余りに予想外の言葉だったのだろう、陣じんの声から刺とげ々とげしさが薄うすれ、疑問と不ふ審しんで語ご尾びが掠かすれていた。

　だが、混乱を招いている張本人は呆あきれた風に口をへの字に曲げ、

「ハァ？　意味なんてどうでもいいだろ？　これは『ゲーム』だ、娯ご楽らくだぜぇ？　雑ざ魚こいそこらのプレイヤーなら必死こいて勝ちを拾ってもいいが、この俺おれ様さまがそんなダセぇこと出来るかよ。興きよう醒ざめだぜ」

「…………貴様は…………何を考えている!?」

「決まってんだろぉ？　俺おれ様さまが華か麗れいに楽しめる展開だ。どうせ勝つのは俺おれ様さまなんだから、過程を楽しまないとなぁ？」

　ヘラヘラと軽けい薄はくに笑う《トール》を、表情を引ひき締しめた陣じんは、今まで以上の警けい戒かいを含ふくんだ目で睨にらむ。どうやら、彼かれも理解したらしい。目の前の男が、普ふ通つうの物差しで計れば大おお火傷やけどをする危険人物だと。

「……他者を侮あなどるのは勝手だが、そいつはこの場で確実に倒たおす」

「おぃおぃ、人の話を聞いて理解するだけの頭もないのかよ。微び生せい物ぶつでも食って生きてんのか、お前」

「黙だまれ。この場を逃のがせば、倒たおしきる機会が巡めぐるとは限らない。仇あだ討うちを果たす為ためには貴様の意向など知ったことじゃない……！」

　強く言い切る陣じんの視線は再び朱あか音ねの方を向く。ただし注意はかなり《トール》に割わり振ふっていた。

　正しい判断だ、と朱あか音ねは思う。あの享きよう楽らく的な男とまともに向き合っていたら、いつまで経たっても目的は果たせない。だが、無視出来るような甘あまい存在でもない。

　恐おそらく、姿を消している桐とう子こもやきもきしていることだろう。こんな展開、想像だにしていなかったはずだ。

　動けない朱あか音ねは何も出来ないが……そもそも、万ばん全ぜんだとしても逃にげ回まわるのが精せい一いつ杯ぱいなので、むしろ満身創そう痍いの方が生き延びられる可能性は高くなっているのかもしれない。

　恐おそらく陣じんの考えとしては、横よこ槍やりを入れられて多少のダメージは覚かく悟ごの上で、朱あか音ねを攻こう撃げきするつもりだろう。たとえ致ち命めい傷しようを受けて『奴隷スレイブ』に落とされたとしても、相手が自分の『主人マスター』でなければ倒たおすことは出来る。伏ふく兵へいがいたとしても同じことで、立て続けに致ち命めい傷しようを受けさえしなければ、死にかけの朱あか音ねくらい数秒でどうにでも出来るだろう。

　そうと分かっているからこそ、朱あか音ねとしては開き直られたくはなかったのだが……それでもまだ、事態を静観するだけだ。

　何な故ぜなら──《トール》の正体が予想通りなら、このままで済むはずがない。

　臨戦態勢の陣じんに対して《トール》は相変わらず軽けい薄はくな笑えみを浮うかべたまま、

「んだよ、つまらねぇ野や郎ろうだなぁ？　そんなにゴシュジンサマの仇あだ討うちが大事か？」

「……最も早はや語る言葉はない。邪じや魔まをするのなら、押し通る……！」

「あぁあぁ、そうかい。白けちまってやり合う気も失うせたぜ」

　つまらなさそうに言った《トール》は端たん末まつをズボンの後ろに雑に突つっ込こみ、空いた両手を頭の後ろで組む。

　と、不意に何かに気付いたように笑えみを引ひっ込こめて、

「あぁ、そうだ。雑ざ魚こがどんな惨みじめな最さい期ごを迎むかえようが俺おれ様さまの知ったこっちゃないが──逸はやって足元を疎おろそかにするもんじゃないぜぇ？」

「……っ……!?」

　わざとらしい口調に、今にも突とつ進しんしようとしていた陣じんの体がギクリと強こわ張ばった。そしてすぐに視線を下に向ける。

　見る限りそこには何もないが、それでも用心してか陣じんは素す早ばやく後ろへと跳とびずさり、




　──着地した瞬しゆん間かん、頭上から降って来た一条の雷かみなりが、陣じんの体を貫つらぬいた。




「が、ぁっ……!?」

　脳天から突つき抜ぬけた細い雷かみなりは真まっ直すぐに床ゆかまで貫つらぬき、その衝しよう撃げきで陣じんの被かぶっていたヘルメットが吹ふき飛とぶ。素す顔がおが曝さらけ出だされた陣じんはそのまま床ゆかに膝ひざを付き、愕がく然ぜんとした表情で大きく目を見開いていた。

　何が起きたか分からない、といった様子で倒たおれる陣じんだが、傍はた目めで見ていた朱あか音ねにも詳しよう細さいは分からなかった。

　分かっているのはこの場に一人だけ。そしてその人物は、

「ク、ハハハハハハハハハハッ！　おぃおぃマジか、自分から当たりに行くってどんなマゾ野や郎ろうだよ！　ただのつまらねぇ雑ざ魚こかと思ったら笑かしてくれるなぁ、おぃ！」

　ゲラゲラと高笑いをする《トール》だが、彼がやったに違いない。

　あからさまな落とし穴に嵌はまった間ま抜ぬけを見て嘲あざ笑わらうような声に、朱あか音ねは『やはり』と思う。もうとっくに確信していたが、このやり口はあの男と一いつ緒しよだ。

　何をしたか、ある程度予測は出来る。使ったスキルの詳しよう細さいが分からないからそこは多分に想像任せになるが、どちらかといえば手品の種の方が大事だ。

　雷かみなりが落ちた時、《トール》の手は端たん末まつから離はなれていた。しかし彼のスキルだというのは間ま違ちがいないので、時限式のスキルだと推測出来る。それが自分の意思で任意に発動出来るのかどうかは不明だが、可能ならば凄すさまじい性能だ。

　だが、恐おそらく発動する場所は予あらかじめ決めておいた場所なのだろう。『自分から当たりに行く』という言葉から察するに、それが一番妥だ当とうな線だ。だからこそ陣じんが雷かみなりの落ちる場所に自ら動いたことに、あれだけ笑っていたのだろう。

　問題は、今の一いち撃げきがどれほどのダメージになるのかだが……

　頭に直ちよく撃げきしていたので致ち命めい傷しようになったのだろうかと見つめていた朱あか音ねは、陣じんの身に起こった変化に目を見張った。

　蹲うずくまる陣じんの体が、見る見るうちに透すけていく。この現象に覚えはあるが、どうしてそうなっているのかが分からない。

　それは当の陣じんも同じようで、半分透すけてしまった顔を愕がく然ぜんとさせていた。

「な、ぜ……!?　俺おれはまだ、一度しか『奴隷スレイブ』には……！」

「冥めい土どの土産みやげだ、笑かしてくれた礼に教えてやるよ。このスキルはお前等などの雑ざ魚こスキルと違ちがって、当たれば一発で『撃破ブレイク』になる。『主人マスター』だろうが『奴隷スレイブ』だろうが関係ねぇ」

「そ……んな……」

「仇あだ討うち失敗、残念だったなぁ？　まぁ心配すんなよ。過程はどうあれ勝つのは俺おれ様さまだ。その内、代わりに倒たおしてやるよ」

「……ぐっ…………」

　消えかけた陣じんが蹲うずくまったまま、小さく声を漏もらす。そこに含ふくまれた怒いかりに無念、後こう悔かいといった様々な感情を聞いて、《トール》の嘲ちよう笑しようがまた爆ばく発はつする。

　ホールに笑い声が響ひびく中、久く我が山やま陣じんの姿は完全に消えてなくなり……舞ぶ台たいの上には、朱あか音ねと《トール》の二人だけの姿が残った。

　──一いつ瞬しゆんだが。消える寸前に朱あか音ねは陣じんと目が合った。『ブラインドマスク』のない彼の素すの表情は、仇かたきを憎にくむものではなく……自己嫌けん悪おに埋うめ尽つくされていた。

　あの様子だと、恐おそらく現実世界に『ＰｏＳ』の問題を持もち越こすことはないだろう。嫌きらわれてしまったはずだが、怜れい泉せん澪みおが望まない限り、彼の暴走はない。

　つまり残った問題は──近くに立つ、この男のみ。

　陣じんが消えてからも腹を抱かかえて一ひと頻しきり笑っていた《トール》は、

「ぁー……道どう化けとしてはまぁまぁな雑ざ魚こだったな。後は時間切れまでこいつをいたぶって遊びたいところだが……ハッ、触ふれただけでも致ち命めい傷しよう認にん定ていされそうな状態じゃそれも無理か。つまらねぇ」

　さっきまで楽しげに笑っていたとは思えない白けた表情で舌打ちし、朱あか音ねを見下す。

「そういや半死人のお前はなんて名前だ？　明日以降に遊んで貰もらうんだから、チェックしておかないとなぁ」

　言いながら《トール》は端たん末まつを取り出し、片手で画面を操作する。

　……が、すぐに指を止め、サングラスに隠かくれがちな眉まゆを顰ひそめた。

「……あぁ？　また反応が一つ増えてやがる、だと？　『潜界ワールドダイブ』済みで……この動き、こっちに向かってるのか……？」

　もたらされた意外な情報に、朱あか音ねも微かすかに指先を動かしてしまう。それだけでも神経が焼かれたような痛みがくるが、無視を決め込む。今は自力では得られない情報を整理することの方が大事だ。

　──この多目的ホールでは、今日は午後から演奏会以外のイベント等などの予定は入っていなかった。

　そして五分程ほど前に桐とう子こが端たん末まつをチェックしていた時には《トール》と陣じん以外の反応はなかったはずで、《トール》が小ホールの入り口付近で端たん末まつを見ていた時も他のプレイヤーについては言げん及きゆうしていなかった。

　つまり新たなプレイヤーが電源を入れたのはここ数分以内で、既すでに『潜界ワールドダイブ』してこの近くにいるということは……ほぼ間違いなく、この会場に来ていた人間だ。

　まだ会ったことのないプレイヤーは数人いる。逆に、既すでに接せつ触しよくしたことのあるアクティブなプレイヤーは、一人しかいない。

　朱あか音ねの心の中で、まさか、という呟つぶやきが漏もれる。こんなタイミングで来るだなんて、普ふ通つうならまず有り得ない。

　──だからこそ、『彼』がここに来るとしたら、それは偶ぐう然ぜんではなく必然なのかもしれず。

「……《ショーキ》？　まさか、本名かぁ？」

《トール》の口からその名前が呟つぶやかれた直後、ホールの入り口に一人の男が姿を現した。

　青いスカジャンを着た、『ヒーロー』の呼び名に相応ふさわしい男が。

「ど……う、して……？」

　思わず、朱あか音ねも呟つぶやきを漏もらしてしまった。ここに《ショーキ》が──新しん城じよう翔しよう輝きが来るだなんて、完全に想定外だ。

　翔しよう輝きはホールの爆ばく発はつでも起きたのかという壊こわれ方に一度は足を止めたが、すぐに舞ぶ台たいの方へと小走りで近付いて来る。周りへの警けい戒かいも怠おこたっていない。

　そんな彼を見た《トール》は、顎あごに手をやり思案顔になる。ユニークサングラスをしていても分かる程ほどに、さっきまでとは雰ふん囲い気きが違う。

「あの服装……体格……で、《ショーキ》か。こいつはひょっとしなくても、新しん城じよう翔しよう輝きか？　あのヒーロー野や郎ろうかぁ？」

　ぶつぶつと独りごちりながら、徐じよ々じよに口角を上げていく。念入りなサプライズプレゼントの計画に気付いたような、期待への喜びを押し殺した声も手伝って、妙みような凄すごみもある。

　そして《トール》の視線が、《ショーキ》から朱あか音ねへと向き、

「あんな美味おいしそうな獲え物ものがいるんなら──こっちはもうどうでもいいなぁ」

　その一言で、朱あか音ねは全身が粟あわ立だつような悪お寒かんに襲おそわれた。

　サングラス越ごしだが、分かる。興味を失いかけて、近くに転がっている自分を壊こわれ掛かけの玩具おもちや以下にしか見えていないのが、肌はだで感じられた。

　このままだと『撃破ブレイク』されるのは確実だ。しかも桐とう子この存在は見み抜ぬかれ、時限式とはいえ中ちゆう距きよ離りからでも一いち撃げき必殺出来るスキルを持っている以上、抵てい抗こうすら叶かなわずやられてしまうだろう。

　それを避さける為ためには──迷っている暇ひまはない。

　出だし惜おしみは論外だ。生き延びるにはこのカードを切るしかない。

「ひど、いな……もう少し、付き合って欲ほしい、ね……っ」

「ハァ？　死しに損ぞこないにこれ以上──」

　半ば予想通り即そく答とうで却きやつ下かしようとする《トール》に対し、朱あか音ねは精せい一いつ杯ぱいの微び笑しようを作り、




「わたしは……っ、用があるよ──九く鬼き雷らい河がに、ね」




　……その名を告げた瞬しゆん間かん、朱あか音ねは周囲の温度が下がった気がした。勿もち論ろんそれは錯さつ覚かくで、何のスキルも使わずに仮想空間で気温変化など起こるはずがない。

　だが、《トール》の──九く鬼き雷らい河がの醒さめた表情が微かすかに笑えんだのと同時に、ぞっとするような寒気がしたのは事実だ。

　酷こく薄はくな笑えみを浮うかべた《トール》は、ようやく朱あか音ねのことをじっくりと見て、

「へえぇ……俺おれ様さまのことを知っているのか。大学でも名前を知っている奴やつはそう多くないんだがなぁ？」

　違う、などという否定の言葉はなく、己おのれが九く鬼き雷らい河がだということをあっさりと認めた。

　釣つれた、と喜ぶには早すぎる。今のところ延命に成功しただけで、半歩でも踏ふみ外はずせば呆あつ気けなく命いのち綱づなを断たち切きられて奈な落らくの底に落ちる状じよう況きようには変わりない。

　だからこそ朱あか音ねは痛みも吐はき気けも全て吞のみ込こみ、微ほほ笑えんだまま話を続ける。

「まさか、とは思ったけど、ね。でも、他の誰だれかだと言う方が……っ……無理がある、から」

「そうかよ。んで、お前は俺おれ様さまの何を知っているって？」

「少しだけ、だよ。でも……九く鬼きグループの幹部候補、で……子会社の役員も務めている、のに…………はぁ……『ゲーム』に参加するの、は、まずくないかな……？」

「ハァ？　それは、あれか？　アンフェアだって話かよ？」

「勿もち論ろん、だよ。スキルや、追加ルール……他にも事前に知れれば、っ……かなり有利に動ける」

「まぁ、そうだなぁ。違うとは言えねぇ……っと、来やがったか」

　雷らい河がが反応した直後、壇だん上じように翔しよう輝きが姿を現した。すぐに雷らい河がと倒たおれたままの朱あか音ねに気が付き、眉まゆを顰ひそめる。

「取とり込こみ中か？　だとしたら、悪いがまた明日にでもしてくれよ」

「おぃおぃ、いきなりだなぁ？　突とつ然ぜん来ておいてどういう了りよう見けんだ？」

「そこの死にかけてるのとは先約があるんだよ。味方じゃなくて敵だが、今日だけは見み逃のがしてやって欲ほしい」

　堂々と、かなりとんでもないことを言ってのける。普ふ通つうならまず有り得ない発言だ。

　十億という大金、願いを叶かなえる権利──そのどちらか一つでも欲ほしいと思っているのなら、絶対に言わない。陣じんのように獲え物ものの横取りを主張するのならまだ分かるが、『敵だけど見み逃のがしてやれ』だなんて、正気の発言とは思えない。

　それを言ってしまうからこそ新しん城じよう翔しよう輝きは『主人公ヒーロー』と呼ばれる。

　そして──反対に、自分の享きよう楽らくの為ためだけに朱あか音ねを生かそうとする狂きよう気きに満ちているのが、九く鬼き雷らい河がだ。

　二人の対たい峙じは確かに雷らい河がの望む通り、他のプレイヤーの存在など霞かすんでしまう。それこそ『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』クラスの人物でなければ、一いつ蹴しゆうされて終わりだ。久く我が山やま陣じんが、実際にそうなってしまったように。

　澪みおを倒たおすことが出来たとはいえ、朱あか音ねは自分がそのレベルに達しているとは微み塵じんも思っていない。或あるいは桐とう子こなら数年経たてば匹ひつ敵てきするクラスになっているかもしれないが、自分には無理だろう。

　──ただし、それでも負けるとは限らないのが勝負というものだ。

　こんな最悪な劣れつ勢せいからでも、勝てまではしなくともドローに持ち込むことだって不可能じゃない。

「や、あ……こんな格好で失礼だけ、ど…………っく……」

　倒たおれたままで挨あい拶さつをすると、翔しよう輝きは自分が怪け我がをしているみたいに痛々しげな表情で首を横に振ふり、

「……いい、喋しやべるな。死ぬほど痛いのが続くと、現実でも神経に障さわるかもしれない」

「お気き遣づかいには感謝……でも、訊きかないと。九く鬼きグループ、の……直系でも、最も次代の総そう帥すいに近いと、言われている…………っ……彼が、参加している……理由を……」

「な、に？　九く鬼きの……ってことは、関係者か!?」

　驚おどろいて雷らい河がへと振ふり向むいた翔しよう輝きだが、何な故ぜかギクリと体を硬こう直ちよくさせ、

「っ──!?」

　顔を引ひき攣つらせたかと思うと、真横へ体を投げ出し──それから一秒と遅れず、今まで翔しよう輝きが立っていた場所に、一条の雷かみなりが突つき刺ささる。

「な、何だ今のっ……?!」

　ギリギリのタイミングで避よけた翔しよう輝きは床ゆかに座すわり込こみながらも、いつでも動ける体勢になっていて、流石さすがとしか言いようが無い。

　一方、仕し掛かけた側はというと、

「へえぇ……避よけるか、やっぱ。ホンモノは違うなぁ、おぃ？」

　ニヤニヤと楽しげな笑えみを浮うかべ、不意打ちしておいて悪びれない雷らい河がを、翔しよう輝きは睨にらみつけながら立ち上がる。

「やる気なら相手になるぞ。お前は……なんか、ヤバい気がするし」

「ヒーロー野や郎ろうは鼻も効くのか。だがまぁ、今のはほんの挨あい拶さつだ。気にすんなよ」

　勝手なことを言い放った雷らい河がは、「代わりに」と前置いてから、

「時間が来るまでお前等らの疑問に答えてやるよ。あー、なんだっけか。俺おれ様さまが関係者でフェアじゃねぇって話だったかぁ？」

「そうじゃない、って言うのか？　普ふ通つうは邪じや推すいするだろ」

「僻ひがみはあるだろうが、全然優ゆう遇ぐうされてねぇんだな、これが」

　やれやれと肩かたを竦すくめる姿は道どう化けらしい振ふる舞まいだが、そんなに生なま易やさしい存在じゃない。

　それは翔しよう輝きも分かっているようで、構えこそしていないが臨戦態勢は維い持じしていた。

「グループ内で開発した面おも白しろそうな『ゲーム』をやろうとしている、って嗅かぎ付つけて無理矢理入り込んだんだがなぁ。渋しぶられまくった挙げ句、プレイヤーとして参加する以外は大した介かい入にゆう出来なかったんだよ」

「なら、普ふ通つうに一プレイヤーとしての知識と情報しかないって言うのか？」

「あぁ、大差はねぇよ。俺おれ様さまが出来たのはスキルを一つ追加することと、盛り上げるのに一働きしそうな奴やつに端たん末まつを渡わたしただけだ。後はむしろ、他の連中よりデメリットばかりだぜ？」

「……デメリット？」

　聞き返す翔しよう輝きに、雷らい河がはよくぞ聞いてくれたと言わんばかりに両りよう腕うでを広げ、

「そうよ。不正を疑われないよう、『ブラインドマスク』を使えない上に、正体に気付かれたら説明しろとまで言われてるしよぉ。おまけにスキルはピーキーで使い勝手は最悪ときた。自分で設定しておいてなんだが、欠けつ陥かんスキルにも程ほどがあるぜ」

「設定……？　じゃあ、お前は自分でスキルを選べたってことか!?」

　翔しよう輝きの疑問は尤もつともだが、朱あか音ねは恐おそらく正解じゃないだろうと思った。

　その推測は正しかったと、すぐに雷らい河がの口から証明される。

「俺おれ様さまはスキルの概がい要ようを決めただけだ。他のスキルの内容は知らないし、振ふり分わけだって完全ランダムのはずだぜ？　まぁ──それでも俺おれ様さまの元にこのスキルが来るのは、規定事じ項こうみたいなものだがな」

「……意味が分からん。自分で選んだんじゃないって言ったばかりだろ、お前」

「まぁな。だが、俺様が作ったスキルだぜ？　俺様の元に来るのは当然だろぉ？」

「………………」

「…………なる、ほど……ね……」

　絶句する翔しよう輝きとは違い、朱あか音ねは納得の呟つぶやきを漏もらす。

　相変わらず薄うす笑わらいを浮うかべてはいるが……あれは、本気だ。自分が設定したスキルが自分のものになることを欠片かけらも疑っていなかったはずだ。

　普ふ通つうなら鼻で笑ってしまうような戯たわ言ごとだが──

「……お前、本気でそう思ってるのか？」

「当然だろぉ？　世界に選ばれた人間には、そうなるべくしてなる天運ってモンがあるんだよ。凡ぼん俗ぞくの雑ざ魚こ共と違ちがって天才の俺おれ様さまが望めば、大体のことは叶かなうんだよ。ヒーロー扱あつかいされているどこぞの人気者だってそうだろ、えぇ？」

「オレはそんな傲ごう慢まんな考えをしたことない。努力しないと望んでいる場所には辿たどり着つけないし、そうしたって成なし遂とげられるとは──」

「けどよぉ、お前さぁ……今までやれてきてんだろ？　他の雑魚とは違ってなぁ？」

　たっぷりと皮肉を含ふくんだその言葉に、翔しよう輝きは反論しようと口を開きかけ……しかしすぐに、唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　彼は正直だから、『そんなことはない』とは言い切れなかったのだろう。同じように努力しても仲間とは明らかに違う成果を得られることを、他でもない自分が一番知っているはずだ。

　朱あか音ねの調べたデータでは、翔しよう輝きが本格的にサッカーを始めたのは中学二年の春から。そこから三年足らずで年代別代表候補に選ばれるまでに上達するなんて普ふ通つうなら有り得ない。暴行事件でサッカーから距きよ離りを置いた後も、半年程度という短い期間で高い学力を求められる内部進学を成功させた。

　凄すさまじい努力をしたのは間違いないだろう。だが、同じだけの努力をしたとしても……残念なことに、普ふ通つうの人間には越こえられない壁かべがある。天才と凡ぼん人じんの違ちがいという、絶望的な壁かべが。

「……自分が世界に選ばれただなんて、そんなのただの傲ごう慢まんだ」

　それでも全てを認められる程ほど、新しん城じよう翔しよう輝きは元からの才能が全てだとは思っていないらしく、首を横に振ふる。

「お前がヤバそうなのは分かる。けど、そんな風に他の人を下に見るのはおかしいだろ。まだ大学生くらいの歳としでそこまで好き放題出来るのは、九く鬼きの家に生まれたからで、お前の成したことじゃない」

「ハァ？　何を頭悪いこと言ってやがるんだか、このヒーロー野や郎ろうは」

　丁てい寧ねいに説明しても方程式を理解しない覚えの悪い生徒を相手にするように、うんざりしたため息を吐つき……

「俺おれ様さまが生まれた環かん境きように恵めぐまれたって、そんなの当然だろぉ？」

　呆あきれ顔で、とんでもないセリフを口にする。

「人は生まれからして平等じゃないんだよ。どれだけ才能に恵めぐまれて生まれても全く育たないまま死ぬこともあれば、何一つ秀ひいでたところがなくても家いえ柄がらだけで人生勝ち組のまま突つっ走ぱしれる奴やつもいる。そして──俺おれ様さまは全ての才に恵めぐまれて、だからこそそれ相応の家に生まれるのが必然だ。天に選ばれる才の持ち主ってのは、決まって生まれもいいんだよ」

「…………」

　雷らい河がの言い草に、翔しよう輝きは啞あ然ぜんとしてしまっている。まさかこんな人間がいるだなんて、人の良い彼には想像だに出来なかったのだろう。

　だが、実際に目の前にいる。傲ごう慢まんが人の形をしたような、それが才気を十二分に発揮させているという、とんでもない人間が。

「良かったなぁ、お前等ら。俺おれ様さまがハンデなしで『ゲーム』に参加していたら、ここまで長引いてないぜ？　優勝の夢が見られてラッキーだったなぁ？」

「……言ってろよ。オレは、相手が誰だれであろうと勝つつもりだ」

「おぅおぅ、流石さすがはヒーロー野や郎ろうだ。カッコいいなぁ、痺しびれるよなぁ。その面つらを歪ゆがませられると思うと参加した甲か斐いもあるってもんだ。こうなると『奴隷スレイブ』にしていたぶれないのが残念で仕方ねぇ」

「な、ら……あのスキルを使わな、ければ……いいんじゃない、かな？」

　殆ほとんど二人だけの会話になりつつあり空気も張はり詰つめかけていたが、朱あか音ねは敢あえて場を読まずに口を挟はさんだ。翔しよう輝きはまだ雷らい河がのスキル詳しよう細さいを知らないが、一いち撃げき必殺の代わりに『奴隷スレイブ』を抱かかえることが出来ない。

　だが、それなら『撃破ブレイク』したプレイヤーのスキルを使用するか、そもそもスキルを使わずに倒たおせばいいだけの話だ。壇だん上じようへと跳とんできたあの身のこなしからすれば、ナイフ一本でも十分に攻こう撃げきスキルを持つプレイヤーの相手が出来る。

　この質問に雷らい河がはちらりとだけ朱あか音ねを見て、嘲あざ笑わらうように口くちの端はを上げる。

「ハンデだ、ハンデ。俺おれ様さまが普ふ通つうに戦ったら強すぎてつまらねぇから、倒たおすのはスキルでって決めてるんだよ」

　普ふ通つうなら『そんな馬ば鹿かな話があるか』と切って捨てる発言だが……恐おそらく、これは本気だ。圧あつ倒とう的てきな自信があるからこそ、朱あか音ねをわざわざ生かしているように、『ゲーム』を楽しむスパイスとして決めたのだろう。

「ついでに雑ざ魚こ共に朗報だ。俺おれ様さまは所謂いわゆるゲストプレイヤーって設定で、『撃破ブレイク』したらボーナスで一気に５００，０００ポイントが加算される。しかも一度でも致ち命めい傷しようを受けたら『奴隷スレイブ』じゃなくていきなり『撃破ブレイク』で一発退場だ、クソが。あの豚ぶた野や郎ろう、ぶち殺してやりたいぜぇ」

　一いつ瞬しゆんだが、雷らい河がはサングラス越ごしにでも分かる剣けん吞のんな目つきになって罵ののしる。恐おそらくはここにはいない誰だれか……運営スタッフの中でも中ちゆう枢すうにいる人物に向けて、殺意を隠かくしもしない。

　しかしそれはすぐに薄うすら笑いで搔かき消けされ、

「おまけに俺おれ様さまのスキルはピーキーだが強力すぎるっていうんで、運営から調整が入れられてなぁ。他のスキル構成を受け付けない」

「それは……他のスキルを使えないってことか」

「使えないどころか、他のは破は棄きされるんだよ。『撃破ブレイク』した相手のスキル詳しよう細さいを見ることも出来ないだなんて、クソ調整にも程ほどがあるぜ」

　忌いま々いましげに吐はき捨すてると、雷らい河がはにやりと笑って両腕を広げる。

「さぁて……そろそろ時間切れかぁ？　確実にやり合えるよう、次に『潜界ワールドダイブ』する日時の取り決めでもしておきたいところだが……それはそれで興きよう醒ざめだなぁ？」

「それ、なら……どうするの、かな……？」

「決まってんだろぉ？　どうするかなんて、そんなの教えるかよ」

「……お前、言ってることが無茶苦茶過ぎだ」

　割と無茶を言う側の翔しよう輝きにすら突つっ込こまれる雷らい河がだが、全く気にする様子なくへらへら笑いを止めない。

　──と、朱あか音ねの視界が微かすかにぼやけ始めた。タイムリミットの十八時になった、或あるいは直前まできたのだろう。

　雷らい河がや翔しよう輝きの体は透すけていき、今まで感じていた苦痛も噓うそのように薄うすれてきた。しかし体を動かすことは出来ないままなので、単に感覚が遮しや断だんされつつあるだけなのだろう。

　世界が閉ざされていく中、最後に聞こえて来たのは王のように振ふる舞まう男の声だった。




「俺おれ様さまは飽あきっぽいんだ。だからすぐに仕し掛かけて──存分に嬲なぶり潰つぶしてやるぜ」





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　──現実世界に意識を戻もどした朱あか音ねがまず感じたのは、猛もう烈れつな目眩めまいと頭が割られてしまったのかと思うほどの頭痛、そして臓ぞう腑ふを抉えぐられたような吐はき気けだった。

「……っ……これは、辛つらいね」

　いつだったか、『撃破ブレイク』された芽め依い里りを回収した時のことを思い出す。タフな彼女が立ち上がることも困難な状態になっていた理由が、今なら実感出来る。

　意識がないまま桐とう子こが悲鳴を上げて、ショックのあまり部屋の窓から転落してしまったのも、これなら納得だ。二回目の致ち命めい傷しようの時は苦く悶もんに喘あえぎ身を捩よじるだけで済んだらしいが、果たして自分は『潜界ワールドダイブ』中にどんな反応をしていたのか。少し気になる。

　ただし今は、この津つ波なみのように押おし寄よせる不調の訴うつたえをいなす方が大事だ。

　不幸中の幸いとでも言うべきか、苦痛には慣れているし、現実の体は全く傷ついていない。あれは夢なのだと自分に強く認にん識しきさせれば、ある程度は治まるはずだ。

　そうして朱あか音ねが自身のコントロールを試みていると、

「──ぃ！　先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　いつからそうされていたのか、耳元で呼ぶ声がしていることに気が付いた。

　大声ではないが、ハッキリとした聞いていて心ここ地ちの良い響ひびきに、朱あか音ねは目を開けて無理にでも微笑ほほえんでみせる。

「や、ぁ……桐とう子こちゃんは元気そうで、何よりだよ」

　薄うす暗ぐらい視界で間近に見えた桐とう子この顔は、自分と違ちがって苦く悶もんの様子はない。ただ、

「あ、れ……もしかして、怒おこっているのかな……？」

「……当然です。あんな状じよう況きようで手を離はなさないだなんて、信じられません……！」

　やっぱりそのことか、と朱あか音ねは苦く笑しようする。

《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》で姿を消した桐とう子こだが、仕し掛かけるのは手を離はなすまで待っていて欲ほしいと言っておいた。

　そして朱あか音ねは、最後まで摑つかんでいた見えない桐とう子この手を離はなさなかった。存在しないはずの桐とう子こからはどうにも出来ず、あの場をただ眺ながめているだけしか出来なかったことに腹を立てているのだろう。

「ごめん、としか……言いようが無いかな。相手が彼だと気付いてしまったら、出来る限り不確定要素は減らしたくてね」

「あの男……九く鬼き雷らい河が、ですか。良くも悪くもただ者ではないとすぐに分かりましたが、どういう人なんですか？」

「その辺りのことは、マンションに戻もどって話そうか。ここじゃちょっと、ね」

　狭せまくて薄うす暗ぐらい、まともに立つことも出来ない場所でのんびりと話すような内容じゃない。本音としてはもう少しゆっくりしていたいが、そうも言っていられない。

　仰あお向むけ状態から寝ね返がえりを打つようにして四よつん這ばいになった朱あか音ねは、何度か小さく呼吸を繰くり返かえし、

「……うん、もういける。続きは後で」

「……分かりました」

　頷うなずく桐とう子この顔には不満が残っていたが、それでも状じよう況きよう判断は間違えなかった。この辺りの賢かしこさと感情的な部分のバランスはパートナーとして有あり難がたい。

　朱あか音ね達たちがいるのは、多目的ホールの地下一階にある階段の下だ。本来ならただのデッドスペースになっているそこにダンボール箱をいくつも置いて目め隠かくしを作り、そこに隠かくれて『潜界ワールドダイブ』をしていた。

　もう演奏会も終わっている。地下の小ホールは使われる予定はないが、いつまでもこの場所にいる訳にもいかない。誰だれかが気まぐれに来てしまう可能性だってある。

　会話が気の紛まぎれを手伝ってくれたらしく、不調はある程度治った。芯しんに残る重い不快感はあるが、歩けない程ほどじゃない。

　中が空のダンボール箱を押おしのけて出口を作り、朱あか音ねは唇くちびるを嚙かんで目眩めまいを堪こらえ、外へと這はい出でる。

「あんた、大だい丈じよう夫ぶなのか？　少し魘うなされてたぞ」

　すぐに声を掛かけて来たのは見張りを頼たのんでいた鈴すず風かぜ芽め依い里りだ。協力を約束してすぐに敗退してしまったが、こうしてレギュレーションに引ひっ掛かからない範はん囲いで手伝いを頼たのんでいる。

　桐とう子こと同じ十四歳さいだが、成長著いちじるしい芽め依い里りは高校生どころか大学生と偽いつわっても通用する外見で、身体能力も並みの男より遥はるかに高い。

　とはいえ、彼女に肩かたを貸してもらうのは体てい裁さいが悪すぎるので、朱あか音ねはよろけそうになりながらも一人で立ち上がり、

「大だい丈じよう夫ぶ、とは言い難がたいけど、家までは持たせるよ。悪いけど、タクシーを手配しておいてくれないかな？　ホールの受付で手配出来るから」

「ああ、いいぜ。正面玄げん関かん前でいいのか？」

「裏の駐ちゆう車しや場の方でお願いするよ。なるべく早く行くから、」

「──ちょい待て。誰だれか来る」

　言って、芽め依い里りは階段の上を睨にらみ付つける。朱あか音ねには足音も聞こえないが、彼女が言うのなら事実だと思っていい。

　なので素す早ばやく判断し、朱あか音ねは自分に続いて出て来ようとしていた桐とう子こを手で制し、

「……桐とう子こちゃん、戻もどって。芽め依い里りちゃんも、少しの間だけここに隠かくれていて」

「あん？　そんな必要あんのか？」

「ちょっと、ね。わたしの予想が当たっていたら、キミは見られない方が良いい」

　標準装備の笑えみを消して話す朱あか音ねに何を感じ取ったのか、芽め依い里りはそれ以上説明を求めることなく、素す早ばやく身を屈かがめて階段下へと隠かくれる。

　それを見届けた朱あか音ねは一度目を閉じ、意識を研とぎ澄すませ……微かすかに聞こえて来た靴くつ音おとに、タイミングを見計らって、目を開け歩き出す。

　すると数歩もいかない内に、

「──よぉ、お前がさっきのプレイヤーかぁ？」

　上から降って来た声は、間違いなく仮想空間内で聞いたものと同じだ。

　階段から下りてきたのは長身瘦そう軀くの男で、《トール》に間違いない。サングラスも同じだし、服装は微び妙みように違ちがうが構成はほぼ同じだ。

　階段の途と中ちゆうで足を止め、手て摺すりに両りよう腕うでを置いて身を乗り出した九く鬼き雷らい河がは、ニヤニヤと薄うすら笑いを浮うかべて朱あか音ねを見下ろしてくる。

「いくつか候補はあったが、一発で当たりを引くのは流石さすが俺おれ様さまとしか言いようがないなぁ。逆にあっさりと見つけられた気分はどうだよ、えぇ？」

「……あんまりいい気はしないね。どうしてここが？」

　向こうは朱あか音ねがプレイヤーだと信じて疑っていない。否定したところで無む駄だだろう。

　なので警けい戒かい心を見みえ隠かくれさせつつ素す直なおに聞き返すと、雷らい河がは鼻で笑い、

「貴き賓ひん席から『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』が退出するところは見た、って言っただろぉ？　そして策に塡はめたらしき奴やつが出て行くのも見た。なら、潜ひそんでいるのはまず間違いなく建物内。イベントがあるから個室を手配するのは難しい……ときたら、後は死角になりそうな場所を探せばいいだけだ。一発正解する辺りは俺おれ様さまの天運だろうがなぁ？」

「なるほど、ね。でも、わざわざ何しに来たのかな？　改めて宣戦布告でも？」

「そういうのは雑ざ魚こがやってりゃいい。俺おれ様さまは単に、お前の顔を見に来ただけだ。俺おれ様さまの正体を知っているのはどこのどいつだろう、ってな」

　物理的に高い位置にいるだけでなく、どこまでも人を見下してくる。どれだけの自信を積めばこうなれるのか、不思議なくらいだ。

　もうプレイングタイムは終わっているし、運営側が不正を許さないのであれば、こちらの素す性じようを勝手に教えることもないはずだ。ここは無視してしまうのが適切だろう。

「だとしたら、ガッカリさせたかな。わたしみたいな大した取とり柄えもない人間で」

　……頭では理解しているのに、朱あか音ねはつい言葉を返してしまう。

　会った時から──《トール》が雷らい河がだと認にん識しきした時から抱いだいている、胸むねの奥おくでじりじりと疼うずく感覚に、どうも翻ほん弄ろうされている。

　普ふ通つうならちょっとした気まぐれとして許容範はん囲い内だと済ましていい……が。

　階段の上から見下ろしている敵は、口くちの端はを歪ゆがめて嫌いやらしく笑う。

「気にすんなよ、何しろ初めから大して期待なんてしてねぇ。お前はおまけだからなぁ。新しん城じよう翔しよう輝きのついでに弄もてあそんでやるつもりだが、雑ざ魚こには変わりねぇ」

　……また、じわりと胸むねの奥おくが疼うずく。

　そんなことはおくびにも出さず、朱あか音ねは肩かたを竦すくめ、

「それはそれは。なら、わたしには構わず存分に『ヒーロー』と戯たわむれてくればいい。出来れば死にかけた状態で勝ってくれると、こちらとしても助かるな」

「意い趣しゆ返しのつもりかぁ？　まぁ、どうでもいいけどよ」

　むっとすることもなく半笑いで受け流した雷らい河がは、「さぁて」と身を翻ひるがえし、顔だけを階下へと向けて、

「面つらの確かく認にんはした、もう用はねぇなぁ……っと、そうだ」

　背を向けたまま雷らい河がは軽く跳とび、手て摺すりの上に座すわって、だらりと体を斜ななめに倒たおす。一歩間違えば頭から転落する危険な行こう為いだが、雷らい河がの笑えみは消えないままだ。

「お前、《シレン》っていうんだよなぁ？　どこで俺おれ様さまのことを知った？」

「さあ、どこでだったかな。九く鬼きの直系に随ずい分ぶんと派手な問題児がいるっていうのは、一部では有名なはずだけれど」

「噂うわさだけなら、なぁ？　だが、俺おれ様さまの容姿を知っている奴やつはそこまで多くない。それこそ九く鬼きの人間か、大学で関わっている奴やつか、もしくは──」

　話しながら可能性を一つ一つ吟ぎん味みするように手て摺すりを指で叩たたいていた雷らい河がだが、その手が不意に止まった。

　そしてサングラス越ごしの視線が、それまでとは比べ物にならないくらい強きよう烈れつに朱あか音ねへと突つき刺ささり、

「……あぁ、あれかぁ？　そういやいたなぁ、そんなのが」

　じっと朱あか音ねの顔を凝ぎよう視ししていた雷らい河がの口元が、愉ゆ快かいげに歪ゆがむ。難解なマジックの種を見み抜ぬいたようなサプライズを歓かん迎げいする笑えみに、逆に朱あか音ねは表情を消した。

　まさか、という思いと、やっぱりか、という確信が胸中で渦うず巻まく。

「何か、心当たりでも？」

「さぁて、どうだかなぁ？　ただ、思い出しただけだ。壬み条じようの雑ざ魚こ親父おやじが飼っていた中に、随ずい分ぶんと客から人気の『人形』がいたってことをなぁ」

　探さぐる……というよりはいたぶるような口調の雷らい河がは、返事をせずに見返すだけの朱あか音ねに向けて舌を出し、

「あの雑ざ魚こ親父おやじがくたばった後、必死になって探していた連中から聞いたぜぇ？　『シレンがいなくなった』、ってな。元よりあそこの『人形』共は秘ひ匿とく扱あつかいでデータは何一つ残っていないから、探し出すにも手て掛がかりがない上に、壬み条じようの跡あと継つぎは知らぬ存ぜぬで通したらしいが……俺おれ様さまはほんの数秒だが、通信に映り込こんだ『シレン』の姿を見てるんだよなぁ」

「……つまり、向こうもその時にキミの顔を見ている、って言いたいのかな？」

「どう思うよ、えぇ？　ちなみに『シレン』ってのは老ろう若にやく男なん女によの区別なく誑たらし込こむ美び貌ぼうって噂うわさだったが……お前の顔に塗ぬりたくっている化け粧しようを剝はがしたら、どんな素す顔がおが出て来るんだろうなぁ？」

　言って、雷らい河がは低い声で笑う。底意地の悪さを隠かくさず、自身の発言を欠片かけらも疑っていない。

　絶対の自信を漲みなぎらせる雷らい河がに対し、朱あか音ねは一呼吸の間に覚かく悟ごを決めて、

「──雷らい河が様！　こんな所で何をしていらっしゃるんですか!?」

「あぁ？　んだよ、いいところだったのによぉ」

　突とつ如じよ階上から聞こえてきた声に、雷らい河ががつまらなさそうに嫌いや気けに満ちた返事をする。

　慌あわてた足音の後で雷らい河がの後ろに現れたのはスーツ姿の男性で、焦あせりと困こん惑わくで今にも泣きそうな表情になっていた。

「困りますよ！　これから審しん査さ員と招待客で投票してすぐに発表の運びなんです！　特に雷らい河が様には、閉会後すぐに出て頂かなければ飛行機の時間に……！」

「あぁあぁ、分かったよクソが。白けちまったことだし、行くとするか……っとぉ」

　吐はき捨すてるように言うと、雷らい河がは手て摺すりから飛び降りた。元いた側ではなく、朱あか音ねの目の前にだ。

　二メートル程度の高さとはいえ、殆ほとんど音も立てずに平然と着地した雷らい河がは、無ぶ遠えん慮りよに顔を近付けてくる。髪かみやサングラスが当たってしまいそうな程ほどの至近距きよ離りに迫られて、朱あか音ねはそれでも微び動どうだにせず表情も変えない。ただ見返すだけだ。

　その反応に雷らい河がは口くちの端はを吊つり上あげ歯を見せて笑えみ、

「名残なごり惜おしい……ってのは噓うそだが、今日はここまでだ。雑ざ魚こに毛の生えたような『人形』よりも野や暮ぼ用の方が大事だからなぁ？」

「……それは残念。出来ればもう二度と会いたくないな」

「つれないこと言うなよ、なぁおぃ。次はちゃあんと、俺おれ様さまの手で地べたに這はい蹲つくばらせてやるからよ──じゃあな」

　満足したのか、言うだけ言って雷らい河がはさっさと踵きびすを返かえして歩き、階段を上って去って行く。朱あか音ねの方など見向きもしない。

　あまりにも一方的なまま、九く鬼き雷らい河がは迎むかえに来たスーツの男といなくなり……残された朱あか音ねは一人、俯うつむいてその場で立たち尽つくす。

　しばらくして、ダンボール箱を除のけて階段の下から桐とう子こと芽め依い里りが姿を現したが、朱あか音ねは視線を落としたままで動かない。

「あの……先せん輩ぱい、今のは、」

「──芽め依い里りちゃん、タクシーを拾いに行く前に一つ訊ききたいことがある」

　おずおずと話しかけて来た桐とう子この言葉を無視する形で、朱あか音ねは俯うつむいたまま芽め依い里りへと問とい掛かける。

「キミにこの『ゲーム』への参加を打だ診しんした人は、さっきの男かな？」

「ん……しっかりは見えなかったけど、声は似てたな。雰ふん囲い気きも……あんな危ないヤツ、そうそういないか」

　家出をしてこの新しん湘しよう南なんタウンまで泳いで来て、更さらには追おい剝はぎをしていた芽め依い里りに言われてしまうと、普ふ通つうなら突つっ込こみたくなる。

　だが……芽め依い里りと雷らい河が、どちらが危険人物かと問われれば、絶対に後者だ。芽め依い里りは必要のない暴力は振ふるわないが、雷らい河がは悪戯いたずらに振ふるう。下へ手たをすれば、それが他人の人生を台無しにしてしまうようなことでも。

　そもそも『ＰｏＳ』は水面下で秘密裏りに行われているテストプレイだ。素す性じようがよく分からない住所不定の人間に参加を促うながすなんて、普ふ通つうの神経を持ち合わせていればまずやらない。

　なので雷らい河がが『ＰｏＳ』に関わっていると知って、芽め依い里りを勧かん誘ゆうした人物ではないかと思ったのだが……どうやら当たりらしい。

「さて……芽め依い里りちゃん、タクシーをよろしく。桐とう子こちゃんとわたしは別れて、駐ちゆう車しや場じようで待ち合わせよう。ほんの少しの距きよ離りだけど、念の為ためにね」

「…………分かりました」

　露ろ骨こつに何か言いたそうな表情をしていたが、桐とう子こは頷うなずいてくれた。

　訊ききたいこと、話したいことがあるのだろうが、まずは帰ってからだ。

　ここからタクシーを使えば、早ければ五分とかからず朱あか音ねのマンションに着く。そう長く時間はないが……それまでに少し頭の中と、気持ちの方を整理する必要があった。

　九く鬼き雷らい河がに関してもだが──自身の過去を明かすことについても。













　　　二章　因いん縁ねん、そして決別







　首しゆ尾び良よく芽め依い里りが確保してくれたタクシーに乗ってマンションへと戻もどった朱あか音ね達たちは、自然と朱あか音ねの部屋のリビングに集まった。

　多目的ホールからここまで殆ほとんど無言のままだった朱あか音ねは、三人分の飲み物をテーブルに用意する。

　それぞれがここ数週間で定位置となりつつある場所に着き、いざ説明を……と思っていたのだが、何な故ぜか芽め依い里りはいつものように床ゆかに寝ねそべることなく、自分のグラスを取ると一気に飲み干して、

「んじゃ、あたしは飯食って来る。そのままうちに帰るから、またなんかあったら明日にでもよろしく」

「えっ?!　芽め依い里りは、聞かなくていいんですか？」

　突とつ然ぜんの離り脱だつ宣言に驚おどろきの声をあげる桐とう子こだが、頭の後ろで手を組んだ芽め依い里りは平然と首を横に振ふる。

「だってあたし、興味無いし。それよかお腹なか空いたから、肉食って来る。面おも白しろい話だったら後で教えてくれよ」

　かなり勝手な発言を残し、芽め依い里りは本当にそのまま部屋から出て行ってしまった。

　二人になったリビングには沈ちん黙もくが満ちて、たっぷり一分近い時間が過ぎた頃ころに、ぽつりと桐とう子こが呟つぶやきを漏もらす。

「あの子は、もう……本当に自由ですね」

「芽め依い里りちゃんらしいよ。話を聞いても聞かなくても、どうにしろ自分にとっては何も変わらないと理解しているからだね」

　朱あか音ねとしても、別に聞いて貰もらいたい話じゃない。九く鬼き雷らい河がが出て来た以上、伝えておいた方が良いいかも知れないと思ったから話すだけだ。

　特に桐とう子こは天才少女と呼ばれているものの、感性は一般人に近い。あんなやり取りを見ておいて何も知らないと、ストレスになって行動の妨さまたげになるかもしれない。

　それに……今後の方針のことを考こう慮りよすれば、ある程度は話しておいた方がいいだろう。

　朱あか音ねはアイスティーを一口飲んでサイドテーブルに置き、愛用の一人掛かけソファーに座すわる。一方の桐とう子こは壁かべを背にしてクッションを敷しいて正座をし、低い位置から真まっ直すぐにこちらを見ていた。

「さて……どこから話そうかな。九く鬼き雷らい河がとの因いん縁ねんだけなら、実はそう長い話じゃないのだけれど」

「決まっているでしょう。最初から全部です」

　間かん髪ぱつ入れずに返した桐とう子こに、朱あか音ねは苦く笑しようして見せる。

「最初というと？　あの男を知った原因からかな？」

「いいえ、そうじゃありません。先せん輩ぱいが彼かれを警けい戒かいする以上に敵意を持つようになった原因も当然ですが、話すのは先せん輩ぱいの素す性じようからです」

「素す性じよう、と言われてもね。見ての通り、しがない一高校生だけれど？」

「面おも白しろくもない冗じよう談だんは結構です。あの男……九く鬼き雷らい河がが知っていた『シレン』という人物は、少なくともただの学生ではないでしょう？」

　流石さすがは天才少女、なかなかいいキーワードを出してくる。その説明もするとなると……確かに、最初からだろう。

　つまり──『漣さざなみ朱あか音ね』になる前の、『シレン』と呼ばれていた頃ころの話もだ。

「……全部話すとなると、出生の前からになるけれど？」

「構いません。門限前には戻もどれるでしょうし、夕飯はコンビニで買って済ませますから」

　頑がんとして譲ゆずらない雰ふん囲い気きの桐とう子こに、朱あか音ねは笑えみを零こぼして降こう参さんするように両手を上げ、

「仕方ないな……とりあえず、足を崩くずそうか」

「……どういう意味です？」

「長くなる、って言ったはずだよ？　正座なんてしていたら、終わる頃ころには足が痺しびれて帰れなくなってしまうだろうからね」

　からかい口調でのアドバイスに、桐とう子こはむっとした表情になり……それでも数十分後を想像したのか、足を崩くずして座すわり直した。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　──壬み条じよう、という比較的珍めずらしい名字は、政財界では特とく殊しゆな意味合いを持つ姓せいだ。

　九く鬼きグループが存在感を増している現在だが、ほんの少し前までそこに届きかねない一大勢力があった。表向きにはバラバラの企き業ぎようが裏では密に連れん携けいし、既き存そん大手が幅はばを利きかせる各業界で序列変動があるのではと脅おびやかす程ほどだったという。

　その頭目が壬み条じよう兼かね久ひさという名の、一種の怪かい物ぶつだ。

　兼かね久ひさは飲食店から始め、仲買業、部品工場、運送業と、次々と幅はば広ひろく会社を興おこし、その全てを成功に導いてきた。見事なのは経営手しゆ腕わんだけでなく人心掌しよう握あくの術にも長たけており、得意先や競合相手、政治家への接待で、形には残らない凄すさまじい利益を上げていた。

　三十代半ばにして子会社も含ふくめれば数千人に及およぶ社員を抱かかえる大だい企き業ぎようの会長職に君臨し、政界への太いパイプを持ち、海外進出も成功させている。ある投資家は『健康面の問題でもない限り、あと二十年もすれば壬み条じよう兼かね久ひさが時代の舵かじ取とりを担になう存在となる』と予見したくらいだ。

　そんな彼には妻子だけでなく数人の愛人もいて、中でも最も美しく寵ちよう愛あいを受けていた人物には子供まで産まれていた。

「──まあ、それがわたしなのだけれどね。祝福されて生まれた訳じゃないから、多くの人が困る羽目になったそうだよ」

　当時のことは語っている朱あか音ねも聞き知っているだけだ。しかし複数人の話を統合してみると、厄やつ介かいな案件だったのは想像するに容易たやすい。

　まだ詳くわしい事情を知らない桐とう子こはやや不快そうに眉み間けんに皺しわを寄せ、首を傾かしげる。

「愛人に子供が出来たから、ですか？　避ひ妊にんでも堕だ胎たいでも対処は出来たのに、しなかったんでしょう？」

「それがね、わたしの母は妊にん娠しんしたことを誰だれにも告げず、勝手に産んだんだよ」

「……そんな……でも、誰だれかが気付くのでは？」

「母にはマンションの一室があてがわれていたのだけれど、幸か不幸か臨月間近には仕事が忙いそがしく、父は会いに行く余よ裕ゆうなんてなかった。そして母には父以外に会いに来る知人なんていなかったんだよ」

　やれやれと朱あか音ねは肩かたを竦すくめ、

「母はそれなりに裕ゆう福ふくな家に生まれ育った箱はこ入いり娘むすめだったのだけれど、とあるパーティーの席で父に見み初そめられたのが運の尽つきだ。母を自分のものにする為ために父がかなり強ごう引いんなことをした結果、見事に天てん涯がい孤こ独どくの身となって、優やさしく手を差さし伸のべた父にころっと騙だまされて盲もう目もく的てきな愛情を抱いだくようになったそうだよ」

「………………」

　完全に言葉を失っている桐とう子この反応は、まあ当然のものだろう。普ふ通つうならこうなるだろうし、芽め依い里りなら気分を害して壁かべに穴くらい開けてしまったかもしれない。

　尤もつとも、この程度で絶句されてしまうと、この後の話でどんなリアクションをする羽目になるのか心配だが。

「ともあれ、子供が生まれてしまった以上、育てるしかない。けれど自分の面めん倒どうもまともに見られない母に子育てなんて出来るはずがないし、誰だれかに任せようにも壬み条じよう兼かね久ひさの隠かくし子ごだなんて大スキャンダルの種だ、ベビーシッターを雇やとおうにも簡単には済ませられない」

「……失礼ですが、先せん輩ぱいのお母さんはどうやって生活していたんですか？」

「服は全部クリーニング、家の掃そう除じとゴミ捨てはハウスクリーニング任せ。ご飯は出前か外食の二に択たくだったとか。流石さすがは愛人、優ゆう雅がな生活だね」

　空気を軽くしようと朱あか音ねは茶化した口調で言ってみたが、桐とう子こは完全に口を閉ざしてしまって信じ難がたいと視線で訴うつたえてくるだけだ。

「さて、母と生まれたばかりのわたしをどうしたのかだけれど……実は壬み条じよう兼かね久ひさはとある施し設せつを持っていてね。そこに預けられることになった」

「児童養護施し設せつのようなものですか？」

「いいや。通つう称しよう『竜りゆう宮ぐう城じよう』と呼ばれる、いわば接待施し設せつだよ」

　首都近きん郊こうのとあるビルがそれで、兼かね久ひさが秘密の社交場として作り出した環かん境きようだ。

　見た目には十五階建てとそれなりに背の高い縦長の普ふ通つうのビルだが、中身は一流ホテルにも劣おとらない内装と、大だい企き業ぎようの研究室並のセキュリティーを施ほどこしたものになっていた。

　入り口は駐ちゆう車しや場じようのあるマンション地下にあり、そこから内部に入るまでには三重のセキュリティーを通過し、ロビーで身元の照合をしてからでないと入場は許可されない。一いち見げんでは誰だれかの紹しよう介かい状があっても入ることは出来ず、常連客でも月に一度更こう新しんされるカードを持たなくては丁てい重ちように帰されてしまう。

　そんな厳重な警備を抜ぬけた先には薄うす暗ぐらく広い飲食スペースがあり、他の客からは姿が見られない半個室に案内される。他の客には見られないよう細心の注意が施ほどこされ、淡あわく灯ともるキャンドルの置かれたテーブルで待っているのは、選えりすぐりの美男美女だ。

　基本的には入場の際に指名した相手と二人きりで、望むままに料理と酒を平らげ、会話に興じた後は……まあ、中学生に聞かせるような内容じゃない。

　ちなみに最初に通されるフロアは初見、もしくは特に指名がなく複数の品定めがしたい時に使用されるが、常連になってくるとそこを飛ばして個別フロアに案内されるパターンが多い。一組につき一階分のフロアが宛あてがわれる為ため、最大でも一日に十人までしか客は取れない。

「初めての客は無料なのだけれど、二回目の利用からは高額の入場料、それとは別に指名料が掛かかってね。さて、桐とう子こちゃん、入場はいくらくらい必要だと思う？　ちなみに中で飲食の類たぐいには一いつ切さい追加料金が掛かからないよ」

「……指名料、というのが別べつ途と掛かかるんですよね。だとしたら、十……いえ、二十万円くらいでしょうか」

　少し考えてからの回答は、真っ当な金銭感覚の持ち主らしい数字だった。真っ先に浮うかんだものより高く設定した辺り、『埒らち外がい』というものが分かっている。こんな常識から外れた施し設せつを作る人間の設定した金額が真っ当なはずがない。

　発想は正しい。ただ──

「正解は、百万だよ。現金決済のみでね」

「…………は、い？　あの、指名料もいるのでは……？」

「勿もち論ろんだよ。そっちは一律とはいかなくて、下は三十万から上は五百万まであるね。その日の気分で変わる特とく殊しゆな人もいるし」

　それを聞いて、桐とう子こは完全に開いた口が塞ふさがらなくなってしまった。

　世間一般とは桁けたの違ちがう金銭を稼かせぐ、或あるいは余らせている人間を相手にした商売というのは、それよりも少しだけ頭の悪い金額になる、というだけの話だ。

「それでも『竜りゆう宮ぐう城じよう』での一夜を経験した人間は、一いつ切さいの文句を言わない。それだけの価値を提供された、と本人は思うわけだね」

「……控ひかえめに言って、頭がおかしいです」

「同感だよ。ともあれ──通う客がいるなら相手を務める人間がいる。それを兼かね久ひさは『人形』と呼んでいて、例外なく『竜りゆう宮ぐう城じよう』に住んでいた」

　住み込みで働いていた……といえば聞こえは良いが、実際は軟なん禁きんに近い。何しろ自分の意思で建物の外に出ることは出来ず、電話やネット環かん境きようも与あたえられていなかった。

「『人形』は誰だれもが美び貌ぼうと才能に満ちている訳ありの人物でね。海外の元貴族、ほんの数年前までトップアイドルだった娘むすめ、ダンサーとして将来を期待され海外留学したはずの少年……そんな中に紛まぎれて、母とわたしは暮らすことになったんだよ。何しろ秘密の守れる治外法権だったからね」

「じゃあ……幼よう稚ち園えんはどうしたんですか？　学校は？　それに医者にかかるのだって……」

「通わせるはずがない。そもそも母がこっそり生んだせいで、母子手帳もなければ戸こ籍せきの登録もしていなかったんだから、まあ問題にはならないしね。医者は常勤の人がいたし」

　信じられない、と言わんばかりに無言で首を横に振ふる桐とう子この心境は分かるが、事実なのでどうにもならない。

　あの場所は、兼かね久ひさが作った一つの国だったのだと朱あか音ねは思っている。多くの部下を持ち、敵にも味方にも畏い怖ふされていたあの男は、支配欲が尋じん常じようじゃなく強かった。

　客として連れて来られるのは企き業ぎようの重役、政治家、芸能人、文化人と幅はば広ひろくいた。どれも影えい響きよう力のある、一声で数十、数百という人数を動かせる人物だ。

　それが、『竜りゆう宮ぐう城じよう』に通う為ために兼かね久ひさに媚こびを売る。自分の城で大金を落とし、体面をかなぐり捨てて欲望を曝さらけ出だす。客はスキャンダルの種を自ら生んで、更さらには『人形』との会話の中で仕事や対人関係に関する様々なヒントを零こぼしていく。

　決して表おもて沙ざ汰たには出来ない秘密の場で、あの城が有益な限り、兼かね久ひさは王でいられた。

　そしてその国の住む『人形』は……住人というより、奴隷に近い存在だ。

「客は大金を出して買うのだから、基本的に『人形』にはありのままの欲望をぶつける。やりすぎて違約金を払はらう羽目になる客もいるけれど、中には金を払はらえば済むだけの話と、わざと無茶をする客もいる。懐なつかれたくて多少大事にされても、やはり『人形』だからね。人間扱あつかいはされない」

「……そんな非人道的なこと…………許されるはずがありません……！」

「桐とう子こちゃんの怒いかりはご尤もつともだよ。でも、残念ながらそれを指し摘てきする人間は誰だれ一人ひとりとしていなかっただけの話だ」

　提供する側も、客側も、そんなどうでもいいことは気にしていない。目を血走らせて人権保護や道徳を訴うつたえる人間の耳に入らなければ、大衆が知らなければ、問題にはならない。

「客を選ぶ父の目は確かだった、ということかな。人心を操あやつる術にも長たけていたし、間違いなく組織のトップに立つ能力は高く持ち合わせていた。だからこそ母も、父にとって一番になりたくて躍やつ起きになって子供まで作ったんだし」

「…………それで、先せん輩ぱいのお母さんは満足いく結果を得られたんですか？」

　結論を急せくように桐とう子こが訊たずねてきたのは、話の内容に嫌いや気けが差してきたからだろう。

　だが──残念ながら、これからもっと気を悪くすることになるはずだ。

「本人にとっては最悪の結果だったんじゃないかな。何しろ、父の執しゆう着ちやくは母にではなく、わたしに向いてしまったから」

「それのどこが最悪なんですか？　息子に意識が向けば、母親としても満足なんじゃ……」

「あの人はわたしを生みはしたけれど、本質的に母親ではなかったんだよ。子供は道具であって、あくまでも一人の女として愛されることだけが望みだったんだからね」

　朱あか音ねの記き憶おくにある母は、一度として自分に笑え顔がおを向けることはなかった。父が訪ねて来た時、写真を見ている時の、横の角度からしか笑え顔がおを見ていない。

　関心は殆ほとんど無く、育ててくれたのは『人形』達という印象が強い。ご飯を持ってきてくれたのも、本を読んでくれたのも、字や算数を教えてくれたのも、服や玩具おもちやを与あたえてくれたのも、全て『人形』達だ。

　ある程度の歳としになってからは、そこに家庭教師として連れられてきた人達も加わるが……やはり、育ての親は数十人に及およぶ『人形』達と言い切れる。

　そして物心がついた頃ころから無関心だった母の視線は、ある日を境に憎ぞう悪おに変わった。朱あか音ねが七歳さいの時、赤子の時以来に会った兼かね久ひさが一目見て自分を気に入り、縋すがり付ついてきた母を突つき飛とばした瞬しゆん間かんからだ。

　最初からあった溝みぞは決定的なものとなり……そして、最後まで埋うまることはなかった。

「母がわたしに当たるようになって、そのエスカレートが酷ひどくなってしまったから引ひき離はなされることになったのだけれどね。相変わらず『竜りゆう宮ぐう城じよう』の中で育てられて、同じ建物で暮らしていても年に一度も会う機会はないまま、わたしが十三歳さいの時に亡なくなったよ」

「……病気、ですか？」

「似たようなものかな。アルコール中毒に、合法ドラッグ、栄養失調……遺体を見たけれど、まあ酷ひどい有様だったよ。あんなにも綺き麗れいな人が、ああなってしまうなんて」

　訃ふ報ほうよりも、あの姿を見たことの方が朱あか音ねにとってはショックだった。いつ兼かね久ひさが会いに来てもいいようにと美容にはとても気を遣つかっていて、三十代半ばに差さし掛かかろうかという実年ねん齢れいなのに、見た目には二十歳さい過ぎにしか見えなかった。

　それだけ、あの日のことが母には大きかったのだと、朱あか音ねはその時に初めて知った。そして兼かね久ひさがあれ以来、母の元に全く顔を出していないことも。以前は月に一度は逢おう瀬せを交かわしていたらしいのに、だ。

　思い返せば、朱あか音ねの兼かね久ひさに対する感情はあの日に芽生えたのだろう。それまでは父親という意識など殆ほとんど持てなかったし、どう扱あつかわれても特に何とも思っていなかったのだから。

　懐なつかしさを感じながら朱あか音ねは氷が溶とけてやや薄うすまったアイスティーを飲み、一息入れる。

　話していた内容のせいか、リビングはどことなく重い雰ふん囲い気きなり、やや居い心ごこ地ちの悪そうな表情の桐とう子こが訊たずねてきた。

「…………それで、先せん輩ぱいはその『竜りゆう宮ぐう城じよう』から出ることに？」

「いいや。その頃ころにはわたしも『人形』として働かされていたからね」

「なっ……?!　で、でも、先せん輩ぱいはその時まだ──」

「働かされ始めたのは十一歳さいになったかならないか、くらいの頃ころからだね。流石さすがに子供だったから最初のうちは簡単な接待だけだったよ」

　まあ、それも最初のうちだけだったが。敢あえて言うようなことでも無いので、朱あか音ねは啞あ然ぜんとしている桐とう子こに微ほほ笑えみかけ、

「父がわたしに期待したのは、他の『人形』以上の働きでね。複数の客を完全に虜とりこにして、自発的に父の為ために動くよう仕向けろと命じられていたよ。全く、過か剰じような期待をされても良い迷めい惑わくだね」

「…………じゃあ……その…………女の人の、相手を……？」

「あの男が言っていた通り、老ろう若にやく男なん女によ問わずだよ。偉くなる程ほど、普ふ通つうの人とは感性がかけ離はなれていくみたいでね。中でも血を見ないと興奮しないマダムと、骨を砕くだく感かん触しよくとチアノーゼが大好きな老人は、ちょっと普ふ通つうのお店では受け入れられない客だったかな」

「…………あの……中学生の想像力では、限界があるんですが……」

　あからさまにドン引きした桐とう子この反応は真っ当で、だからこそ朱あか音ねはため息を漏もらしてしまう。彼女が男性不信にならないよう、変態は男女どちらにもいると暗に伝えようとしたのだけれど、完全に失敗だった。キワモノの客ならもっと酷ひどいのがいくらでもいて、比較的性の匂においが薄うすい変態を選んだつもりだったが、基準を間違えたかもしれない。

　ふう、と小さく息を吐はいた朱あか音ねは、

「例えば──そうだね、実際に見た方が早いか」

「はい？　先せん輩ぱい、何……を……っ!?」

　まだショックが抜ぬけきらず反応が鈍にぶかったが、朱あか音ねのしていることを見た桐とう子こは喉のどで詰つまらせながらも声を上げる。

「何って、見ての通りだよ。ちょっと脱ぬいでいるだけだから」

「ちょっと、じゃないです！　何を考えているんですかっ!?」

「まあまあ、落ち着いて。ほら、ここまでしか脱ぬがないから」

　言って、上に着ていたシャツのボタンを開けた朱あか音ねは、座すわったままシャツを広げるようにして裸はだかの胴どう体たいを見せる。

「ほら、ご覧の通り。男にしては随ずい分ぶんと細いと思わないかな？」

「……はい、そうですね。羨うらやましい限りです」

　やや顔を赤くしつつもむっとした表情の桐とう子こは、何度か曝さらけ出だした朱あか音ねの体に目をやるも、なかなか直視は出来ない様子だった。

　セクハラするつもりはなかったが、実際に見て貰もらうのが一番早いので仕方が無い。それに、これは彼女が羨うらやむようなものじゃない。

　男にしては珍めずらしくくびれのあるウエストは、世のモデルが努力を重ね苦労して作り上げたものとは違うからだ。

「跡あとが無いから分からないかも知れないけれど──下の肋ろつ骨こつを二本ずつ、手術で取っているんだよ。華きや奢しやな体になるように、ね」

「え……?!　全然そんな風には……」

「医い療りよう技術の進歩には驚おどろかされるばかりだね。何度となく手術を受けているのだけれど、傷きず跡あとはまるでない。それどころか、客につけられた傷だって、決して軽いものではなかったけれど一つも残ってない。内臓破は裂れつしたことだってあるけれど、当然のように入院無しで済ませられたっていうのにね」

「……すみませんが、笑えません」

「そうだね、普ふ通つうなら笑えない。客が希望する体型に近付ける為ために骨を除去したり、怪け我がをさせられても金払はらいが良ければ問題にならなかったり、そんな状じよう況きようが受け入れられているあの環かん境きようは、間違いなく混こん沌とんとした掃はき溜だめだったと思う」

　朱あか音ねは別に人間の欲望を否定している訳じゃ無い。自分を可哀かわい相そうだとも思っていない。

　だが、需じゆ要ようと供給の中にモラルが含ふくまれていないと、品性まで落ちてしまう。人としての尊厳を無視するようになる。

　だからこそ買われた人ひと達たちは『人形』という扱あつかいで、あの場所は『竜りゆう宮ぐう城じよう』と呼ばれるに相応ふさわしかった。客からすればリスクの代わりに日常では得られないリターンのある場だが……中に暮らす者は海の底に閉とじ込こめられたように、逃げることの出来ない空間だ。

　結果として、朱あか音ねの母だけでなく、あそこで暮らす『人形』が壊れて廃棄されることは年に何度かあった。小さい頃ころから世話になった人達と不幸な形で何度となく別れを経験したこと、そして母の死という二つが、朱あか音ねにとっては大きかった。

　それらがなければ、あんな行動は取らなかったと断言出来る。

「さて、そんな『竜りゆう宮ぐう城じよう』だけれど……わたしがここにいることで分かるように、今は無い。存在すらなかったことにされている」

「原因は……先せん輩ぱいですか？」

「一言で済ますと、そうだね。わたしが『竜りゆう宮ぐう城じよう』のスタッフとやってくる客を抱だき込こんで、父の権力を全て奪うばい去さったから」

　用心深く他人に気を許さない兼かね久ひさに悟さとられないよう動いたので、二年近い時間が掛かかった。たった二年で、とは口が裂さけても言えない。

「父の会社の幹部、大手取引先の会長、顧こ問もん弁べん護ご士しの愛人に、専属の運転手……籠ろう絡らくしなければならない人間は多くてね。わたしの意思ではなく、本人に自発的に動いて貰もらう必要もあったから、大変だったよ。特に最さい期ごの一手は協力者がいないと無理だったしね」

「……それが、先せん輩ぱいのお義に兄いさん？」

「そうだよ。佳よし彦ひこはあんな所に来るようなタイプじゃなかったから、それとなく父を扇せん動どうしてね。最重要人物を自分で連れてきてしまう辺り、あの人も少し衰おとろえていたのかな」

　ちなみにだが、流石さすがに兼かね久ひさも息子むすこ同士をあんな場所で対面させる気はなく、無難な『人形』を宛あてがうよう指示していた。しかし案内役の黒服はその指示を無視して、朱あか音ねの元へと連れて来た。

　そして義理の兄弟の初顔合わせは、まだ大学を卒業したばかりの佳よし彦ひこには少し刺し激げき的過ぎるものになった。

「あの時まで、佳よし彦ひこは腹はら違ちがいの弟がいるなんて知らなかった。いても不思議は無いとは思っていただろうけれど、だとしてもまさかあんな境きよう遇ぐうにいるだなんて、想像だにしていなかった。大いにショックを受けた彼かれの良心に、わたしは容よう赦しやなく付け込んだんだよ」

「父親を追い落とすのに協力させた……？」

「いいや、もっと酷ひどい。兼かね久ひさの権力の大半を、まだ若い佳よし彦ひこに継つぐ決断をさせたんだ」

　全部の、とはいかなかった。協力、或あるいは共犯している人ひと達たちに甘あまい汁つゆを吸わせる必要があったので、残ったのは七割程度だろう。

　それでもまだ二十代の、与あたえられた仕事をこなすのにも体が慣れきっていない、それでいて野心のない善良な人間には重すぎる。押おし潰つぶされてしまっても何ら不思議は無い。

　……そうと分かっていて、朱あか音ねは佳よし彦ひこを巻まき込こんだ。事前の調査と本人との会話で彼ならば断れないと判断し、望んでもいない権力と父親への裏切りという、二つの荷を背負わせた。

　義兄の良心と優ゆう秀しゆうさを、贖しよく罪ざいという名の毒で汚よごしてしまった──佳よし彦ひこが感じている不要な負い目とは違い、これは完全に朱あか音ねの罪だ。

「佳よし彦ひこを後こう継けい者にすることで事は一気にスムーズに進められるようになって、そこからは半年も掛かからなかったかな。株主総会を前にした重役会議で、クーデターは明かされる運びになっていた……既すでに全ての準備は整っていて、実権だけでなく書類上でも父から義兄に役職及およびその他の名義は変へん更こうされた後で、後はサプライズパーティーの日を待つだけだった」

「随ずい分ぶんと嫌いやなサプライズもあったものですね。ですが……その口くち振ぶりだと、失敗してしまったんですか？」

「そう、だね。わたしの目もく論ろ見みとは全く違う展開になってしまった、というのが正しいかな。あの男──九く鬼き雷らい河がが原因で」

　ここまでの話の中で全く絡からんで来なかった男の名前に、沈しずんでいたリビングの空気にピリッとした緊きん張ちよう感が混ざる。

　無意識になのか座すわり直した桐とう子こは、肩かたに若じやつ干かんの力が入った様子で、

「普ふ通つうに考えて、今まで聞いた話の流れであの人が入り込んで来る経けい緯いが良く分からないのですが……何があったんですか？」

「いいや、何も。あの日までわたしは彼の存在を知らなかったし、彼もわたしのことは知らなかっただろうね」

「ですが、あの男は先せん輩ぱいとお父さんのことを見知っている口くち振ぶりでしたが……」

　桐とう子この疑問は尤もつともだ。事前に面識がなければストーリーとして少し変に思える。

　だが、九く鬼き雷らい河がは他人の描えがく台本をぶち壊こわしにして、予報の出来ないハリケーンのように現れた。

「重役会議の前日だったあの日の夕方、父は『竜りゆう宮ぐう城じよう』に来ていた。そして最上階にあるわたしの部屋で、何も知らずに今後連れてくる予定の人物が如い何かに重要かを話していた。そこに、映像通信がきているという連れん絡らくがあったんだ」

　基本的に『人形』達のいるフロアには電話回線やネット環かん境きようはない。しかし当然、スタッフルームには存在する。

　最初は連れん絡らくしてきたスタッフに無視しろと言った兼かね久ひさだったが、相手が九く鬼き姓せいを名乗っていると知って、顔をしかめながらも前言撤てつ回かいした。九く鬼きといっても傍ぼう系けいを含ふくめれば何の力もない人間も多くいるが、そう簡単に『竜りゆう宮ぐう城じよう』の存在を知ることはないし、ましてや連れん絡らくしてこれる時点でただ者ではない証明になっている。

　無む碍げにするよりは取り込んで勢力拡大の機会にしようと、兼かね久ひさは通信用の端たん末まつを持ってこさせた。

　そうして運ばれてきた端たん末まつのディスプレイに、あの派手な男の姿があった。

「さて、九く鬼き雷らい河がと名乗ったその男の目的なのだけれど……桐とう子こちゃん、何だったと思う？」

「……普ふ通つうに考えて、何らかの交こう渉しようの為ためですよね。それもわざわざ会社ではなくて、秘密の場所に赴おもむいているところに連れん絡らくしてきた訳ですから、緊きん急きゆう性の高い……」

　ほぼノーヒントに近い状じよう況きようで、それでも桐とう子こは律りち儀ぎに推測してくれる。

　そして思考の方向性はとても正しい……が、だからこそ正解にはまず辿たどり着つかない。

「……まさかとは思いますが、水面下で乗っ取りが進んでいることの忠告を？」

「半分は合ってるけど、残念ながら大外れだよ。彼の目的は、ディスプレイ越ごしにとはいえ、会ってすぐに達成されていたんだ」

「…………どういう、意味ですか？」

「彼はね──父の顔を見て、嘲あざ笑わらう為ためだけに連れん絡らくしてきたんだよ」

「…………なん…………ぇ……？」

　全く理解が及およばない正解に、桐とう子こがフリーズ気味に言葉を失う。

　思考が及およばない領域の発想を受けて、目の焦しよう点てんが俄にわかに定まらなくなる様を眺ながめながら、朱あか音ねは脚きやく色しよく抜ぬきであの日の事実を口にする。

「笑いながら雷らい河がは父を馬ば鹿かにして、気分を害した父にクーデターのことを告げた。既すでに裸はだかに剝むかれているのに王様気分でいると、嘲あざ笑わらった。そうして楽しげに虚こ仮けにして……あっさりと、通信は切られた」

「……まさか…………本当に、ただ馬ば鹿かにする為ためだけに……？」

「そうだよ。『明日になったら馬ば鹿かにする最高のタイミングを逸いつしてしまうから』という理由だけでわざわざ『竜りゆう宮ぐう城じよう』に連れん絡らくを入れて、顔を見たいから音声だけでなくカメラを使用し映像を繫つないだ。そしてやるだけやって、満足したんだろうね──その後で何が起こるかなんて、全く気にしないで」

　もし予測していたとしても、それは笑いの種が増えるだけの結果だっただろう。雷らい河がの行動に一いつ切さいの配はい慮りよはなく、引き起こされる事態を制せい御ぎよするつもりなんて、微み塵じんもなかった。

「九く鬼き雷らい河がからの通信が途と絶だえた後、すぐに父は事実確かく認にんをしようとした。そして最悪なことに、全て雷らい河がの言う通りだということが発覚し……ざっくり言うと、発はつ狂きようした」

「発はつ狂きよう、って……」

「そうとしか言い様がなくてね。喚わめき散らして物やわたしに当たるだけならともかく、わざわざ『竜りゆう宮ぐう城じよう』のシステムをダウンさせてから火を放つような真ま似ねをするなんて、正気でやられた方が怖こわいよ」

「…………っ……」

　絶句する桐とう子こには、恐おそらくあの光景は想像出来ないだろう。

　口くちの端はから泡あわを吹ふきながら絶ぜつ叫きようし、アンティークのイスの足を摑つかんで振ふり回まわして壊こわし、騒さわぎに気付いて入って来ようとしたスタッフに刃は物ものを投げつける……そんな状じよう況きよう、説明したくもないし、もう終わったことだ。

　だから朱あか音ねは仕方ないと微笑ほほえみを浮うかべ、結末を話す。

「……火を付けた後、興奮しすぎた父は胸を押おさえて蹲うずくまり、しばらく藻も搔がいてから動かなくなった。高血圧で不整脈だったから、心不全を起こしたのだろうね」

「…………先せん輩ぱいは……それを、ただ見ていたんですか……？」

「残念ながら、そうするしかなくて。何しろ手て錠じようで部屋の端はじに繫つながれて、身動きが取れない状じよう況きようだったから」

「なっ……何ですか、それはっ!?」

「正気を無くす前に父が、わたしが逃にげないようにとね。鍵かぎは捨てられてしまって、流石さすがに参ったよ。火の手が上がったら手て錠じようは熱くなるし」

　言いながら、朱あか音ねは左手を持ち上げる。そしていつも付けている手て袋ぶくろをずらし、少しだけ素す肌はだを覗のぞかせた。

　火傷やけどの跡あとが酷ひどく残る肌はだを、桐とう子こは息を吞のんで凝ぎよう視しする。跡あとがあるのは教えていたが、ここまで酷ひどいとは思っていなかったのだろう。

　しかし、ここにはまだ教えていなかった事実がある。

「どうしようもない状じよう況きように、異変を聞いて駆かけつけた佳よし彦ひこが来てくれてね。どうにか命の危機は脱だつすることが出来た──その代だい償しようとして、左手を失う羽目になったけれど」

「………………え……？」

「手て錠じようも、繫つながれた先も壊こわせなかったからね。だったら、元の方をどうにかするしかない。不幸中の幸いで繫つながれていたのは片手だけだったし、刃は物ものはいくつか転がっていたしね。佳よし彦ひこには酷ひどいことをさせてしまったけれど」

　表情は固く面おも白しろ味みのない男だが、優やさしく責任感のある義兄だ。頼たのんで一度は断られたが、朱あか音ねが自分で切ろうとしたことと、熱くなった手て錠じようでぷつぷつと火傷やけどが出来ていた肌はだを見て、二度は頼たのまなくてもやってくれた。

「だから、実はこの手は義手なんだよ。神経を繫つなげていて電気信号で指先まで動くから、そこまで不自由はしていない。ただ、軽い物しか持てないしあまり細かい作業は出来ないから、仮想空間から戻もどるとつい忘れて壊こわしてしまいそうになるけどね」

　見た目の上では義手だなんて分からないし、感覚はなくとも脳はちゃんと手首から先もあるものと誤ご認にんしてくれている。

　だから『ＰｏＳ』の世界では実体と変わらないものとして再現されていた。少しだけ懐なつかしい感覚だったものの、左手で受けたダメージがしっかり痛むのは、そこまで再現してくれなくてもと思いはしたが。

　生活の中でさして不自由はない。ただし見る人が見れば左手に何らかの異常を抱かかえているのは分かってしまうし、手て袋ぶくろがなければそれなりに違和感もある。

　なのでわざと接合部分付近に火傷やけど跡あとをつけていた。まあ、手首には元より酷ひどい火傷やけどが出来ていたので、そちらはそのまま残しているだけだが。

「……元々の計画では、父に会議の場で明かした後は、少しばかり無理矢理にでも静養して貰もらう予定だったんだ。落としどころについては佳よし彦ひことも慎しん重ちように話し合って、引退のさせ方次し第だいでは覇は気きを無くさせられるだろう、ってね」

「……それが、あの男の遊びで台無しになったわけですか」

「彼が全部悪い、とは思っていないよ。父から大事なものを掠かすめとったのは他ならないわたしで、あんな計画を起こさなければ良かったと言われればその通りだしね」

　兼かね久ひさが起こした火災で怪け我がをしたのは朱あか音ねだけじゃない。『人形』の中には足が不自由で逃にげられず亡なくなった人もいたし、病院に運はこび込こまれた人数は数十人に及およぶ。

　引き金を悪戯いたずらに引いたのは雷らい河がだが、全てを整えて撃げき鉄てつを起こしておいたのは朱あか音ねだ。責任の所在がどこにあるかと問われれば、間ま違ちがいなく自分にある。

　そのことは理解しているだろうに、桐とう子こは納なつ得とくのいかない表情でしきりに首を横に振ふり、

「ですが、結果として先せん輩ぱいの手と、お父さんは……」

「そうだね。だから彼については色々と調べた。この新しん湘しよう南なんタウンに籍せきを置いていると知った時は、悪い冗じよう談だんだと思ったよ。わたしも左手の件があるし、簡単にはこの街を離はなれられなかったから」

　朱あか音ねが世話になっているのは桐とう子こが入院したあの病院で、二ふた月つきに一度は本格的な検査で入院もしている。だからこそあの病院の構造は熟知していたし、馴な染じみの医師や看護師も多く、融ゆう通づうが利きいた。

　ちなみに、佳よし彦ひこには九く鬼き雷らい河がのことを伝えていない。ミスがあって兼かね久ひさにクーデターの件を知られてしまいああなったとは言っているが、教えていたら左手のことがあったとしても新しん湘しよう南なんタウンから出されていただろう。

　何な故ぜなら佳よし彦ひこがここに朱あか音ねを住まわせることに決めたのは、九く鬼きグループが幅はばを利きかせるこの島なら、朱あか音ねを探す権力者達たちの目を眩くらませられるからだ。そこにとんでもない核かく爆ばく弾だんがいると知れば、海外にでも飛ばされていたに違ちがいない。

「さて……わたしと九く鬼き雷らい河がの因いん縁ねんについては以上だよ。長話になって悪かったね」

「それは構いませんが……その、《シレン》という名をＩＤに使っていたのは、迂う闊かつだったのではありませんか？」

　気き遣づかったセリフの中にも容よう赦しやない指し摘てきがあって、朱あか音ねはつい苦く笑しようを漏もらす。

「確かに、そうだね。でも、『シレン』というのはわたしにとって特別な名前だから、他に思い付かなかったんだ」

「……『人形』だった時の名前なのでは？　それに、今の姓せいにも使用していますが……」

「ああ、以前に指し摘てきされたね。本名を崩くずしただけの安直な名前だって」

「う……」

　こちらの言葉に気まずそうに肩かたを窄すぼめる桐とう子こだが、朱あか音ねは全く気にしていない。

　ただ、あの時は言わなかったが、順序が逆だ。

「漣さざなみの姓せいから崩くずして《シレン》にしたんじゃなくて、元々『シレン』と呼ばれていたのを組み合わせて漣さざなみの姓せいにしたんだよ。偽ぎ名めい……というより、わたしには戸こ籍せきがなかったからね。でっち上げるに当たって、佳よし彦ひこには我わが儘ままを言わせて貰もらったんだ」

「どうして、そこまでして危険な橋を……？」

　不思議そうに訊たずねる桐とう子こには、もしかしたら理解されないかもしれない。

　だが朱あか音ねにとっては無理を通すに値あたいするだけの理由があった。

「……母がわたしにくれたのは、この体と、『シレン』という名前だけだったからね。他は何もないんだ」「あ……！」

「尤もつとも、そのままの漢字だと『人形』の名前としてもかなりまずいから、カタカナ表記で登録されていたけどね」

　しまった、という顔をする可愛かわいいパートナーに、気にするなと言う代わりに肩かたを竦すくめて笑えみを見せる。

　そう、全部今いま更さらだ。どんな過去を話したところで胸が痛むことはない。

　もう終わったことで、どれ程ほど悔くやんでも、どれだけ同情されても、戻もどりたいいくつもの分ぶん岐き点には帰れない。

　だから朱あか音ねは無理をしているわけではない笑えみで、本当の名前を告げた。

「母がわたしに付けた名前は、『死し恋れん』──死しに物もの狂ぐるいの恋こい、という意味だよ」

「……そ…………れ、は……」

「うん、本当に母には父に愛されることが全てだったんだ──わたしが、何もかも終わらせてしまったけれど」




　最後の呟つぶやきから、どれだけの時間が経たったのだろう。時計を見ていない朱あか音ねには分からないが、少なくとも五分は経たってそうだった。

「……さて、昔話はこれくらいにして、建設的にこれからの話をしようか」

　ただでさえ話が長くなった上に、無む闇やみに暗い内容だった。知りたがっていたとはいえ、聞いていた桐とう子こも気分は良くないだろう。

　いつの間にやら膝ひざを抱かかえて座すわり込こんでいた桐とう子こは、膝ひざに押し当てて半分隠かくれていた顔を上げ、どこか不安そうな表情で聞き返してくる。

「これから……ですか？」

　天才と謳うたわれて、並の中学生に比べれば精神的にも成熟している……が、それでも少女には変わりない。分かってはいたことだが、やはりショッキングな内容に気持ちがついていかなくなっているらしい。

　そんな彼女に朱あか音ねは敢あえて優やさしい言葉は掛かけずに、頷うなずいてみせる。

「九く鬼き雷らい河がは危険人物だ。わたしが人を使って調べた限り、九く鬼きグループが揉もみ消けさなければ事件になっていたような揉もめ事ごとを何度となく起こしている。それでも見限られていないのは、偏ひとえに彼がずば抜ぬけて優ゆう秀しゆうだからだよ」

「それはある程度は感じ取れましたが、そこまでですか？　まだ学生の身で、しかもあの性格では矯きよう正せいは無理だと判断されそうですが」

「九く鬼きの直系じゃなければ見放されていた可能性はあるけれど、ね。でも、贔屓ひいきされているからってだけじゃない。グループの幹部、或あるいはトップに立つ人間にまで上のぼり詰つめるには、型に嵌はまった秀しゆう才さいよりも尖とがった異才の方が好ましい。常識的な部分は周りがフォローすればいい、ブレイクスルーが可能な人材は貴重だからね」

「……先せん輩ぱいは、随ずい分ぶんと彼かれのことを評価しているみたいですね」

「才能は、ね。人格は破は綻たんしていて、とてもじゃないけどお近付きにはなりたくないよ」

　さらりと毒を吐はくと、朱あか音ねはソファーから立ち上がり、テーブルの上に置いていた『ＰｏＳ』の端たん末まつを手に取る。

「彼がこの島にいると知りはしたものの、向こうにわたしの顔を覚えられたなんて微み塵じんも思っていなかったし、調べてみたら月の大半を島の外で過ごしているから、鉢はち合あわせる可能性はとても低い。とはいえ、『ＰｏＳ』に九く鬼きグループが深く関わっているなら、もしかしたら首を突つっ込こんで来るかもしれないと警けい戒かいはしていたんだ」

「その割には、随ずい分ぶんと意外だったみたいですが？」

「わたしが参加を決めた時、真っ先に彼のスケジュールを調べて貰もらったんだよ。そうしたら近日中に海外へ出向く予定で、十日以上の滞たい在ざいと報告があった。ちなみに、出国の確かく認にんもしている。『ＰｏＳ』の開始前日に飛行機に乗って国外へ旅立っているんだ」

「……えっ？　でも、それだと……」

「そう、開始三日以内に『潜界ワールドダイブ』しなければならないペナルティに引っかかる。だから参加はない、と思おもい込こんでしまった」

　ルールの確かく認にんは穴が開くほど念入りにしたつもりだったが、随ずい分ぶんと単純な思い違いをしていたと、朱あか音ねは帰宅途と中ちゆうのタクシー内で気付いた。

「開始から三日以内に『潜界ワールドダイブ』しなければ多額の罰ばつ金きんが発生する……でも、それだけだ。失格になるとは書いていなかった」

「あ……！　つまり、あの男は……」

「罰ばつ金きんを払はらうのだろうね。特例で見み逃のがし、ということは恐おそらく無いと思う。あの感じだと、運営チームと仲良くやれていないだろうし」

「……あの、罰ばつ金きんは一日『潜界ワールドダイブ』が遅おくれる毎ごとに発生でしたよね？　だとしたら、凄すごい金額になるのでは……？」

　払はらえるんですか、と訊ききたげな桐とう子この疑問に対し、朱あか音ねも憶おく測そくで返す。

「優勝して、その賞金で払はらうつもりなんじゃないかな。でなければ、いくら九く鬼きの家でも彼の遊びにそんな額を出しはしないよ」

「……賞金の使い道が、罰ばつ金きんの支し払はらいですか……」

「本ほん末まつ転てん倒とう──と言いたいところだけれど、彼にとっては違ちがうんだろうね。わたしとは違ちがう形で意味を見み出いだしているんだと思う。最新技術を詰つめ込こんだ『ゲーム』で、他のプレイヤーの希望を打うち砕くだいて勝つということに」

　自分と雷らい河がの最大の違いは、正しくそこだと朱あか音ねは思う。

「わたしは勝つ為ために手段は選ばない……けど、それはルールの範はん囲い内でやれることは何でもやろう、というだけだ。一方の九く鬼き雷らい河がは、手段を選ぶ。自分に絶対の自信があって、周囲を見下しているからで──そして敵を嘲あざ笑わらう為ためだけに、時にルールを無視する」

「……どれだけ頭がおかしいんですか。性格が悪いどころの話じゃありません」

「けれど困ったことに、それが赦ゆるされる程ほどに才能に満ちている。桐とう子こちゃんや、あの怜れい泉せん澪みおとは違って、欺あざむいたり裏を搔かいたりするのはとても難しい」

「……自身が毒に塗まみれているから耐たい性せいがある、ということですか？　先せん輩ぱいみたいに」

「そうだね。ただし残念ながら、わたしは彼かれ程ほどのサディストじゃない。だからわたしの想像を超こえてくる可能性は大いにある」

　話が進むに連れて、桐とう子この表情から嫌けん悪おの色が抜ぬけなくなってきた。本当に、多感な年とし頃ごろの潔けつ癖ぺきな少女の前に出すには不適切な男だ。

　尤もつとも、朱あか音ねもあまり人のことは言えないが。劇薬に比べればまだマシ、程度のものだろう。

「……それで、どうするつもりなんですか？　正せい攻こう法ほうで二対一なら、勝てる見み込こみはあると思いますが」

「真っ向勝負に持もち込こめるなら、或あるいはそうだろうね。けど、恐おそらくまともな勝負にはならないよ。彼かれのスキルは限定的とはいえ強力で、しかもまだ底は見えていない」

　使い手がもう少しまともな相手なら、ただのピーキースキルというだけでいくらでも対処は出来た。

　しかしあれを振ふるうのは雷らい河がだ。鬼おにに金棒を持たせた方がまだマシだった。

「数的有利はあっても、個人の戦せん闘とう能力では圧あつ倒とう的てきな差がある。正直なところ、戦いになってしまうと勝つのは難しいね」

「なら……だったら、どうすると言うんですかっ？」

　声こわ音ねに微かすかに怒ど気きを滲にじませて鋭するどい目つきをする桐とう子こは、不満を露あらわに強く両手を握にぎり込こむ。雷らい河がの才能、狂きよう気きじみた性格を目まの当たりにしているのに、よく心が折れないと思う。

　やはり桐とう子この良さは、この負まけず嫌ぎらいなところだ。天才と謳うたわれる頭脳も、素そ朴ぼくながら可愛かわいらしい容姿も、コンプレックスを良しとしない性格が支えていると言っても過言じゃない。

　朱あか音ねは、実を言うとコンプレックスなど感じたことがない。特とく殊しゆな環かん境きようで生まれ育ち、明らかに他の人より多くのものを持ち合わせていながらも籠かごの中で鎖くさりに縛しばり付つけられていたせいか、受け入れることに慣れてしまっている。

　だから、羨うらやましい、とは思わない。

　ただ──ひたすらに眩まぶしく感じられる。

「……勿もち論ろん、勝ちに行くよ。負けて仕方ないなんて発想は、有り得ない」

　真まっ直すぐに自分を見つめる桐とう子この視線を受け止めて、朱あか音ねはゆっくりと頷うなずく。

　年下の少女に中あてられた、という訳じゃ無い。元より簡単に勝利を諦あきらめるような性格はしていない。

　それに……何より、相手が相手だ。

「個人的にも負けたくない敵だしね。恨うらみはないけれど、一杯ぱい食わされたままというのはわたしの主義じゃないし」

「当然です。問題は、勝つ為ための方法です」

「……うん、そうだね。考えはあるよ」

「だったら話してください。あんな埒らち外がいの男を相手に取るんですから、ブラッシュアップして精度を高めておくに越こしたことは無いはずです」

「全くの同意だよ──でも、続きは明日にしよう」

「どうしてですかっ？」

　熱意溢あふれる桐とう子この士気を挫くじく形になり、あからさまな不満の声が返ってくる。

　これではどちらが主導か分からないな、と苦く笑しよう混じりになりながら、朱あか音ねは桐とう子この前まで行き、ポンと優やさしく頭を撫なでた。

「なっ……な、何を……!?」

「気持ちは有あり難がたいけれど、キミもわたしも今日は大変だったからね。休んだ方が良い」

「で、ですがっ……」

「それに、今話しても二度手間になるから。明日改めて、ちゃんと話をする必要がある」

　そう告げると、頰ほおを赤らめながらも反はん抗こう的な目つきをしていた桐とう子こが、手を払はらい除のけようとしていた動きを止める。

　瞳ひとみに怜れい悧りな落ち着いた光が宿り、何度かの瞬まばたきの後で、

「……それは、協力を請こう、という意味ですか？」

「いつもながら賢けん明めいで助かるよ」

　桐とう子この利発さに微ほほ笑えんで、朱あか音ねは彼女の頭から手を離はなす。

「そういうことで、また明日。集合時刻は午後一時頃ころ、待ち合わせの場所は……桐とう子こちゃん、決めてくれるかな？」

　どこか試ためすような口調の朱あか音ねに対し、桐とう子こは殆ほとんど間を置かずに立ち上がり、迷うことなく返答する。

「では、明日の午後一時に──九く宝ほう堂どう学園大学の第二学生食堂『青あお柳やぎ』の前で」

　どうだ、と言わんばかりに挑ちよう戦せん的な目をする桐とう子こに対し、朱あか音ねは笑えみのまま小さく拍はく手しゆして正解を讃たたえた。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　九く宝ほう堂どう大学の敷しき地ち内には大きな食堂が三つあり、中でも一番人気のないのが第二食堂の『青あお柳やぎ』だ、と言われている。

　第一の『黄き桜ざくら』は主に文系、理系の両生徒が利用する校舎に近く、第三の『紅葉もみじ』は運動系各施し設せつから最も寄よりなので、腹を空かせた生徒がわらわらと押おし寄よせる。

　なので図書館や一部研究棟とうに最も寄よりの『青あお柳やぎ』は、自然と利用者が少なくなる。味や値段は他に劣おとらないので、混雑を嫌きらう暇ひまな生徒はこちらを利用するのが定番となっていた。

　食堂の前には時じ代だい遅おくれながらもしっかり使われている掲けい示じ板ばんがあり、朱あか音ねはその隣となりに佇たたずんで文庫本を開いていた。内容は、五分以上前から飽あきていたので頭に入ってきていない。だからこれはただのポーズだ。

　もうそろそろ読んでいない本も終しゆう盤ばんに差さし掛かかる、という頃ころ合あいに、数分遅おくれで待ち人はやってやってきた。

「すみません、少し講義が長引きました。待たせましたか？」

　小走りで駆かけてきた桐とう子こはそう言って頭を下げる。よく思っていない相手にも最低限の礼れい儀ぎは守るのが、彼女の良いところだ。

　なので朱あか音ねは本を閉じながら首を横に振ふり、

「桐とう子こちゃんが気にする程ほどは待ってないよ。ただ、思ったより人に声を掛かけられてしまったけどね」

「……そうですか。それは大変でしたね」

　温度を感じさせない労いたわりの言葉に、朱あか音ねは思わず苦く笑しようを漏もらす。

　ちなみに今日は授業をサボって来ているので、一応は大学生に見えるように、秋を意識した大人しめのコーディネートにして、軽い変装で臙えん脂じ色のベレー帽ぼうに黒くろ縁ぶちの伊だ達て眼鏡を着用していた。

「今日の格好で男にナンパされるのはちょっと解げせないのだけれどね。どちらの性別にも見えるようにしたつもりなのに」

「……どういうつもりかは分かりましたが、文庫本を読んでいる姿は傍はた目めからだと清せい楚そ系の女子大生にしか見えませんでしたよ。しかもお洒落しやれだから、話し易やすい雰ふん囲い気きも出てましたし」

「そんなつもりはなかったのにな……まだ勉強が足りないか」

　次の機会があれば、いっそパンクロッカー風の格好にしてみてもいいかもしれない。桐とう子こは隣となりを歩いてくれなくなりそうだが。

　ちなみにその桐とう子こはというと、中等部の制服を着ていた。一目で噂うわさの天才少女とバレてしまうだろうが、そもそも誤ご魔ま化かしようがないくらい年相応に幼い容姿なので、取とり繕つくろっても目立つ結果に終わりそうだ。

「さて、無事に合流出来たところで、そろそろ行こうか？」

「それは構いませんが……当てはあるんですか？」

「まあね。こうなるとは思っていなかったけれど、彼のことは調べて貰もらっていたから。とびきり優ゆう秀しゆうな壁かべ新しん聞ぶん部部長に感謝だね」

「……別に情報元をどうこう言うつもりはありませんが、淫いん行こうで停学になるだなんて間ま抜ぬけな事態は避さけてくださいね」

「大だい丈じよう夫ぶ、なみえさんとは健全な関係だから。さあ、行こうか」

　存分に冷たい視線を送ってくる桐とう子この皮肉はさらりとかわし、朱あか音ねは先導する形で歩き出す。大学の敷しき地ちには不慣れだが、目的の場所はここに来る前に確かく認にんしておいたので、間違えることはないはずだ。

　昼過ぎなので道行く生徒はそれなりにいて、高確率で朱あか音ね達たちを目で追ってくる。それらは全て無視して無言で進んでいたが、しばらくして居い心ごこ地ちが悪くなったのか桐とう子こが小声で話しかけて来た。

「……あの、先せん輩ぱい。勝算はあるんですか？」

「なくはない、かな。正直なところ、甘あまく見みても半々くらいが妥だ当とうなラインだと思う」

「それでも、やるだけの価値はあると？」

　その質問に頷うなずきで答えた朱あか音ねは、視界に広がる光景に違和感を覚えて微かすかに目を細める。

　和なごやかで楽しげなキャンパスライフ、という雰ふん囲い気きだった人々の中に、ざわついたものが混ざった。決して派手な騒さわぎではないが、明らかに色めき立つというか、地元の芸能人でも見み掛かけたような小さな驚おどろきがポツポツと湧わいている。

　そんなざわめきの中心点を耳と目で追えば、こちらへと近づいている様子だった。情報では、ターゲットはこの時間帯はひっそりどこかに消えることが多いという。

　その際に目もく撃げき証言がある地点に向かっていたのだが……

「どうやら、空から振ぶりに終わらなくて済みそうだね」

「その様ですね。どこにいても目立つ人です」

　桐とう子この言う通り、持ち前のスター性を全く隠かくせずに道行く生徒の目を引きつけながら、こちらへとやって来る男がいた。青いスカジャンが映はえていて、良く似合っている。

　その人物は遠目でもすぐに朱あか音ね達たちに気付いたようで、微び妙みように進行方向を変えて、真まっ直すぐに向かってきた。

　そして立ち止まる朱あか音ね達たちの前まで来ると、まずは桐とう子こへと片手を挙げて挨あい拶さつし、

「よ、また会ったな。昨日は結局、姿を見なかったが」

　気軽にそう言うと、今度は朱あか音ねの方を見て……露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめ、

「……あれ？　あんた、どっかで会ったような……？」

「そうだね。初めましてではないよ──《ショーキ》先せん輩ぱい」

「お……その感じ、やっぱあんた……」

　すぐに勘かんづいてくれた《ショーキ》──新しん城じよう翔しよう輝きに敬意を表して、朱あか音ねは深々と一礼をした。

「こっちでの名前は漣さざなみ朱あか音ねだよ。改めてになるけれど、どうぞよろしく」

「漣さざなみ……だから《シレン》か」

「察しが良くて嬉うれしいよ。さて、そんな賢けん明めいな先せん輩ぱいに相談があってやって来たのだけれど、一いつ緒しよに来て貰もらえるかな？　ここで立ち話というには込こみ入いった話になるし……それに、人目に付くしね」

　周囲を見み渡わたせば、歩きながらだけでなくわざわざ足を止めてこちらに注目している生徒達たちもいて、ちょっとした見世物みたいになっていた。ただ会話しているだけで、声も聞こえていないだろうにだ。特に女性からの視線が痛い。

　やや唐とう突とつな朱あか音ねの提案に、翔しよう輝きは自分を取り巻く環かん境きようを悟さとって小さく息を吐はき……疲つかれたような頷うなずきで、同意を示してくれた。
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　出来るなら外で個室を使いたいところだったが、翔しよう輝きも桐とう子こも一時間後には受けておきたい講義があるというので、朱あか音ねは図書館に併へい設せつされている自習棟とうの一室へと案内した。

　大学の施し設せつだが、九く宝ほう堂どう学園の生徒ならば高等部生でも利用出来る。午後は混んでしまって全部埋うまってしまうこともあるというので、事前に抑おさえておいた。

　自習室の中は長机が一つとイスが四脚きやくあるだけの狭せまく簡素な作りだが、防音は割としっかりしている。安いカラオケルーム程度の遮しや音おんは出来ていそうだ。

　既すでにこの自習室に入ってから、十分近い時間が経過している。その間に朱あか音ねは飲み物を用意し、翔しよう輝きに九く鬼き雷らい河がの情報をある程度話した。勿もち論ろん、朱あか音ねの過去に関わる部分はかなりぼかして、ちょっとした因いん縁ねんがあるとしか伝えていない。

　一通り話し終えたところで、缶かんコーヒーを飲むともなしに手の中で遊ばせていた翔しよう輝きは、やや浮うかない口調でぼやいた。

「あいつに関しては大体理解した、が……なんだそりゃ。どんなバグり方したらそんなとんでも野や郎ろうが誕生するんだよ」

　そう言いたくなるのは尤もつともだが、一いつ般ぱん人じんの気持ちを代弁するように温度の低い視線を送って桐とう子こが突つっ込こむ。

「それをあなたが言いますか。自分の経歴を振ふり返かえってみてから口にしてください」

「へっ？　オレは割と普ふ通つうっつーか、まともな方だと思うが……」

　突つっ込こまれたことを意外そうに受け止める翔しよう輝きに、桐とう子こは呆あきれた顔をする。

　だが、朱あか音ねはパートナーとは別の感想だった。

「なるほど、確かにね。新しん城じよう先せん輩ぱいは、そういう意味では普ふ通つうかもしれない」

「……どういう意味です？」

「感性と人格だよ。雷らい河がの場合、自分は特別だと周りを下に見ている。だから物事にまともには取り組まない。生まれもった才能と権力が、これまでの人生を思い通りにさせてきたからだろうね」

「オレは……まあ、色々と恵めぐまれているとは思うけど、思おもい描えがいた未来にサクッと進めたことなんて一度もないからな。自分の至らなさを突つき付つけられてばっかだ」

「……新しん城じよう先せん輩ぱいほどの人でも、ですか」

「そう言う桐とう子こちゃんだって思い当たる節はあるんじゃないのかな？　周りからはとても頭が良くて、勉強に何の苦労もしていなさそうで、おまけに可か憐れんな美少女ときている。天に二物も三物も与あたえられた天才少女と専もつぱらの噂うわさだけど？」

「……随ずい分ぶんと悪意と含ふくみのある言い方をしてくれますが…………否定はしません」

　怒いかりを帯びた視線をくれた桐とう子こだが、その口元が悔くやしげに歪ゆがんだのを朱あか音ねは見み逃のがさない。これだけ恵めぐまれているのにコンプレックスが激しいというのも不思議な話で、なのに人格が歪ゆがんでいないというのは奇き跡せきに近いとすら思える。

　そして同じく奇き跡せきのような存在の翔しよう輝きは意外そうに「へー」と呟つぶやき、それを聞きき逃のがさなかった桐とう子こがジロリと睨にらむ。

「コンプレックスなんて誰だれにでもあるものです。大体、あなたはどうして昨日あんなタイミングで現れたんですか」

「あー……や、ちょっとな。用事の帰りだったんだが、近くを通った時にあそこでうちの吹すい奏そう楽がく部が出るのを思い出して、観に行ったんだよ。けど、出番の時間を間違えたせいで、演奏がもう始まってたから、中には入らず外で聴きいていたわけだ。そうしたら……」

「察するに、慌あわててホールを後にする久く我が山やまくんの姿でも目もく撃げきしたかな？」

「ああ。あいつが《ポーン》かもしれないって思い当たるまでちょっと時間が掛かかったけど、だとしたら何かあったんだろうってな。試ためしに端たん末まつの電源を入れたら赤いアイコンがうようよいるから、流石さすがにびっくりしたぜ」

　だからあのタイミングで、という納なつ得とくと共に、もう一つ朱あか音ねには思い当たる節がある。顔に出さないよう努めているが、恐おそらくは桐とう子こもだろう。

　……翔しよう輝きがわざわざ吹すい奏そう楽がく部の演奏を観に行ったのは、気になる相手が舞ぶ台たいに上がると思ったからだ。彼が『ブラインドマスク』をしていても素す顔がおを見み抜ぬくことが出来るのは、桐とう子こから聞いている。

　つまり翔しよう輝きは、確かく認にんしに行ったのだろう。《ｆ》の正体が怜れい泉せん澪みおで──彼女が、昔自分が助けはしたが救えなかった少女なのかを。

　あの日、朱あか音ね達たちは早々に多目的ホールを後にした。だから翔しよう輝きがいつまで残っていたのかも知らないし、澪みおがどうなったのかも知らない。もしかしたら、どこかで会ってしまったのかもしれない。

　どうにしろ、翔しよう輝きが言わないのならば聞かない方がいいだろう。手て強ごわい《ｆ》を倒たおす為ために心の傷を抉えぐるような真ま似ねをした朱あか音ねだが、勝敗が決した後で好こう奇き心しんを満たす為ためだけに訊きく程ほど、悪あく趣しゆ味みではないつもりだ。

　しばし自習室には沈ちん黙もくの時間が流れ、それが途と切ぎれたのは翔しよう輝きが残っていた缶かんコーヒーを飲み干して長机に置いたのが切きっ掛かけだった。

「あの《トール》──雷らい河がってのが危険人物って話はもういい。わざわざ会いに来たのは、それを伝えに……ってだけじゃないんだろ？」

「本題はここからだよ。大体分かってはいると思うけどね」

　言って、朱あか音ねは顔から笑えみを消す。ここから先に必要なのは幻げん惑わくの微び笑しようではなく、真しん摯しな訴うつたえだ。

「新しん城じよう翔しよう輝き──キミの助けが欲ほしい。九く鬼き雷らい河がを倒たおす為ために」

　こちらのストレートな要求に、翔しよう輝きは気まずげに顔を顰しかめる。わざわざそんな顔をしなくてもいいのに、本当に人の良いい『ヒーロー』だ。

　何な故ぜなら翔しよう輝きの返事は、最初から分かっている。

「……前も言ったよな？　オレは、自力で叶かなえたい目的の為ためにこの『ＰｏＳ』に参加している。《シレン》、お前とは決定的な部分で意見が合わなかったはずだ」

　以前、怜れい泉せん澪みおに手玉に取られかけた時、既すでに朱あか音ねは一度翔しよう輝きに振ふられている。だから今回も無理だろうとは予期していた。

　つまり、元より頼たのむというより説得がメインだ。

　そしてその材料を、朱あか音ねは既すでに持っている。

「その叶かなえたいことというのは……妹さんの件かな？」

「んなっ!?　どうしてそれを……あ、やっ、待てっ?!　あいつがこの前会ったっていう、やたら美人な高校生ってのは……」

　ガタッ、とパイプイスを鳴らして立ち上がった翔しよう輝きは、完全に動どう揺ようしている。予想外の展開に慌あわてているのもあるのだろうが、それ以上にこれは妹を溺でき愛あいするブラコンの反応だ。

「ご名答、というには誇こ張ちようがある表現だけどね。光ひか流るちゃんの方がずっと美人だよ」

「そういう問題じゃなくてだなっ……、いや待て。つまりお前、光ひか流るの事情を……？」

「それとなく、だけどね。無論、口外するつもりはないし、これを脅きよう迫はく材料にする気もない。単なる交こう渉しようの一つとして聞いて貰もらいたい」

「……何だよ？」

　一気に警けい戒かい心を高めて訝いぶかしげに訊たずねる翔しよう輝きに、朱あか音ねは続けて手札を晒さらしていく。

「わたしと組んでくれるのなら、もし攻こう略りやく失敗に終わったとしても、妹さんの病気に関して最大限の便べん宜ぎを計ることを約束するよ。違い法ほうな行こう為いは無しでね」

「……気持ちは有あり難がたいけどな。言ったろ？　オレは自分の力で──」

「わたしは、そのキミの力を見み込こんで頼たのんでいる。他の誰だれでもない、新しん城じよう翔しよう輝きだからだよ。それは、自力で勝ち得た権利と何が違うのかな？」

「そっ……れ、は……」

　咄とつ嗟さに意見しようとした翔しよう輝きだが、言葉に詰つまる。詭き弁べんだと頭では理解しているのだろうが、それは違うと言い切れもしないからだ。

　ただし、これはプライドの問題でもある。要はただの意地だ。しかし、だからこそ覆くつがえすのが難しい。

　そこをどうにかする為ために、朱あか音ねは二の矢を放つ。

「九く鬼き雷らい河がが出て来た以上、わたしの目的は『ゲーム』で優勝することでも、ただ楽しく遊ぶことでもない。あの男に勝利することが……いや、それだけが果たせればいい」

「…………あの……先せん輩ぱい？」

　口調に込こめられたら熱量に何かを悟さとったのか、桐とう子こが眉まゆを顰ひそめて呼びかけてくる。

　だが朱あか音ねはそれを無視して、翔しよう輝きに告げる。

「だから、キミが協力してくれるというのなら──わたしは、キミの下に付いて『奴隷スレイブ』になってもいい」

「なっ……!?」

「……おいおい。本気か？」

　驚きよう愕がくする二人は、何らかの条件を付けて共きよう闘とう関係に持って行くとは思っていたのだろう。だが、ここまでするとは想定外だったに違いない。

　以前に条件を提示した時はあくまで朱あか音ねが主導して、最後の最後で勝ちを譲ゆずるというものだった。だが、今回は翔しよう輝きに降るという内容で、主従関係は完全に下になる。

　翔しよう輝きは朱あか音ねのスタンスを聞いているからこそ、驚おどろいた。

　そして桐とう子こは……何も聞かされていなかったから、驚おどろいている。

「先せん輩ぱい、どういうことです？　仇きゆう敵てきを倒たおす為ためにこの人が必要だというのは分かりますが、それでは……！」

「ごめんね、桐とう子こちゃん。わたしにとって最優先にすべきは、くだらない因いん縁ねんに蹴けりを付けることなんだ。その為ためには主義も手段も選ばない」

「ですがっ……私は反対です！　ルールの中でならどんな手段も厭いとわずに使っていても、自分の主義だけは守ってきたはずです！　だから以前は最も効果的な対策だとしても新しん城じよう先せん輩ぱいと協力関係を結ばずに終わったんじゃないですか?!」

　声を大にして、長机に両手を着き身を乗り出して訴うつたえる桐とう子この反応は、いつもの反はん抗こう的な態度とはまるで違う。一いつ切さい取とり繕つくろおうとせずに、真しん剣けんな眼まな差ざしで怒いかりすら籠こめて意見を言う彼女の姿は、脅きよう迫はくされただけでも利害の一いつ致ちだけでもない、ここまで一いつ緒しよに戦ってきたパートナーとしてのものだ。

　そんな風に言ってくれるのを、朱あか音ねは嬉うれしく思う。

　だが──いや、だからこそだ。

「陳ちん腐ぷな発言になるけれど……この逆さか恨うらみが晴らせるのなら、そんなことはどうでもいい」

「っ……?!」

「九く鬼き雷らい河がに一いつ矢し報むくいることが出来るなら、わたしは喜んでこの身を差し出そう。『奴隷スレイブ』に身を窶やつすのも厭いとわない。だから、」

　言葉を切って、朱あか音ねは真まっ直すぐに桐とう子こを見つめる。

　興奮で頰ほおを赤く染め、失望に瞳ひとみを陰かげらせた後こう輩はいに対し、朱あか音ねは優やさしく微ほほ笑えんで、




「悪いけど、桐とう子こちゃんはもう用済みだ。この時を以もつて、キミをわたしの『奴隷パートナー』から解放するよ。後は好きにしたらいい」




　──関係の解消を告げ、桐とう子こから視線を外した。

　もう用は無い、と言う代わりに。

　ついさっきまで三人の声が、それも怒ど声せいも混じっていた自習室に、沈ちん黙もくが訪おとずれる。張はり詰つめたものとは違う。むしろ熱気が急冷されたような、白けた虚うつろな沈ちん黙もくだ。

　長い長い数十秒が過ぎて、聞こえて来たのは醒さめきった声だった。

「……そう、ですか。でしたら、もういいです」

　静かな呟つぶやきを落とし、桐とう子こは立ち上がった。気配でそれを感じるだけで、朱あか音ねはそちらを見もしない。

　そして桐とう子こは何も言わずに、そのまま自習室を出て行く。

　振ふり返かえるような気配は──なかった。
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「……んで、これで良かったのか？」

　桐とう子こが自習室から去り、数分が経たった後。

　やれやれといった風にやりきれない表情をした翔しよう輝きは、ドカッとパイプイスに腰こしを下ろして訊たずねてきた。

　曖あい昧まいな質問だが、意図は十分に伝わっている。

「ベストではないのかもしれないけど、ね。変なことに付き合わせてしまって、キミには申し訳ない」

　朱あか音ねが頭を下げて謝罪すると、翔しよう輝きは気まずげに指で頰ほおを搔かき、

「別にいいけどよ。余計な口は挟はさむな、って雰ふん囲い気きは感じてたし、これはお前達の問題だからな。オレが出しゃばることじゃない」

「配はい慮りよに感謝するよ。おかげで、スムーズに事が済んだ」

「あー……やっぱり、そうか。オレとの交こう渉しようはフェイクで、本命はあの子とのコンビ解消だったんだな？」
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　納なつ得とくの声を上げる翔しよう輝きだが、朱あか音ねは別に驚おどろかない。どことなく察しているのだろうと、桐とう子こが出て行く前の段階で思ってはいた。

　なのに翔しよう輝きが黙だまっていてくれたのは、朱あか音ねの意図も読めていたからだ。

　悪意や策略の類たぐいで桐とう子こを嵌はめようとしていたのではなく──単に、桐とう子こを雷らい河がから遠ざけたかっただけ。あの危険な男に近付かないよう、ターゲットにされないようにと思っての行動で、他意は無い。

　朱あか音ねにしては珍めずらしく、本当にそれだけだ。これからしようと思っていることに、あの真まっ直すぐで才能に溢あふれた少女を関わらせたくないという、自己満足にすぎない。

　つまり、翔しよう輝きは体てい良よく利用された形になる。

「気分を悪くさせてしまったかな？」

「いいや。だが、そうだとすればオレと組む気なんて元から無いんだろ？　どうする気だ？」

「無論──わたしが一人であの男を倒たおすよ」

　さらりと答え、朱あか音ねは立ち上がる。残す用事はもう殆ほとんど無い。

「倒たおすって、なぁ……勝算はあるのか？」

　都合よく使われたというのに全く負の感情を出さない『ヒーロー』は、むしろ心配そうにこちらを見上げていた。

　その優やさしさに、朱あか音ねは遠えん慮りよ無く甘あまえるつもりでいる。

「五分五分程度、だけどね。その為ためにも、キミには一つお願いがあるんだ」

「言えよ。とりあえず聞いてやるから」

「わたしが九く鬼き雷らい河がとの決着をつけるまでの間、桐とう子こちゃんを上う手まく宥なだめて『ゲーム』から遠ざけてくれないかな。そうだね……明日と明後日あさつてだけで十分だから」

「……お守りをしろってことか？　お前と雷らい河がのことを抜ぬきにしても、あの子とオレも敵同士だぜ？」

「無理を承知で頼たのむよ。事が済んでからも仲良くやって欲ほしい、とまでは言わない。二日間だけでいいからさ」

「……ったく、分かったよ。けど、本当に明後日あさつてまでにどうにか出来るのか？」

　無む謀ぼうだぞ、という響ひびきの籠こもった質問に、朱あか音ねは躊躇ためらうことなく頷うなずいてみせる。

　これが仮想空間内での戦いなら、或あるいは現実での試合か何かであれば、自分が雷らい河がに勝てる見込みなど爪つめの先さき程ほど度にしかないだろう。

　だが、これは『ＰｏＳ』だ。ルールの中での戦いでさえ、いくらでも選せん択たく肢しはある。

「あの男に思い知らせてあげるつもりだよ。足をすくわれるというのはこういうことなんだ、って実感付きでね」

　毒どく婦ふの笑えみでそう言うと、朱あか音ねは翔しよう輝きに背を向ける。目的は済んだ。ここから先は、いつも通り前へと進むのみ。

　相手がどこの誰だれであろうと変わらない。自分にやれることは、どうせ一つだけだ。

　正々堂々ルールに則のつとり、心の死角から急所を一ひと刺さし──誇ほこれもしない必殺のそれだけで、鳥とり籠かごの中から飛び出し、ここまで勝かち抜ぬいてきた。

　漣さざなみ朱あか音ねの名を得る前から──シレンの名で呼ばれていた時からやって来たことで、誰だれが相手でも問題無い。

　惑まどわし、欺あざむき、優やさしげに微ほほ笑えんで、手に持った玩具おもちやのナイフで喉のどを搔かき切る。それだけだ。

　だから──

「桐とう子こちゃんのことはよろしく。こっちはこっちで楽しく遊んでくるから」

「や、おいっ。まだ話は終わって……」

　呼び止める声には応じず、朱あか音ねはそのまま自習室を出る。後ろで何やら騒さわがしい音がしたが、振ふり向むきもしない。

　ここから先は、楽しい『ゲーム』の時間じゃない。

　朱あか音ねの慣れ親しんだ、澱よどんだ沼ぬまでの足の引きずり合いだ。













　　　三章　挫ざ折せつのカタチ







　多目的ホールにて演奏会の裏で仮想空間での戦いを繰くり広ひろげたのが、日曜日。

　大学にて翔しよう輝きと会い、桐とう子こと決別したのが今日──つまり翌日の月曜日。

　そして海外へと出で掛かけていた九く鬼き雷らい河がが新しん湘しよう南なんタウンへと戻もどって来るのは、水曜日の夜よる遅おそくになる見通しだった。

「頼たのんでおいて何だけれど、よく調べられたね。それも昨日の今日だっていうのに」

　新しん城じよう翔しよう輝きと別れ、朱あか音ねは高等部の敷しき地ちへと戻もどってきていた。そして数ある報告書に全て目を通し、顔を上げての第一声に、下からジロリと睨にらんで反応する人物がいた。

　正座した朱あか音ねの膝ひざ枕まくらを堪たん能のうしていた彼かの女じよは宇う都つ々つ木ぎなみえで、この壁かべ新しん聞ぶん部部室の主ぬしでもある。いつも部室ではそうしているように、ゆったりとしたカッターシャツを一枚着ているだけで、他は何も身に着けていない。

　そんな格好をして、瘦やせ型ではあるもののしっかりと女性らしい膨ふくらみもあるのに、いやらしさより倦けん怠たい感の方が前面に出ていた。

　今も、得意気になってもよさそうなのに、むしろうんざりした表情で、

「簡単。本人のセキュリティーはしっかりしているけど、同行する秘書役の人はガバガバだった。手当たり次し第だいに検けん索さくを掛かけるだけで把は握あく出来る」

「なるほどね。いくら九く鬼きグループでも、完かん璧ぺきな人間ばかりじゃないか」

　納なつ得とくして頷うなずいた朱あか音ねは、膝ひざ上に乗ったなみえの頭をそっと下ろして立ち上がり、いつも情報を貰もらった時と同じく資料をシュレッダーにかける。スケジュールはもう覚えたので、後はそれに合わせて策を修正するだけだ。

　資料が吸すい込こまれ、ただの紙かみ屑くずへと変わっていくのを眺ながめていた朱あか音ねは、不意に視線を感じて寝ね転ころんだままのなみえを見る。

　相変わらず不健康そうな彼かの女じよだが、その目はいつも以上に澱よどんでいた。

「……解げせない。何をする気？」

「おや、珍めずらしいね。なみえさんが目的を訊きくだなんて」

「不可解すぎる。調べるまで九く鬼きの男が大学院にいるなんて私ですら知らなかった。それが極一部では麒き麟りん児じとも問題児とも言われているだなんて、噂うわさにならない方がおかしいのに、知られていない。なのに、どうして知ってたの？」

「ちょっとした奇き縁えんでね。まあ、会ってお茶をするような間あいだ柄がらではないよ」

　不ふ穏おんな空気は封ふうじ、悪戯いたずらな笑えみを浮うかべて説明する。『ＰｏＳ』のことは他言無用だし、過去の因いん縁ねんについては話したくない。

　だから朱あか音ねは迷うことなく、誤ご魔ま化かしに掛かかる。

「実のところ、知り合いという訳では無いんだ。むしろこれから知り合いになる為ために、彼の行動を把は握あくしておきたくてね。真っ当に面会を申もうし込こんで会える人でもないみたいだから」

「……知り合って、どうする気？」

「いくつか訊ききたいことがあってね。まあ、ある程度の仲にならないと訊きくだけで失礼になりそうだから、まずは関係性作りからかな？」

　中身に触ふれないはぐらかした回答に、なみえの眉み間けんに皺しわが集まる。胡う散さん臭くさい、と思っているのだろう。だが、回答丸ごと噓うそだとは気付いていないはずだ。

　なみえには悪いが、これ以上雷らい河がに関わらせるつもりはない。ただでさえ危あやういものに惹ひかれやすい性質の彼女があの男の毒に染まるのは、やはり避さけたいところだ。

　──本当なら、雷らい河がのスケジュールを割り出すことも頼たのみたくはなかった。しかし何度も義兄の伝つ手てを使うのは危険だし、即そく座ざに結果が欲ほしいのに少し時間が掛かかりすぎる。

　なので仕方なく、なみえを頼たよることにした。幸い、噓うそを噓うそと見み抜ぬかせないのは朱あか音ねの得意分野なので、良く知る彼女に悟さとらせないのは容易だ。

「ああ、そういえば、もう一つ訊ききたいのだけれど。新しん湘しよう南なんタウンの中央部から西区域にかけて、治安の良くない場所や店を知らないかな？」

「……質問の意図が不明。どうして？」

「別件で、近日中に昔の知り合いが遊びに来るらしくてね。友達達たちと連つれ添そってくるから案内は不要と言われたのだけれど、せめてそれくらいは教えてあげたくて。生あい憎にくとわたしはその手の情報に疎うとくて……なみえさんなら知っているかな？」

「……知ってはいる、けど。追加報ほう酬しゆうが必要になる」

　言って、なみえはゴロリと転がってから起き上がる。その際にシャツの裾すそが捲まくれて色々と見えてしまったが、朱あか音ねは特に気にすることなく彼女の続きの言葉を待つ。

　無言で移動したなみえは立ったままパソコンを操作し、一分も経たたないうちにプリンターが音を立て始める。

　そして吐はき出だされた数枚の紙を手に取ると、朱あか音ねに向かってこう言った。

「簡単な約束。危険なことに首を突つっ込こまないで」

「それは……どうしてかな？　もし何かあったとしても、なみえさんには迷めい惑わくをかけるつもりは──」

「心配になる。十分すぎるくらい、迷めい惑わく」

「心配って……」

　まさかそんなセリフが出て来るとは全く予想していなかったので、朱あか音ねは珍めずらしく固まってしまった。

　なみえと自分の関係は、周りからはどう見えるか知らないが、比ひ較かく的てきドライなもののつもりでいた。綺き麗れいで自分を傷付けないものが好きで、なのに同時に傷つけられたいという矛む盾じゆんした願望を持つ彼女にとって、コントロールの利きく朱あか音ねは最適な上客だったはずだ。しかしそれは歪ゆがんだ欲望を吐はき出だす為ためのもので、恋れん愛あい感情ではなかった。

　自分に向けられる感情に敏びん感かんな朱あか音ねがそこを読み違えることは殆ほとんどなく、だからこそなみえの口から『心配』などという、利害の一いつ致ちからはみ出した言葉が発せられたのは驚おどろきで、ついまじまじと彼女を見つめてしまう。

　その視線を払はらいのけるように資料を持つ手を横に泳がせると、なみえはそっぽを向いて唇くちびるを尖とがらせ、

「不ふ感かん症しようすぎ。人の心理は読める癖くせに、肝かん心じんの人間が分かっていない」

「それは……どういう意味かな？」

「好意は恋れん愛あい感情以外からでも発生するし、長く付き合えば情が湧わく。それに──恋こい心ごころは抱いだいていなくても、愛情を抱いだくことだってあるから」

「…………」

　告げられたなみえの言葉に、朱あか音ねは頭の中が真っ白になってしまい、頷うなずくことも苦笑して否定することも出来ない。ただぽかんと小さく口を開けて、ともすれば膝ひざから力が抜ぬけて座すわり込こんでしまいそうになるのを堪こらえるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　そんな朱あか音ねをなみえはしばしチラチラと横目で見ていたものの、反応の薄うすさに痺しびれを切らしたのか、怒おこった風に睨にらみながら手にしていた資料を突つき出だしてきた。

「……報ほう酬しゆうはいつも通り。追加で耳かきも要求する」

「あ…………うん。それはいいけれど……」

「私は綺き麗れいな貴方あなたが好き。だから、怪け我がなんてしたら承知しない。勝手にいなくなるのも認めない」

　要求を一方的に言うと、なみえは部屋の隅すみに置かれているパイプイスを並べて、その上で丸まって寝ねそべってしまった。朱あか音ねに背を向ける形で、もう知らないとその姿が雄ゆう弁べんに物語っている。柄がらにもないことをした、と思っているのかもしれない。

　だが、その予想外の行動がもたらしたショックはかなり大きく、朱あか音ねは手に入れた資料に目を落とすことも出来ずに、正座したままなみえの背中を見つめ……

「…………善処、するよ」

　上う手まくはぐらかすことも出来ず、そう返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。




　──朱あか音ねが壁かべ新しん聞ぶん部を退出し、いくつか目的の場所を巡めぐってから住んでいるマンションへと戻もどったのは、夜半過ぎになってからだった。

　ただ何となく暇ひま潰つぶしにぶらついているような雰ふん囲い気きながら見るべきポイントは欠かさずチェックし、漠ばく然ぜんと組み上げていた策の検討をする。そして一度行った場所を数時間後にまた訪おとずれ、時間帯の違いでどの程度の変化があるかを見て、修正を加えていく。

　全て回った後には満足のいく形に仕上がり、後は策の微び調整をするだけだった。

　ただし、これを作戦として誰だれかに提示したとしても、喜んで参加する人はまずいないだろう。穴だらけだし、不確定要素が多すぎる。

　それを承知で、朱あか音ねは満足していた。完かん璧ぺきな作戦など存在しないし、緻ち密みつに計算すればするだけ、ほんのちょっとしたズレでも失敗に繫つながる可能性が高くなる。

　だから計画には余よ裕ゆうを多く残し、その場で対応と修正が利きくようにする。或あるいは臨機応変でどうにか出来ないのなら、あっさり中止にしてしまえばいい。一つの策に拘こだわる必要なんて、どこにもない。

　特に今回の場合、相手は九く鬼き雷らい河がだ。思考が読み切れない相手なだけに、失敗は前提で考えた方がいい。大事なのはどれだけリカバリー出来るかだ。

「さて……どうなるかな？　なるべくなら明後日あさつてに勝負をつけたいところだけれど……」

　独りごちて、朱あか音ねは愛用のソファーに深々と背を埋うめる。

　部屋の明かりは、点つけていない。カーテンは開けているが、高層階なので街の光は余り入らないし、騒そう音おんなども届かない。

　部屋の中を薄うすい闇やみと静せい寂じやくが満たし、ゆっくりと時間が流れる。『ＰｏＳ』に参加する前は、こうしていることが多かった。ここにはテレビもないし、あまり音楽を掛かける方でもない。読書だって、たまにしかしない。それでも退たい屈くつではなかったし、今は考えるべき事態が目の前にあるのだから、忙いそがしいとさえ言える。

　……それなのに。

「退たい屈くつ、と感じてしまうのは……喧やかましいのに慣れすぎたかな……？」

　心ここ地ち良よいはずの静かな空間が、物足りなく思えてしまう。

　寂さびしい……とまでは感じていないが、大きく模も様よう替がえをした後のような違和感と、当然あるはずのものがないという錯さつ覚かくは、確かにある。なみえとの会話が尾おを引いているせいかもしれないが、他にも要因はあるだろう。

　例えば、芽め依い里りがいないこと。別に毎日来ていた訳では無いが、合あい鍵かぎを持たせている彼女は許可無く入はいり込こんで、特に話をするでもなくだらだらと過ごしていることもある。施し設せつ育ちで人に囲まれて育ったせいか、無人の部屋よりも誰だれかと一いつ緒しよの方が落ち着くらしかった。

　だが、そんな彼女に朱あか音ねは昨晩のうちに『問題が起きたので、しばらくわたしの家には来ないように』と伝えておいた。

　芽め依い里りとは協力関係にある……が、同時に彼女は桐とう子この友人でもある。この『ゲーム』が終わった後も二人には上う手まくやっていって貰もらいたい……などという偽ぎ善ぜん者らしい思いがあるので、必要最低限の接せつ触しよく以外は避さけるべきだ。

　朱あか音ねのメールに芽め依い里りからは『よく分からないけど、分かった』と返信があった。なので彼女がこの部屋に来ることは……もしかしたらもう二度とないかも知れない。

　そして芽め依い里りと共に部屋を明るく賑にぎやかなものに変えていた桐とう子こは、ほぼ間違いなく、もうここには来ないだろう。

　決別した彼女のことは、翔しよう輝きに頼たのんである。妹思いの彼にとって、中学生で危なっかしいところもある桐とう子こは無視出来ないはずで、もしかしたら今後は二人で組むことも考えられる。桐とう子こには積極的に叶かなえたい望みはないはずだから、それは十分に有り得た。

　つまり──慣れ親しんだ孤こ独どくが、久しぶりに戻もどってきたらしい。

　そしてどうやらそれを、微かすかにとはいえ虚むなしく感じているらしかった。

「……やれやれ。わたしも焼きが回ったかな？」

　苦く笑しよう気味に呟つぶやいたところで、返事はない。ただ闇やみに溶とけるだけだ。

　こんな感かん慨がいが自分にまだ残っているだなんて、想像だにしていなかった。

　まるで普ふ通つうの人みたいな感傷に浸ひたる日が来るなんて、そんなの──陳ちん腐ぷな展開すぎて、笑い話にもならない。

「地じ獄ごくに落ちる身で、今いま更さら……ね」

　後こう悔かいはしない、と決めている。とっくに人の道からは外れているのだから、最低限のルールと矜きよう持じを守り……後は、外げ道どうらしく泥どろに塗まみれて、笑いながら死ぬだけだ。

　死出の道連れに仇きゆう敵てきまがいの男を引きずり落とせるのなら、満足もいくだろう。

　華はな々ばなしく散るより、艱かん難なん辛しん苦くを乗のり越こえて栄えい冠かんを勝ち取るより、それは自分らしい終わり方だと朱あか音ねは思った。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　最悪な気分、という経験が、この一ヶ月程ほどで更こう新しんされ続けているように、桐とう子こには思えた。

　火曜日の午後は比ひ較かく的てき暇ひまだ。自主的に講義を受けたり研究室に籠こもったりしなければ、特に予定はない。

　普ふ段だんの桐とう子こならさっさと寮りように戻もどるか、図書館にでも行く。本に囲まれたアナログな私語厳禁のあの空間はとても落ち着くし、煩わずらわしい視線も少ない。飲食が出来ないことがネックだが、集中してしまえばそれも関係なくなる。

　そういう意味で言うと、今日は集中力に欠ける日だった。昼食後にほんの小一時間過ごしただけで、どうにも気が散って本の内容が頭に入って来ず、途と中ちゆうまで進んでは戻もどりを何度か繰くり返かえしたところで諦あきらめた。

　苛いら立だたしさを表に出さないようにと努めながら本を書しよ架かに戻もどし、足早に図書館を出ると、あまり人ひと気けのない学内のカフェへと入る。

　ベルの付いたドアを潜くぐり、中の通路に入ってすぐの角を曲がって、そのままレジのある受付へと──行かずに立ち止まり、くるりと身を翻ひるがえす。

　その場で待つこと一分程ほどで、ドアが開いたことを告げるベルの音が響ひびいた。

　そして、曲がり角から姿を現した次の来客に、顔を確かめた瞬しゆん間かんに話しかける。

「──いつまで人の後を付いて来るつもりですか？」

「ぅおあぁぁっ?!」

　大おお袈げ裟さな叫さけび声ごえと共に飛とび退のいたのは、青いスカジャンを着た男だ。

　胸に手を当てて心底驚おどろいた表情の新しん城じよう翔しよう輝きに、桐とう子こは温度の低い眼まな差ざしで睨にらみ、

「中学生をストーキングするとは、『ヒーロー』も堕おちたものですね。警察か児童相談所に連れん絡らくを入れましょうか？」

「ちょっ、違、待ってくださいお願いします！　オレそーいうんじゃないんで！　マジで！　シスコンではあってもロリコンではない人生を送ってるんで！」

「何を表おもて沙ざ汰たに出来ないことを全力で口走っているんですか。全く……」

　大おお慌あわてで必死に否定する翔しよう輝きに、桐とう子この胸に籠こもっていた苛いら々いらと怒いかりが解ほぐれていく。許した、というより、単に呆あきれただけだが。

　小さく吐と息いきを漏もらした桐とう子こは、今にも土下座をしそうな翔しよう輝きを見やり、

「図書館に入る前から付いて来ておいて、偶ぐう然ぜんだとは言わせません。言い訳は聞いてあげますから、行きましょう──先せん輩ぱいの奢おごりで」

「いや、その、今月はちょっとピンチで…………ごめん冗じよう談だんです奢おごらせてください……！」

　桐とう子こが携けい帯たい電話を取り出す仕し種ぐさに何かを察したのか、すぐに低姿勢で許可を出した翔しよう輝きが素す早ばやく前へ出てエスコートする。この辺りの切きり替かえの速さは、好ましいと思わなくもない。

　──少なくとも、昨日までパートナーだった男とは違ちがう。

「…………っ……」

　そんなつもりはなかったのに無意識に比べてしまった自分に苛いら立だちを覚え、桐とう子こは軽く歯は嚙がみをして、後に続いた。




　カフェ内には数人の生徒がいたものの、奥おくの席周辺は誰だれもおらず、通された桐とう子こ達たちは人目を気にすることなく会話することが出来た。

　なので新しん城じよう翔しよう輝きという、九く宝ほう堂どう学園の生徒なら大たい抵てい知っている『ヒーロー』が、テーブルに頭を擦こすりつけて中学生に謝罪するシーンは誰だれにも見られずに済んだ。

「やー、本当に悪かった！　マジで反省してる！　だからケーキはその一つだけで終わらせて……あ、ほらこれっ、お替かわりの水！」

「……もういいですから。段々哀あわれに思えて、味がしなくなってきました」

　今日のお薦すすめだったモンブランは濃のう厚こうな味わいだったはずだが、今はもうくどく感じてしまっている。紅茶も程ほど良よい渋しぶみが良かったのに、何だか苦々しい。

　その原因である翔しよう輝きの説明はもう終わったが、桐とう子こからすれば納なつ得とくのいくものではなかった、というのが味覚を混乱させた一因だろう。

「……『昨日あんなことがあったから心配で、つい』？　先せん輩ぱいは、午後の講義はどうしたんですか？」

「うっ……それは、ほら。あんま面おも白しろい講義じゃないから、単位取れるだけ出ればそれでいいかなー、って……」

「なるほど。なら、この後のご予定は？」

「へっ？　この後は……まー、特に何もないかな」

　意外な問とい掛かけにも素す直なおに答える翔しよう輝きだが、その隙すきの多さは致ち命めい的だ。

「そうですか。でしたら、これから少し付き合って貰もらえますか？　食堂前辺りの人が多い所で、先せん輩ぱいに付つき纏まとわれて口止め代わりに御ご馳ち走そうになったことを、少しばかり大きな声で話したいと思いますから」

「悪あく魔まかお前っ!?　社会的に死ぬって！　もし噂うわさになったら、妹にどんな顔して会えばいいのか…………うおおっ……！」

　苦く悶もんする翔しよう輝きの姿に、桐とう子こは少しだけスッキリして残っていた紅茶を飲み干す。

「まあ、今のは冗じよう談だんですが」

「ですよねっ?!　実行されたらマジでヤバいんで、そこのところどうか……！」

「ええ、分かっています。しかし新しん城じよう先せん輩ぱいが本当のことを言わないのであれば……どうなるかは、理解しましたね？」

「……お、脅おどすのか？　なけなしの金でモンブランのセットを奢おごったオレを、さらに脅おどすというのか……!?」

「正直に話して頂ければ余計なことはしません。それに……大体のところは推測がついていますので」

　言って、桐とう子こは一度目を閉じる。

　瞼まぶたの裏に浮うかぶのは、あのいけ好かない元パートナーだ。

「……あの人の差し金ですね？　私の見張りをしている……ということは、やはりまともな方法で対決するつもりはないんですか」

「それは、あー、なんっつーか……悪い、オレもよくは知らん」

「なら、あの人は単独で動くつもりですか……」

「だと思うぞ。頼たのまれたのはお前のことだけだし……つーか、随ずい分ぶんと冷静なのな。あんな風に突つき放はなされた割にさ」

「一晩経たてば頭も冷えます。それに……あの男の言動を鵜う吞のみにするには、少しばかり長く一いつ緒しよに居すぎました。全然嬉うれしくありませんが」

　昨日、戦力外通告のような形で関係の解消を一方的に告げられ、袂たもとを分かった時は怒いかりに目眩めまいさえ起こしそうだった。しかし寮りように戻もどり、体が空腹を誤ご魔ま化かしきれなくなる頃ころには様々な考えが首をもたげて自己主張を始め、ただ怒おこっているだけではいられなくなった。

　そもそも、少し考えればおかしいのはすぐに分かる。

　朱あか音ねが翔しよう輝きと組むことに反対した桐とう子こだが、普ふ通つうならまず試みるのは説得だ。戦力は多い方がいい。なのにあんなにもあっさり切り捨てるのは、道理に合ってない。

　ならばどうして朱あか音ねは予あらかじめ用意しておいた札をオープンするだけの気軽さで決別を選せん択たくしたのかだが……それも、考えていけば分かってしまう。

「あの人のことですから……私し怨えんに、私を巻まき込こみたくなかっただけなのでしょう？　面めん倒どうな相手ですし」

　出て来た答えは意外で、なのに全く疑う余地がないものだった。

　──漣さざなみ朱あか音ねという人間は、控ひかえめに評しても聖人君子からかけ離はなれた、モラルに欠けた行こう為いを平然とする男だ。しかしそれでも決して非道ではないと、最近になって桐とう子こは気付いてしまった。

　触ふれられたくない秘密に踏ふみ込こんで脅きよう迫はくしたり、晴れ舞ぶ台たいを台無しにしたりとやりたい放題に何でもするが、それはあくまでもルールの中でのみ。

　例えば……怜れい泉せん澪みおとの戦いの場合、やろうと思えば盤ばん外で全てを片付けられたはずだ。

　過去の事件を元に脅きよう迫はくをすれば、もっと確実に倒たおせた。澪みおは脅きよう迫はくに屈くつしないかもしれない……が、パートナーの久く我が山やま陣じんは別だ。敬愛する女王を護まもる為ために、戦いの中で澪みおを裏切らせることだって可能だったはず。……考えていて嫌いやになるアイデアだが、桐とう子こに思いつくのなら朱あか音ねが思いつかないはずがない。

　吹すい奏そう楽がく部には多大な迷めい惑わくを掛かけたし、澪みおの心の傷を深く抉えぐる発言もした。だが、それに関してはルール違い反はんではないし、朱あか音ねが挑ちよう発はつ気味に言っていた通り、こんな『ゲーム』に参加した澪みおが悪いともいえる。

　つまり、朱あか音ねはルールの範はん囲い内でならば手段を選ばない。しかしそれも、独自の美学なのか、一線は守っているようにも感じられる。

　……その一線が、今回桐とう子こを切きり離はなす原因なのだろう。

　単純に九く鬼き雷らい河がという危険人物に関わらせたくないだけ、なんて甘あまい理由だとは思いたくもない。まあ、そんなつもりが全くなかったら、それはそれで業ごう腹はらだが。

　ともあれ。朱あか音ねが真っ当ではない手段で雷らい河がと相あい対たいしようとしているのは、一晩考えた今ではほぼ確定事じ項こうだ。

　その証しよう拠こに、朱あか音ねと組むことになったはずの翔しよう輝きが、こんな所でうろうろしている。まだプレイングタイムではないとはいえ、自分の後を付ける理由が雷らい河が対策の一いつ環かんとは思えない。

「先せん輩ぱいがどんな手を使うつもりか、聞いていますか？」

「あー……悪い、詳くわしいことは何一つ。オレが頼たのまれたのは、お前の安全だけだ」

「余計なお世話です……が、だとすれば、仮想空間内でのバトルではない……？」

　まだ考えは纏まとまっておらず、桐とう子こは口に出しながら思考を続ける。

　身体能力とスキルのことを考えれば、一対一では騙だまし討うちや奇き襲しゆう以外に勝ち筋はないはずだ。なのに一人でやるというのなら、『ゲーム』から外れた方法となる。

　一体何をするつもりなのか、考えられる方法はいくらでも出て来る。『そんなことするはずがない』と無意識に除外するような方法でもあっさりと採用する朱あか音ねの思考を読み切るなんて、流石さすがに不可能だ。

　だが、そこに近付くことは出来る。

「せめてもう少しヒントがあれば……具体的な方法以外で何か言ってませんでしたか？」

「お前の世話は明日まで見てくれればいい、って言ってたから、明日には決着をつけるつもりなんじゃないか？　勝算は五分だとも言ってたし、ただの玉ぎよく砕さいってことはないだろ」

「……なら、他に協力者を…………情報収集以外では芽め依い里りくらいしか……でも……」

　選せん択たく肢しは多いが、これだという確信に至るものは一つもない。やはり情報が少なすぎる。

　苛いら立だちに唇くちびるを嚙かんだ桐とう子こは思考に没ぼつ頭とうする……が、そこに間まの悪い質問が飛んできた。

「なあ、少し疑問に思ってたんだけどさ。お前とあの美人な男、どういう関係なんだ？」

「関係……ですか？」

「ああ。元から付き合ってましたー、って感じには見えないし、あの男がロリコンにも思えないし。どこで知り合ったのかと不思議でな」

「……この『ゲーム』が始まってからです。不覚にも私がプレイヤーだと嗅かぎ付つけられて、脅おどされました」

　随ずい分ぶんと心をささくれ立たせる発言が続いたが、一応は素す直なおに答えておく。当の翔しよう輝きはすぐには意味が分からなかったようだが、ややあってからげんなりとした表情になる。

　迂う闊かつにあんな男の協力などするからだ、と良いい気味に思い少しだけスッとした桐とう子こだが、今度は逆に一つ疑問が湧わいてくる。

「そういえば、よくあの人が男だと気付きましたね？」

「へっ？　ああ、確かに女にも見えるけど、普ふ通つう分かるだろ」

　普ふ通つうならあれを男だとはまず思わないだろうに、と桐とう子こは反論しようとした。

　だが、それより先に、翔しよう輝きの口から気になる発言が飛び出した。

「まあ、そうか。前に会った時は『ＰｏＳ』の姿と同じくらい髪かみが長かったから、あれで女装されたら怪あやしかったかもな」

「え……前って、いつの話ですか？　そもそも、先せん輩ぱいと面識が？」

「面識っつーか、見かけたって方が正しいな。あれは年代別の世界大会予選があった頃ころだから……二年は前だな。場所は──」

　翔しよう輝きの口から出て来た地名は、関東圏けんではあるものの、新しん湘しよう南なんタウンではなかった。

　そしてその話を聞く内に、桐とう子この表情は微かすかに眉まゆを顰ひそめたものから愕がく然ぜんと目を見開いたものへと変わり、最終的には眉み間けんに深い皺しわを寄せて考え込んでしまった。

　話した翔しよう輝きも、まさか自分の伝えた内容でそこまでの反応を生むとは予想外だったようで、まじまじと桐とう子こを見つめたまま困こん惑わく顔をする。

　二人揃そろって沈ちん黙もくし、あっという間に数分が経たち……先にフリーズ状態から抜ぬけ出だしたのは、桐とう子こだった。

「……不ふ愉ゆ快かいです。こうなったら、私も好きにさせて貰もらいます」

「お、おう……？」

　こちらの決意に戸と惑まどった様子の翔しよう輝きだが、そんな風に他ひ人と事ごとでいられるのは今の内だけだ。

　殆ほとんど据すわった瞳ひとみに反はん抗こうの光を宿した桐とう子こは腰こしを浮うかせて、引き気味の翔しよう輝きの前に叩たたきつけるようにして右手を落とし、

「こうなったら貴方あなたにも協力して貰もらいます。いいですね？」

「あー……えーっと…………拒きよ否ひ権は？」

「そんなものは有りません」

　キッパリと言い放ち、桐とう子こは鋭するどい視線を彼方かなたへ送る。

「誰だれも彼も私のことを侮あなどって……後こう悔かいさせてあげます……！」

　それはこの場にいない誰だれかへの宣戦布告で──同時に、いつまでも一人前として扱あつかわれない自分に対する決別の言葉だった。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　九く鬼き雷らい河がが帰国し、新しん湘しよう南なんタウンの飛行場へ戻もどってきたのは、水曜日の午後九時近くになってからだった。

　この街で雷らい河がが寝ね泊とまりしているのは大学の寮りようではなくとある高級マンションで、四人家族が優に暮らせる部屋に一人で住んでいる。一人部屋だとしても誰だれかと共同生活なんて冗じよう談だんじゃない。

　島の飛行場から車で二十分程ほどの場所にあるが、帰宅する前に会社に寄る必要があったので、夜も更ふけたにも拘かかわわらず残業していた社員の一人に問答無用で抱かかえていた仕事の押おしつけをし、自分は決裁の必要な書類だけ確かく認にんしてさっさと会社を出た。

　普ふ段だんなら秘書という名の雑用係に運転をさせて家に帰るところだが、そちらも海外出張の後始末を任せてきたので、今はいない。

　雷らい河がが役員を務める九く鬼きグループの子会社は、自宅から徒歩で十五分程度の場所にある。タクシーを使えばすぐだが、手間ばかり取らせる下らない仕事の後だから憂うさ晴ばらしの一つでもしておきたい。となると、行く先は繁はん華か街がいだ。

　馴な染じみの店──九く鬼きの息が掛かかっていて多少問題が起きても気付かない振りが上手な店があるので、そこへ寄ることにした。月に数回は行くし、特に面めん倒どうなだけの面おも白しろくもない仕事の後は必ず行く。結果、店が二、三日改装作業で休業する羽目になったこともあるが、そんなことは雷らい河がの知ったことじゃない。

　会社から店までは、下へ手たに車を使うより歩いた方が早い。時刻はもう十時を回っていて、学生の多いこの街では人ひと気けが大分少なくなっている。

　だが、雷らい河がが向かっている辺りにはクラブやバーといった成人向けの店が数多く存在する地域で、学生の姿が減る代わりにアルコールや香こう水すいの匂においをさせた大人達たちの姿が増えていた。

　健全な空気よりも、こちらの方が雷らい河がには馴な染じみがある。自然と頰ほおが緩ゆるむが、すぐに口を曲げたくなる事実を思い出してしまった。

「明日と明後日あさつては研究室か……ったく、ストレス解消していかないと苛いら々いらが過ぎておかしくなっちまうよなぁ……？」

　愚ぐ痴ちを零こぼしながら路地を歩いていた雷らい河がだが、ふと足を止めて、夜でも掛かけているサングラスに隠かくれた目を細める。

　僅わずかだが、どこからか喧けん噪そうが聞こえる。今いる路地ではなく、一つか二つ離はなれたところで、複数の男が騒さわいでいる声が。

「おぃおぃ、何だぁ？　トラブってんのかぁ、怖こわいったらないなぁ？」

　呟つぶやきながら、早くも足は声のした方へと向けて歩き出していた。

　どうしようもなく口元が緩ゆるみ、攻こう撃げき的な笑えみが零こぼれる。声の感じからすると、喧けん嘩かか、誰だれかが襲おそわれているか。どちらだろうと、雷らい河がには関係無い。どうせ結果は一緒だ。

　電灯の明かりが乏とぼしく薄うす暗ぐらい路地を軽い足取りで進んでいくと、すぐにビルの合間でＴ字路になった箇か所しよに差さし掛かかる。先さき程ほどの声だけを頼たよりにしてはどちらか分からないが、

「……こっちか、なぁ？」

　薄うすく笑えみを浮うかべた雷らい河がは殆ほとんど躊躇ためらうことなく、右へと曲がる。理由は簡単、こっちだと勘かんが告げているからだ。

　自らの勘かんを疑うことなく進んでいくと、狭せまい路地の向こうに人の気配を感じた。それも一人ではなく、複数の。

　どうやらこちらに近い側に、誰だれかが隠かくれているらしい。そして奥おくでうろうろしている数人は、それを探している。状じよう況きようが一いち目もく瞭りよう然ぜんすぎて、少しつまらないくらいだ。

　それでも雷らい河がが踵きびすを返かえさないのは別に謎なぞ解とき要素なんて求めていないからだ。

　……と、ゴミ置き場のコンテナの陰かげから低い姿勢で出て来た誰だれかが、雷らい河がの姿を認めて足を止めた。しかし追われていた奴やつ等らではないと気付いたのか、すぐに駆かけ寄よってくる。

「っ、助けて！　お願いです、助けて下さいっ！」

　悲鳴混じりの声で、縋すがり付つくようにして雷らい河がの右みぎ腕うでを摑つかんできたのは、スラリとした髪かみの長い女性だった。飾かざり気けのなさといい長なが袖そでのブラウスに膝ひざ下した丈たけのスカートという清せい楚そ系の服装といい、こんな場所には不ふ釣つり合あいなタイプで、薄うす暗ぐらい中でもハッとする程ほどの美人なのは一発で分かる。

「何だよ、そんなところにいやがったか！」

「手間掛かけさせないで、早くこっちに来なよ。今なら手て荒あらなことはしないから」

　彼女の声でこちらに気付いたらしく、男達たちがわらわらと近付いて来る。二十歳さい前後らしい男が四人、当然雷らい河がの存在にも気付いているが、意識は完全に女へと向いていた。

　面おも白しろいことに、男達たちは全員おかしな目つきになっている。微かすかにアルコールの匂においはするが、どちらかといえば酔よっているというより興奮して正気を失っていると言う方が近い。

「……おい、そこの兄ちゃん。痛い目に遭あいたくなければさっさと失うせな」

「そうそう。今すぐどっかいかないと、しばらく病院で過ごすことになるよ？」

　意外にも手が出る前に警告を飛ばしてきた連中は、今すぐにでも殴なぐりかかってきそうな雰ふん囲い気きを全身に纏まとい、距きよ離りを詰つめてくる。その迫はく力りよくに女は喉のどから悲鳴を漏もらして雷らい河がの背中側へと回まわり込こみ、それを見た男達たちがさらに殺気立つという、見事な悪あく循じゆん環かんが形成されていた。

　半ば正気を失った、それも体格や身のこなしからして荒あら事ごとに慣れ親しんだ男達たちを前にして、雷らい河がは薄うすら笑いのまま降こう参さんでもするようにゆっくりと両手を挙げ、

「おぃおぃ、ただの通りすがりだってのに随ずい分ぶんだなぁ？　そんなに怖こわい顔しなくたって、身みの程ほどは弁わきまえてるつもりだぜ？」

「だったら早く──」

　当てが外れた女がまた逃にげ出だす前にと、一番近くにいた大おお柄がらな男が距きよ離りを詰つめてくる……が、そこに何の前まえ触ぶれもなく繰くり出だされた雷らい河がの蹴けりが腹部に突つき刺ささった。

「げ、はあっ……!?」

「おぉっと、どこうとしていたのに近付きすぎるから当たっちまったなぁ？　せっかちな男は嫌きらわれるぜ？」

「こいつ、白々しく何を──ぅぎゃあぁぁっ?!」

　崩くずれ落おちた仲間を支えて抗こう議ぎの声を挙げた眼鏡の男に対し、雷らい河がは躊ちゆう躇ちよせず顔めがけて右手を突つき出だす。あっさりと鼻び骨こつが砕くだけ眼鏡の壊こわれる感かん触しよくに、笑えみを深めながらそのままさらに手を抉えぐり込こんだ。

　割れた眼鏡の破は片へんごと眼球に掌しよう打だを抉えぐり込こむと、悲鳴を越こえて絶ぜつ叫きようとしか言いようのない声が路地裏に響ひびき渡わたる。

　それを心ここ地ち良よく聞きながら、男二人を纏まとめて蹴けり倒たおした雷らい河がは、あからさまに戸と惑まどって後ずさる残り三人に向けて、フレンドリーに笑いかけた。

「ほぉら、どうしたよ？　俺おれ様さまと遊んでくれるんじゃなかったのかぁ？」

「て、てめぇっ……騙だましやがって……！」

「おぃおぃ、誤解すんなよ？　俺おれ様さまは『身みの程ほどは弁わきまえてる』って言ったんだ。つまり──選ばれた人間として、ゴミ屑くず共にはそれなりの躾しつけをしてやらないと、って意味だぜぇ？」

　悪びれもせずそう言いきる雷らい河がに、まだ無事な三人は息を吞のむ。目には微かすかな正気と困こん惑わく、そして恐きよう怖ふが混ざっていた。

　完全に場を支配した雷らい河がはにやっと頰ほおを歪ゆがめて笑い、地面で呻うめいていた男の頭を何となく踏ふみ潰つぶし、歯が折れる感かん触しよくと嗚お咽えつに満足しながら前へ出る。

「さぁて、と……躾しつけの次は、ゴミ掃そう除じといくかぁ？」

　お楽しみの時間が始まって、雷らい河がは軽い足取りで倒たおした男の上を行く。歩き心ごこ地ちが悪いので腰こしの辺りを踵かかとで抉えぐると、また嗚お咽えつが聞こえて来たので、気絶はしていないらしかった。後でまた遊べそうだ。

　残りの三人はというと……向かって来る雷らい河がに腰こしが引けていたが、それでも逃にげだそうとはしない。やられっぱなしでいられないというプライドも勿もち論ろんあるのだろうが、余よ程ほど後ろにいる女に未練があるらしい。

　──おかげで楽しめるので、雷らい河がとしては何の不満もないが。




「ふぅ……まぁまぁスッキリしたなぁ。掃そう除じに勤いそしむのもたまにはいいもんだ」

　言葉通り多少の気晴らしにはなったので、雷らい河がは靴くつに跳はね飛んでいた血を近くの建物に擦こすり付つけつつ、笑えみを零こぼした。

　路地裏に立っているのは雷らい河がと、後ろで隠かくれていた女だけ。地面には五人の男が転がっているが、もう呻うめき声さえ上げられなくなっていた。

　驚おどろくべきは、最後まで誰だれも逃にげ出ださなかったことだ。実力差は歴然としていて、さらに目の前で仲間を壊こわされていながら、怯ひるみはしても諦あきらめなかった。おかげで取りこぼすことなく楽しめたので、雷らい河がとしては何の文句もない。

「さぁて、と……これなら普ふ通つうに飲みに行くだけでも十分だが、あんたから礼はあるか？　それとも、俺おれ様さまの方こそ楽しませて貰もらった礼をするべきか？」

　振ふり返かえり、呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた女に問いかけると、肩かたをびくりと震ふるわせながらも、

「あ……ありがとう、ございました……」

　消え入りそうな声になりながらもそう言う姿は、やはり尋じん常じようでなく綺き麗れいだった。

　男達たちの足を止めていたのは、この美び貌ぼうだろう。ただ容姿が美しいというだけでなく、人を惹ひきつけて離はなさないだけの雰ふん囲い気きがある。決して華か美びではないが、見続けていると吞のみ込こまれてしまいそうな、漆しつ黒こくの艶つやが。

　この男達たちとどんな関係なのかは知らないが……正直なところ、どうでもいい。雷らい河がにとって大事なのは、この後だ。

　薄うす暗ぐらい路地裏、地面には半はん壊かいした男達たちという状じよう況きようの中、おずおずといった様子で女の方から雷らい河がに近付いて来る。

「あ、あの……危ないところを助けて頂いて、なんてお礼をすれば……」

「ハッ、なんかせっついたみたいで悪いなぁ？　なら──」

「ぁっ……!?」

　要求を告げようとする雷らい河がの前で、女が躓つまずいて倒たおれかかってきた。

　距きよ離りが近かったので流石さすがの雷らい河がも避よけられず、左手で相手の右手首を押おさえつつ、胸に飛とび込こんで来た形になった女を受け止める。

「す、すみません。足が、震ふるえて……」

「あぁ、気にすんなよ」

　大人の態度で返した雷らい河がは笑えみを浮うかべて、ほぼ密着状態の相手を軽く突つき放はなし──




　無防備な相手の腹部に、膝ひざ蹴げりを叩たたき込こんだ。




「ぁ──?!」

「おっとぉ。いきなり倒たおれるなんて危ないなぁ、おぃ」

　声にならない悲鳴を上げて崩くずれ落おちる女の体を避よけると、雷らい河がは他ひ人と事ごとのように話す。

　そして軽く腰こしを曲げ、地面に倒たおれて体をくの字に曲げて苦く悶もんする女の髪かみを摑つかんで、ひょいと持ち上げる。すると頭から髪がずるりと外れ、下から本当の髪が出て来た。

　手に残った巧こう妙みようなウィッグをしばし眺ながめた後、雷らい河がは「さぁて」と呟つぶやき、

「随ずい分ぶんと面おも白しろいことやってくれるなぁ、『シレン』よぉ？」

　罠わなに嵌はめようとのこのこやってきた遊び相手に、改めての挨あい拶さつをした。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　硬かたい地面に倒たおれた朱あか音ねは蹴けられた腹を手で押さえ、苦痛に歪ゆがめつつも顔を上げ、

「……どう、して……？」

　何度も咳せき込こみ、ヒューヒューとか細い呼吸になる中でようやく絞しぼり出だせた言葉は、それで限界だった。

　──朱あか音ねのプランは順調に進んでいたはずだった。

　雷らい河がが使う予定の飛行機が到とう着ちやくするタイミングで、雇やとっておいた便利屋を空港で待まち伏ぶせさせておき、尾び行こうなどはせずに連れん絡らくを貰もらう。向かう先は会社か自宅かのほぼ二に択たくだろうと考察していたので、どちらにも人を配置しておく。特に本命と思われる会社の方は芽め依い里りに頼たのみ、出入りのタイミングをメールで伝えて貰もらった。

　その間、朱あか音ねは少しばかり素行の悪い連中の集まる盛さかり場ばに行き、適当な面子めんつに向こうから誘さそわせて、やや内気で優ゆう柔じゆう不ふ断だんな素そ振ぶりを見せつつ誑たぶらかし……雷らい河がが近くを通る連れん絡らくを受けると同時に逃にげ出だし、まんまと餌えさで釣つりだした。ちなみに芽め依い里りには絶対に雷らい河がには近付かないよう遠回しに擦すり込こんでおいたので、危険はなかったはずだ。

　一番の問題になる接せつ触しよくに辺り、服装、髪かみ型がた、そして化け粧しようと、変装は完かん璧ぺきに済ませた。声こわ音ねも変えていたし、もし相手が義ぎ兄けいの佳よし彦ひこだとしても会話してしばらくは気付かせないだけの自信があった程ほどだ。

　一昨日に少しだけ接せつ触しよくした雷らい河がに正体がバレる可能性は極ごく々ごく僅わずかだと踏ふんでいたし、蹴けられる瞬しゆん間かんまで気付かれているとは思っていなかった。

　……なのに今、朱あか音ねは無ぶ様ざまにも地面に這はい蹲つくばり、悶もだえる結果となっている。

　手にしていたウィッグを放り投げた雷らい河がは、しゃがみ込こんで朱あか音ねの髪かみを雑に摑つかんで顔を上げさせて、サディスティックに笑う。

「別に、お前だなんて確信はなかったぜ？　だが、空港で誰だれかに見張られている感覚はあったからなぁ。だから念の為ために、知らないヤツが接せつ触しよくして来たらとりあえず誰でもボコって、半殺しまではセーフってことに決めておいた」

　誰だれかが聞いていたら正気を疑うようなことをあっけらかんと言い放ち、雷らい河がはサングラスの奥おくの目を細め、

「ぶっちゃけ、ウィッグを取るまでお前だとは気付かなかったぜぇ？　俺おれ様さまが男女平等主義じゃなければ、危なかったかもなぁ？」

「そ……れは、残念…………だよ」

「まぁ、狙ねらいはある程度読めていたがな。ちょいと目め端はしが利きいて俺おれ様さまとの実力差を感じているなら、狡こすっ辛からい手を使うのはむしろ正道だ。例えば──プレイングタイム外に、チップを狙ねらってくるとか、なぁ？」

　嘲あざ笑わらいながらの言葉に朱あか音ねは苦く笑しようを漏もらそうとしたが、まだ腹部の痛みが強く、上う手まくはいかなかった。

　雷らい河がの推測は正しい。朱あか音ねが狙ねらったのは、チップを剝はがすことによる両者失格だ。これならプレイヤーとしての能力もスキルも関係無く、事を終わらせることが出来る。

　女装をして油断を誘さそい、それとなく人から触ふれられるのを拒こばむ箇か所しよからチップの場所を割り出すつもりだった。そしてあの短い接せつ触しよくで、場所の当たりはついている。

「キミ、は……胸むな元もとに、付けているんだ……？」

「ハッ、流石さすがに目め敏ざといなぁ？　だがまぁ、それを知ったところで哀あわれなことにどうにも出来ないけどな……っと」

　言い捨てた雷らい河がが摑つかんでいた髪かみを乱暴に離はなした為ため、朱あか音ねは顔を地面にぶつける。顎あごを擦すり剝むいて痛みが走るが、今いま更さらその程度を気にしてはいられない。

　腹部に食らった膝ひざ蹴げりの一発で、朱あか音ねの体は殆ほとんど動かなくなってしまっている。自分のことながらうんざりするくらい貧ひん弱じやくな体で、それをどうにかするには休むしかない。無理矢理に動かそうとすれば多少はいけるが、すぐに追つい撃げきを食らって無む駄だに終わるだろう。

　……そう、九く鬼き雷らい河ががこのまま何もしないはずがない。

　ゆっくりと立ち上がった雷らい河がはパフォーマンスでも始めるかのように両りよう腕うでを広げ、

「さぁて、お楽しみの時間は終わったばかりだが、次はお仕置きの時間かぁ？　現実世界こつちでどれだけボコッたところで仮想空間あつちに行けば全回復した状態でまた遊べることだし、意識に問題が起こらない程度に遊ぶってのも有りだな」

「……出来れば、遠えん慮りよさせて貰もらいたい、かな」

「そうつれないこと言うなよ。あぁ、一人じゃ寂さびしいっていうなら適当に何人か見み繕つくろって、パーティーと洒落しやれ込こんでもいいぜ？　いい感じの変態がゴロゴロいる店を知ってるから、そいつ等に明日のプレイングタイムまで遊んで貰もらうかぁ？」

　楽しげに提案してくる雷らい河がだが……冗じよう談だんのように聞こえて、実際はかなり本気なのだと伝わってくる。

　恐おそらく、朱あか音ねがどうなろうと大して興味はない。ただ、悲ひ惨さんな状じよう況きように貶おとしめることが出来るのであれば、そっちの方が面おも白しろいからそうしてみよう、というだけの話だ。最悪としか言いようがない。

　逃にげるどころか抵てい抗こうすら不可能に近い中で迫せまる危険に、朱あか音ねは痛みを無視して思考を走らせる。話すことくらいしか出来ない状じよう況きようでどうすれば希望の展開へと持っていけるのか、針の穴のような小さな抜ぬけ道みちを行く方法を懸けん命めいに探す。

　だが、そこに光明を打ち消す暗い喜びに満ちた雷らい河がの声が聞こえてきた。

「とりあえず、あれだなぁ。逃にげられても面めん倒どうだし、もう少しその綺き麗れいな顔がえげつなく歪ゆがむところも見ておきたいところだし──足でも折っておくか？」

　夕食のメニューを決めるような気軽さでそう言うと、雷らい河がは右の足で、朱あか音ねの左ひだり膝ひざを踏ふみつけてくる。

　そして感かん触しよくを確かめるように軽く体重をかけ、嗜し虐ぎやく的な笑えみを深くし、




「──そこまでにしとけよ」




　突とつ然ぜん路地裏に響ひびいた声に、膝ひざを砕くだこうとしていた雷らい河がの動きが止まる。

　そして倒たおれたままの朱あか音ねが視線を走らせると、雷らい河ががやって来た表通りに繫つながる道に、いつの間に現れたのか一人の男が立っていた。

　暗い中でも映はえる青いスカジャンを着た、まるで何かの主人公のような青年が。

「……おぃおぃ、マジか。マジでヒーロー気取りか、あの野や郎ろうは……！」

　近付いて来る新しん城じよう翔しよう輝きを見て、呟つぶやいた雷らい河がの声が微かすかに震ふるえる。歓かん喜きと苛いら立だちという両立しないはずの感情が綯ない交まぜになったその声こわ音ねだけでなく、引ひき攣つったような壮そう絶ぜつな笑えみが荒あれ狂くるう内心を表していた。

　ゆっくりと、朱あか音ねの膝ひざの上から靴くつ底ぞこの硬かたい感かん触しよくが離はなれて行く。

　狂きよう気きを滲にじませた獰どう猛もうな笑えみを浮うかべた雷らい河がは、向かって来る翔しよう輝きに対し正面に立ち、

「ヒーロー野や郎ろうがストーカーとは驚おどろきだなぁ？　そういうのは最近じゃコンプライアンスが厳しいんだぜ？」

「暴行の現行犯に犯罪について語られるとは思わなかった。もう救急の連れん絡らくはした後だから、警察に捕つかまりたくなければこれ以上は止めてとっとと去れよ」

「……あぁ？　このシチュエーションで、俺おれ様さまに尻尾しつぽ巻いて逃にげろとかぬかしやがんのか？」

　一気に険悪な声になる雷らい河がだが、全く怯ひるむことなく翔しよう輝きは続ける。

「焦あせらなくてもすぐに決着はつけてやる。オレも、お前みたいなのは許せないからな」

「……ハッ、流石さすがはヒーロー野や郎ろうだ。格好いいことぬかしやがるなぁ、おぃ。けどよ、それを吞のむにしても、こいつは別問題だ──なぁ!?」

「ぅぐっ……」

　唐とう突とつに脇わき腹ばらを蹴けり込こまれ、朱あか音ねはくぐもった声を漏もらす。かろうじて腕うでを挟はさみ込こんだので、折れてはいない……が、防いだ腕うでの骨が軋きしむ程ほどの、本気の蹴けりだった。

　この程度では満足いかないのか舌打ちをした雷らい河がは、あくまでも目線は翔しよう輝きの方を向いたまま話を続ける。

「こいつは俺おれ様さまに用があって、こんな馬ば鹿かげた格好までしてくれたんだぜぇ？　お前には関係ないことだし、大人しく半殺しになるのを見届けておけよ」

「そうはいかないな」

　即そく答とうで拒きよ否ひした翔しよう輝きは、力強い目で真まっ直すぐに雷らい河がを見み据すえて、

「目の前で人が傷つけられるのを黙だまって見ていられるか。それに──どうやら、時間切れだ」

「あぁ？」

　訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる雷らい河がだが、何かに気付いて盛せい大だいに舌打ちをする。

「チッ……救急車か。本気で呼んでやがったとは、驚おどろきだな」

　遠くから徐じよ々じよに近付いてくるサイレン音に、吐はき捨すてるようにそんなことを言う。

　一方の翔しよう輝きは険しい表情のまま、油断の欠片かけらも見せずに返す。

「ブラフであんなこと言うわけないだろ。それで、どうするんだ？　警察じゃなくても、この状じよう況きようで身元の照会をされたらまずい脛すねの傷の一つや二つ、あるんじゃないのか？」

「…………あー……本っ気で苛いらつくぜ、クソがよぉ……！」

　言って、雷らい河がは唾つばを吐はき捨すて、凶きよう悪あくな殺気を翔しよう輝きに向けながらも踵きびすを返す。

　そして倒たおれた男達たちを踏ふみにじり、或あるいは蹴け飛とばしながら奥おくへと進んでいき……足を止めないまま、ぐるりと首を回して翔しよう輝きを、そして朱あか音ねを睨にらみ付つけた。

「次に会った時は、お前等ぁ……現実だろうが仮想空間だろうが、絶対にぶっ潰つぶしてやるよ。精々、仮かり初そめの苦痛で済むことを祈いのっておくんだなぁ」

　ただの負まけ惜おしみ──ではない証しよう拠こに、雷らい河がからは今触ふれたら全てを台無しにしてでも殺す気でかかってきそうな、張はり詰つめた怖こわさが滲にじみ出でていた。薄うすいガラス一枚を隔へだてて猛もう獣じゆうと向かい合えば、こんな気分になるだろう。

　朱あか音ねの勘かん違ちがいではない証しよう拠こに、硬かたい表情の翔しよう輝きは一いつ切さいの油断なく雷らい河がの去る後ろ姿を見み据すえている。それは闇やみの向こうに完全に消えるまで維い持じされ……足音を含ふくめた気配がなくなると、大きなため息が漏もれた。

「はー……ったく、やれやれだよ。あんなイカれたヤツの相手、『ゲーム』の中だけにしたいもんだ」

「……なら、わざわざ首を突つっ込こまなくても良かったのに」

　よろよろと体を起こしながら朱あか音ねはぼやき、壁かべに手をついて立ち上がる。無理をしているのですぐにふらつき、やや慌あわてた様子で翔しよう輝きが駆かけ寄よってくる。

「おい、あんま無理するなよ？　もう少し休んでからの方がいいぞ」

「そうもいかないよ。救急車なんて来たら、わたし達たちも……？」

　今まで聞こえていたサイレン音が不意に止やみ、路地裏に静せい寂じやくが戻もどる。

　ここまでは救急車が入って来られないので、表通りに停とまったのかと思ったが、朱あか音ねはすぐにその考えを否定して眉まゆを顰ひそめる。

　そもそも翔しよう輝きが救急車を呼んだというのなら、ここの詳くわしい場所を伝えている必要がある。つまり倒たおれている男達たちや朱あか音ねが暴行を受けているのを目もく撃げきし、一度距きよ離りを取って電話で連れん絡らくをしたということなる……が、彼かれの性格からすると、そんな手間を惜おしんでまずは暴行を止めに入るはずだ。

　となれば、他に協力者がいて、その人物が救急車を呼びに行ったか、もしくは……

「──便利な世の中ですね。サイレン音なんてものがダウンロード出来るだなんて。しかも遠ざかる音に近付いて来る音、その繰くり返かえしと種類も複数用意されているのだから、意味が分かりません」

　……そんなことを喋しやべりながら現れた少女の手には、スマートフォンが握にぎられていた。

　まだ大人というには早すぎる彼女の凛りんとした姿を見て、朱あか音ねはようやく合点が行った。どうしてこの場に新しん城じよう翔しよう輝きが現れたのか？　その疑問の答えが、彼女だ。

　彼女が翔しよう輝きと手を組み、そして朱あか音ねが連れん絡らくを頼たのんでおいた芽め依い里りも籠ろう絡らくして、居場所を特定し、何をするつもりなのかも予測していた……だからこんなにも都合良く翔しよう輝きが乱入してきたのだろう。

「……参った、な……完全に一杯ぱい食わされたね」

　予期していなかったこの状じよう況きように朱あか音ねが観念して白旗を揚あげると、彼女はつまらなそうに小鼻を鳴らし、

「素す直なおにもっと悔くやしがってくれて構わないんですよ。折角上手く行きかけていた先せん輩ぱいの計画を、台無しにされたんですから」

　そう言うと、天才少女と誉ほまれ高い天あま宮みや桐とう子こは冷めきった目で朱あか音ねを見つめる。

　少し前までパートナーだったこの少女がここにいることも、そして自分の計画が読まれていたことも朱あか音ねにとっては意外すぎて、珍めずらしく皮肉めいた返事さえ浮うかんでこない。

　しばし路地裏に沈ちん黙もくが流れたが、倒たおれていた男の一人が呻うめき声をあげ、それに反応した翔しよう輝きが「とりあえず、だ」と仕切り直す。

「マジで救急車は呼ぶとして、ここからは移動した方が良さそうだな。どこに行くか決めてるのか？」

　訊たずねた相手は桐とう子こで、それに天才少女は殆ほとんど即そく答とうで返した。ただし視線は質問の相手ではなく、あくまでも朱あか音ねに向いたままだ。

「今夜の内に決着をつけておきたいこともありますから、場所の提供を願いましょうか。余よ程ほどの恩知らずでなければそれくらいはしてくれるはずですから」

　たっぷりと嫌いや味みの効いたその提案に、朱あか音ねの選せん択たく権はないも同然だった。

　そしてスマートフォンで救急車を呼ぶ桐とう子こを漠ばく然ぜんと見つめ……どうやら今日は負け続きになりそうだと悟さとり、深々と息を吐はいた。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






「はー……凄すごいところに住んでるんだなぁ。これがセレブってヤツか……」

「最初はビビるけどすぐに慣れるぞ。あっ、そこはあたしの場所だからな！　座すわるなら違う場所にしろよ」

「なんでこいつはこんなに我わが物もの顔がおなんだよ……しかも中学生にしては育ちすぎだし……」

「それは育っていない私への当てつけですか？　セクハラで訴うつたえますよ」

「ちょっ、そういうのに敏びん感かんなんだから止めてくれって!?　今度こそサッカー界に戻もどれない体になっちまう……！」

　……ほんの二日前に『もう賑にぎやかになることはないかもしれないな』と思っていた朱あか音ねにとって、少しばかり信じ難がたい光景が広がっていた。

　桐とう子こが選んだ移動先は当然のように朱あか音ねの自宅で、着いてみると先に芽め依い里りが中にいて勝手に冷蔵庫を開けているところだった。初めて訪おとずれた翔しよう輝きはやや落ち着かない様子だったが、入室して数分と経たたずに馴な染じんだ様子を見せている。

　自分の家が全く別の物になったような感じがして、朱あか音ねは殆ほとんど喋しやべることなくソファーの前に立っていたが、そこに芽め依い里りの声が飛んできた。

「なー、ジュースがないぞ。つーか飲み物だけじゃなくて食べる物もねーし。冷蔵庫の中、水と調味料しかないじゃんか」

「……ああ、こんな事態は想定していなかったからね。なら、買い出しに──」

　言いながら朱あか音ねはテーブルに置いた財さい布ふと鍵かぎを持ち直そうとしたが、手が触ふれる前に桐とう子この声がそれを遮さえぎる。

「芽め依い里り、すみませんが行ってきて下さい。新しん城じよう先せん輩ぱいを荷物持ちに使っていいですから」

「……なあ、オレの扱あつかいがちょっと酷ひどすぎないか？　これでもオレ、協力してやってる立場で、この中で最年長なんだが」

「そーいうのはいいから、行こうぜ。腹減ったから牛ぎゆう丼どんも買っときたいし」

「……そういやまだ夕飯食ってなかったな。んじゃ、分担して買いに行くか」

　相談というには随ずい分ぶんと速いテンポで決めていくと、芽め依い里りと翔しよう輝きは部屋から出て行ってしまった。

　残される形になった朱あか音ねは、この状じよう況きようを作り出した桐とう子こを黙だまって見つめるしかない。あの二人も察したのだろうが……移動に使ったタクシーの中からずっと、桐とう子こは何かを言いたそうにしていた。それもおずおずとした可愛かわいらしい感じではなく、爆ばく発はつさせるタイミングを見計らっているような内に激しさを秘めた様子でだ。

　そしてその『爆ばく発はつ』の時が近いらしく、二人きりになってから少しの間を置いて、桐とう子こは真っ正面から朱あか音ねを睨にらみ付つけてきた。

「……随ずい分ぶんと早い、そして惨みじめな姿での再会になりましたね。それでも、手て遅おくれになる前で良かったと言うべきなんでしょうが」

「そうだね。まさか桐とう子こちゃんが執しゆう念ねん深ぶかく邪じや魔ましにくるだなんて、思ってもみなかったよ」

「先せん輩ぱいに何度苦く汁じゆうを飲まされたと思っているんですか。意い趣しゆ返しをするのは当然です」

　吐はき捨すてて言うその声に、勝かち誇ほこるような匂においはない。むしろまだ怒いかりを蓄たくわえたままで、今にも飛びかかってきそうな雰ふん囲い気きまである。

　冷たい目の中に嵐あらしを内包した桐とう子この視線を受け……やっぱり、と朱あか音ねは確信に至る。この優ゆう秀しゆうな後こう輩はいは、ちゃんと読み切っているのだと。

　そうと分かっていながら、朱あか音ねは不思議そうに曖あい昧まいな笑えみを作ってみせ、はぐらかす。

「悪くない作戦だと思ったんだけどな。いくら九く鬼き雷らい河がでも、チップを取ってしまえばそれで失格だ。勿もち論ろん、わたしも失格になってしまうけれど、相あい討うちなら個人的には満足だしね」

「……そうですか。見たところ、あの男のチップを取るのに失敗し、痛めつけられていたようでしたが？　それでも、失策ではないと？」

「まあね。何しろ『ゲーム』の時間じゃない。多少痛めつけられたところで、無理矢理に『潜界ワールドダイブ』させられることもないんだから、後で雪せつ辱じよくの機会はいくらでも、」

「──戯ざれ言ごとはいい加減にして下さい！　先せん輩ぱいの考えくらい分かってます！」

　叱しつ責せきの意図の込こめられた怒ど鳴なり声をあげた桐とう子こは、朱あか音ねの胸むな座ぐらを摑つかむと、そのまま強く押おしてきた。

　加減を知らない、殆ほとんど体当たりに近い行動に、後ろにあったソファーへと倒たおされる形になる。しかも桐とう子この手は離はなれないままで、怒いかりを剝むき出だしにした目で朱あか音ねを睨にらみつけた。

「九く鬼き雷らい河がのチップを取る、それも作戦の一つだったのは間違いないのでしょうね。でも、もし失敗した場合……そして成功したとしてもあの男が逆上した場合、どうするつもりだったんですかっ？」

「…………キミの予想は？」

　正解に辿たどり着ついていると分かっていながら、朱あか音ねは訊たずねる。

　それに対し、桐とう子こは口にするのも嫌いやそうに顔を歪ゆがめ、




「決まっています──彼をさらに煽って、死ぬつもりだったのでしょう!?」




　最後の方は悲鳴に近い声こわ音ねになっていたその回答は、普ふ通つうならばとんでもないと鼻で笑って否定して終わりだ。

　だが朱あか音ねは強く胸むな座ぐらを摑つかまれたまま、何も言わない。

　それが腹立たしいのか、桐とう子こは軋きしむ音が聞こえてきそうな程ほどに奥おく歯ばを嚙かみ締しめて、

「……いくら九く鬼きの人間でも、殺人事件となればそう簡単に揉もみ消けせません。ましてや今は『ＰｏＳ』というプロジェクトが動いている関係で、端たん末まつを通じて間接的に厳しく監かん視しされている状態です。そこで一つのチップから反応がなくなれば……そのチップが最後に反応した場所に彼かれがいたと分かれば、グループ外の協力している人達の間に知しれ渡わたるでしょう」

「……そうなれば、確かに九く鬼き雷らい河がは終わりだろうね。彼を好ましく思っていない人間は数多くいるから」

「つまり、先せん輩ぱいの計画は失敗しても構わない前提で立てられたものです。結果的に雷河を激昂させて殺されれば、それで目的は達成されますから。いくらあの頭のおかしい男でも、本当の意味で命がけの相あい討うちを狙ねらっていただなんて予測出来るはずがありません」

　──そう、普ふ通つうならば読めるはずがない。常人とはかけ離はなれた思考回路の雷らい河がであっても、まさか『ゲーム』で全くリターンの釣つり合あわない相あい討うちを企たくらんでいるなど、そんなの分かるはずがない。

　才能豊かでも人格に問題のある雷らい河がならば、上う手まくコントロールして殺されるくらい、朱あか音ねならほぼ間違いなく成功する。その過程でどれだけの苦痛を与あたえられることになるのかは、考えるとなかなかに憂ゆう鬱うつな気分になれるが、まあ関係無い。

　頭が回る人間ほど、作戦の次にあるこの落とし穴の存在には気付かない。

　なのに、桐とう子こはその回答に辿たどり着ついた──

「……まさか、だったよ」

「何がですか？　この期ごに及およんで誤ご魔ま化かしたところで──」

「そうじゃなくてね。あの場にキミが来たことも、その答えを出されてしまったことも、全然予期していなかった。賢かしこい桐とう子こちゃんなら無意識に除外する選せん択たく肢しだからね」

　それは暗に正解だと認める言葉で、桐とう子この表情が露ろ骨こつに歪ゆがむ。天才少女にしては稀け有うなことに、自身の回答が外れていて欲ほしかったらしい。

　言葉通り、理に合っていないこの正解は誰だれにも──九く鬼き雷らい河がにも新しん城じよう翔しよう輝きにも、そして天あま宮みや桐とう子こにも導き出せないはずだった。

　なのに桐とう子こは決別から二日足らずで正解に至った。それは朱あか音ねの予測からすれば有り得ない事態と言っても過言じゃない。

「読めるとしても、盤ばん外戦を挑いどんでチップを奪うばい取とるところまでだと踏ふんでいたよ。どうしてその先まで分かったのかな？」

「……運が良かっただけです。新しん城じよう先せん輩ぱいが初めて貴方あなたを見かけた時のことを聞けましたので」

「初めて……？　わたしと彼は、一昨日が初対面のはずだけれど？　それとも、学園のどこかですれ違いでもした時のことかな？」

　言いながら、たぶんそうではないと否定の考えが生まれる。

　朱あか音ねの方は翔しよう輝きを見かけたことが何度かあるが、それは相手が目立つから『あれが噂うわさの』と認にん識しき出来た。しかし朱あか音ねは普ふ段だんなるべく目立たないよう学園生活を送っていたのだから、もし見かけたとしても記き憶おくに残ることはないだろう。それこそ、余よ程ほど意識をしない限り。

　ならばどこで……と記き憶おくを遡さかのぼろうとする朱あか音ねだが、その前に胸を摑つかんでいた桐とう子この手に入っていた力が和やわらぎ、

「学園の中ではありません。ここに来る前に、先せん輩ぱいを見かけたと言っていました」

「ここに……新しん湘しよう南なんタウンに？　なら、人違いじゃないかな？」

「それは無いと言っていました。間違いなく同一人物だと──病院で見かけた、入院患かん者じやに」

「………………ああ……」

　思わず漏もれた嘆たん息そく混じりの声は、納なつ得とくというより呆あきれの一言だ。

　神様というのは求めている時は素そ知しらぬ振ふりをし、どうでもいい時に要いらない悪戯いたずらばかりする存在だ──と常々思ってはいたが、まさかここまで酷ひどいとは想像していなかった。

　桐とう子このくれたヒントで、気が付いた。『竜りゆう宮ぐう城じよう』から新しん湘しよう南なんタウンに移る前に、朱あか音ねは三ヶ月弱だが病院にいた時期がある。

　そして翔しよう輝きの妹の光ひか流るは腎じん臓ぞうを患わずらっていて、入退院を繰くり返かえしていたはずだ。そんな彼女の入院していた病院が、もし朱あか音ねが運はこび込こまれた所と同じなら……なかなかに有り得ない話だが、そんな可能性が全く無いとはいえない。

　何より相手は新しん城じよう翔しよう輝きだ。常人にとっては細すぎて見えないような糸でも、気が付けばその手に絡からめ取って引き寄せているという主人公体質のあの男なら、人違いよりも可能性は高いかもしれない。

「なるほど、ね……でも、どうしてそれがヒントに？　わたしが怪け我がをして入院していたことは、この間の話で気付いていたと思うけど？」

「……では、内科の先生と話していたのは何故ですか？」

「…………」

　選よりに選よってその場面を見られていたのか、と天を仰あおぎたくなる。

　もう二年は前のことだが、朱あか音ねは心当たりがあった。病室は個室で、そこ以外で医者と会話になったことは殆ほとんど無い。看護師や他の入院患かん者じやに話しかけられることは何度となくあったが、医者と病室の外で話したのは、記き憶おくしている限り一度だけだ。

　そしてあの時に話していた内容は、

「手術を勧すすめられていたようだった、と新しん城じよう先せん輩ぱいは言っていました。その時に左手には包帯を巻いていたとも言っていたので、義手に関するものではないはずです。……では、何の手術を勧すすめられていたのでしょうか？」

「……さて、ね。脳が腐くさっているから換かえた方がいいとでも言われていたのかな？」

「先せん輩ぱいの場合、腐くさって交こう換かんが必要なのは性格でしょう。それと──内臓を数ヶ所、ですね」

　朱あか音ねの軽口に返しながらも、桐とう子こは真しん剣けんな表情のままで、瞳ひとみの怒いかりの灯火も弱まらない。

「想像で話しているにしては、やけにハッキリ言うね」

「裏を取ってありますから。芽め依い里りを通じて、先せん輩ぱいのお義に兄いさんに確かく認にんしました」

「……佳よし彦ひこも随ずい分ぶんと口が軽くなったものだね。迂う闊かつに秘密は話せないな」

　困った風に言うが、義ぎ兄けいがどんなつもりで話したのかは理解している。

　桐とう子こに伝えることで、自分と利害が一いつ致ちすると踏ふんだのだろう。まだ諦あきらめていないとは思ったが、想像以上にしつこい。

　ともあれ、桐とう子こも知ってしまったというわけだ。だからこそ読み違えなく正解に辿たどり着ついたのだろう。その証しよう拠こに──怒いかりにかき消されそうな弱々しいものではあるが、表情に憐れん憫びんのような感情が微かすかに覗のぞいている。

「……移植手術をしないと数年しか保たないというのは、本当なんですね？」

「佳よし彦ひこがそう言ったんだろう？　わたしならともかく、あの心配性しようのお節せつ介かい焼きはつまらない噓うそなんて吐つかないよ」

「なら、先せん輩ぱいが手術を拒こばんでいるというのも本当なんですね」

「……一応、ね。緊きん急きゆう性のある肝かん臓ぞうは、わたしに黙だまって佳よし彦ひこの指示で手術されてしまったけれど、あとはそのままだよ」

　ソファーに押おし倒たおされたまま、朱あか音ねはやれやれと小さく首を横に振ふる。

　──運び込まれた病院で無くなった左手の代わりに義手を取り付ける際に、いくつかの検査を受ける中で発覚したことがあった。

　それは血管や内臓が実年ねん齢れいに比べて大きく劣れつ化かしており、一部は機能不全を起こし掛かけているということだ。

「二次性せい徴ちようが始まる前から無む認にん可かの物を含ふくめた様々な薬やホルモン注射をされて、何度となく不要な手術も受けてと、やっぱり負担が大きかったんだろうね。摘てき出しゆつされた肝かん臓ぞうなんて老人のものと大差ないと言われたよ」

「……なのに、移植手術は受けるつもりはないと？」

「人工臓器の限界は近くて、十年も保たない。それを数ヶ所となると、毎年のようにどこかしらの手術を受けて……おまけに、それをやっても人並みに生きられる保証は出来ないとハッキリ言われたからね。だったら、このままでもいいかと思っただけだよ」

　その言葉に噓うそはない。術後の辛つらさは酷ひどいものだったし、今の状態なら少し薬を飲むだけで普ふ通つうの生活を送るのに問題は無い。

　だが、桐とう子こはまるで納なつ得とくしていない様子で、至近距きよ離りから朱あか音ねの目を覗のぞき込こんでくる。

「新しん城じよう先せん輩ぱいとお兄さんから先せん輩ぱいの体のことを聞いて、ようやく分かりました。いくら仮想現実とはいえ、痛みを伴ともなう勝負で、捨て身の作戦を平然と行う理由が」

　言って、桐とう子こは微かすかに顔を顰しかめる。自らの言葉に、心を傷つけられているかのように。

「つまり、先せん輩ぱいは──死ぬのが怖こわくないのではなく、死ぬ時を待っていたのでしょう？　叶かなわないのなら、せめてスリルを伴ともなう刺し激げき的な時間を過ごそうというつもりで」

「……わたしは単に、勝つ為ために最善と思える意外性のあるプランを選んだだけだよ」

「どう答えようと構いません。ですが先せん輩ぱいの行動は、遠回しな自殺も同然です。『ＰｏＳ』の中でならそれも絶対にいけないとは言いません……が、現実に命を投げだそうとするのなら話は別です」

「……分からないな。キミは、何がそんなに気に食わないのかな？」

　別に、苛いらついた訳じゃ無い。ただ本当に分からないだけだ。

　桐とう子ことの関係は、決して良好とはいえなかった。口で何と言おうが、どれだけ冷れい淡たんに思考が出来ようが彼女は基本的には優やさしい子なので、同情されているというのならまだ分かる。

　だが、桐とう子この言葉に含ふくまれた一番大きな感情は、怒いかりだ。潔けつ癖ぺきな彼かの女じよが忌き避ひするのならともかく、怒おこるというのは分からない。

　押おし倒たおされた態勢のまま朱あか音ねが困こん惑わく顔をしていると、桐とう子この表情がさらに険しくなる。

　そしてカッと血が上ったように桐とう子この顔が赤らみ、一度は緩ゆるんだ手にさっきまで以上の力が籠こめられ、




「短期間でも、大だい嫌きらいな人でもっ！　あれだけ深く付き合った相手が死ぬだなんて嫌いやに決まってるじゃないですかっ！」




　……息を荒あらげてぶつけられた言葉の意味が、朱あか音ねにはすぐに吞のみ込こめなかった。

　それでも、湿しめった土に撒まかれた水が染しみ入いるように、ゆっくりとどういうことなのかを理解していき……

「…………嫌いやに、決まってる……か」

　たっぷり一分近い時間を掛かけての朱あか音ねの反応に、桐とう子こは露ろ骨こつにむっとした表情になる。

「子供じみた感想だとでも言うつもりですかっ？　どう言われようと、こんな当たり前なことも分からないような人に──」

「違うよ、桐とう子こちゃん。そんな当たり前のことも、わたしは全然思いつかないんだな、と改めて気付かされてね」

　苦く笑しようを漏もらしての言葉に、息巻いて意見しようとしていた桐とう子こも勢いを無くす。

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる桐とう子こにとっては、言葉通り当然のことなのだろう。

　だが朱あか音ねにとっては本当に意外で、これまでの人生の中でもかなり衝しよう撃げき的な言葉だった。

「…………あの……先せん輩ぱい？」

　啞あ然ぜんとしてろくな反応をしない朱あか音ねを流石さすがに怪け訝げんに思ったらしく、桐とう子こが心配そうに名前を呼んでくる。

　あんなにも怒おこっていたのに優やさしい後こう輩はいの様子に、朱あか音ねはつい頰ほおを緩ゆるめて微ほほ笑えむ。それが気に障さわったのか、桐とう子こはむっとして眦まなじりを吊つり上あげ、

「何がおかしいんですかっ。私は真面目に──」

「や、違うんだよ。気を悪くさせたなら謝あやまるけど、あまりの馬ば鹿かさ加減に笑えてしまって」

「……本気で首を絞しめてあげましょうか？」

「だから違うよ。元より、大して頭が良いいとは思ってなかったけど、ここまで自分が馬ば鹿かだとは思わなくてね……なのに人の心を読めるつもりでいたなんてさ。こんな簡単なことも分からない癖くせにさ」

　言いながら朱あか音ねは再び自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべる。

　ただ……不思議なことに、それほど悪い気分じゃない。自分の愚おろかさを愁しゆう嘆たんするより、その程度の人間だったという事実を突つき付つけられたことで、少しスッキリした。

　……と、不意に桐とう子こが驚おどろいた顔になり、

「あ、あの、先せん輩ぱい……!?」

「うん？　何かな、桐とう子こちゃん？」

「その……気付いてないみたいですけど……涙なみだが……」

「えっ？　……ああ、本当だ」
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　指先で目の下に触ふれて、朱あか音ねはそこで初めて自分が涙なみだを流していたことに気付いた。感かん極きわまったという程ほどではないはずなのに、おかしな話だと思う。

　指の腹で涙なみだを拭ぬぐい、込こみ上あげてくる笑えみを抑おさえられず頰ほおが緩ゆるんでしまいながらも、朱あか音ねは困こん惑わく気味の桐とう子こを軽く手で押おして近付きすぎていた彼女を少しだけ遠のける。

「それで、桐とう子こちゃんはわたしを説教する為ために助けてくれたのかな？　心を入いれ替かえて命を大事にしろとでも言うつもりかい？」

「……前半は正解です。命がどうこうと諭さとしたところで、私と先せん輩ぱいは所しよ詮せん他人ですから。目の届く範はん囲い内で死なれるのは嫌いやなので阻そ止ししますが」

「だとしたら……わたしの思おも惑わくを阻そ止しする為ために？」

「残りの半分はそれです。本当ならもっと早くに新しん城じよう先せん輩ぱいを突とつ撃げきさせて、あんなことになる前に介かい入にゆうするつもりでした」

　説明をしながら、桐とう子こは再び力強い目で朱あか音ねを睨にらみ付つけ、

「……手術のことに関してこれ以上は口出ししませんが、『ゲーム』が絡からむのなら話は別です。あんな方法、私は認めません」

「どうして？　命いのち懸がけになることを除けば、チップを取るのが一番確実にあの男を排はい除じよ出来る方法なのは間違いないよ。わたしは失格になるけれど、桐とう子こちゃんからすれば悪い話じゃないと思う──」

「だからそれが気に食わないと言っているんです！」

　強い口調で拒きよ絶ぜつした桐とう子こは、これまで時折見せてきた彼女らしさに溢あふれた目をしていた。

　天才少女の呼び名からは想像も出来ない、筋金入りの負まけず嫌ぎらいの目だ。

「先せん輩ぱいの戦い方は最悪です。私を『奴隷パートナー』にした時も、芽め依い里りを犠ぎ牲せいにした時も、それから怜れい泉せん先せん輩ぱいを罠わなに嵌はめた時も、いつだって卑ひ怯きような手段を平然と使ってきました。ですが、それはあくまでもルールの範はん囲い内で、勝利する為ためのものです」

「……相あい討うちは不満、ということかな？」

「いいえ。結果としてそうなるのならば、それも仕方有りません。ですが今回の場合、先せん輩ぱいの第一目的は九く鬼き雷らい河がと共とも倒だおれになることとしか思えませんでした。そんなの……今いま更さらそんなこと、許せません……！」

「……じゃあ……つまり桐とう子こちゃん、キミがわたしの邪じや魔まをしたのは──」

「決まってます、勝つ為の戦いをしていなかったからです。目的さえ履はき違ちがえなければ、先せん輩ぱいならあの男に勝利する策を──砂すな粒つぶよりも小さく絹糸よりも細い可能性だとしても、零ゼロではないのであれば勝利を掠かすめ取とる策を練り、実行していたはずです。その結果が無む惨ざんに敗れたとしても、最後の最後まで勝利を諦あきらめずに、やれることは全てやって」

「…………」

「それから……どちらかというと、私としてはこれが大事なのですが」

「……？…………まだ、何か……？」

「あの他人を見下している態度の大きなむかつく男は、真っ正面から負かしてやった方が清々しますから。共とも倒だおれなんかより、ずっと気分が良いいはずです」

　至し極ごく真面目な顔でそんなことを言い放つ桐とう子こに、朱あか音ねは思わずぽかんと口を開けて呆ぼう然ぜんとし……そして、今度こそ笑いを堪こらえられなくなってしまった。

「…………く……ははっ……うん、そうだね。桐とう子こちゃんの言う通りだ……！」

「当たり前です。直接何かされた訳でもないのにここまで業ごう腹はらなんですから、因いん縁ねんのある先せん輩ぱいが不ふ甲が斐いない選せん択たくをしてどうするんですか」

　むくれたような感じで怒おこる桐とう子この言っている内容は、完全に感情のみが突つっ走ぱしっていて、理論的とは程ほど遠とおい。

　だが、朱あか音ねにとってはこれ以上なく説得力のある話だ。

「確かに、ね。彼の悔くやしがる顔を見てからの優勝は、格別に気分が良さそうだ。うん、これ以上の理由はこの世界のどこにも存在しない」

「先せん輩ぱいは言うことが大おお袈げ裟さですね……まあ、概おおむね否定はしませんが」

　ふう、と小さく息を吐はき出だした桐とう子こは、疲つかれたような顔をしながらも微かすかに笑っていた。

　その笑え顔がおを見ているうちに、ここ数日朱あか音ねの胸の内にあった澱よどんだ黒い霧きりが、少しずつ晴れていく感覚があった。九く鬼き雷らい河がと思わぬ再会をしてから、数年間ずっと燻くすぶっていたところに新たな火種を加えられて、変な火の付き方がしていたらしい。

　毒気が抜ぬかれるというのはこんな感じなんだろうか……と朱あか音ねが考えていると、不意にリビングのドアが開き、

「戻もどったぞー。一応、牛ぎゆう丼どんと豚ぶた丼どんを人数分買って来たから、余ったらあたしに回して……」

「なあ、今いま更さらだけど四つずつ買う必要は本当にあったのか？　絶対余る……だろ……？」

　ビニール袋ぶくろを片手に入って来た芽め依い里りと翔しよう輝きが、こちらを見てフリーズしていた。驚おどろきに目を丸くして、特に翔しよう輝きは完全に『まずった』と表情が言っていた。

　別にまずいことなんて何もないはず……と思いかけてから、朱あか音ねはふと気付く。そういえば、桐とう子こが太ふと股ももの上に乗ったままだ。

　これでは傍はた目めからは、もしかしたら恋こい人びと同士が愛を育はぐくみあっている真っ最中に見えなくもない、かもしれない。

　そんな予想が当たったらしく、翔しよう輝きは気まずげに頭を搔かいて、

「あー……その、なんだ。もしあれだったら、外で食って来ようか？」

「……不要な気き遣づかいです。変な勘かんぐりは止めて下さい。裁判沙ざ汰たにしますよ？」

　怒いかりを押おし殺ころした声でそう言うと、桐とう子こはむすっとした表情で朱あか音ねの上から降りた。不ふ機き嫌げんなのを隠かくそうともしない態度だが、若じやつ干かん耳が赤くなっている。

　いつもならこれ幸いとからかうところだが、流石さすがにこの流れでそんなことをする気にもなれず、朱あか音ねはゆっくりとソファーから立ち上がった。

　そして三人の注目が自分に集まっているのを認めた上で話し始める。

「食事の時間になるのは構わないよ。ただ、その後で新しん城じよう先せん輩ぱいにはもう少し付き合って貰もらいたいな」

「おう？　いいけど、オレだけか？」

　他の二人を気にする翔しよう輝きに、朱あか音ねは頷うなずきながら否定する。

「勝手ながら、桐とう子こちゃんにはまた協力して貰もらうことにしたからね。芽め依い里りちゃんは元々だし、そこに先せん輩ぱいも加わって貰もらおうという相談だよ」

「あー……仲直りしたのはそりゃ良かったが、前にも言った通りオレは──」

「そんな話は後でにしよーぜ。折角買ってきたメシが冷めちまうよ」

「そうだね。芽め依い里りちゃんの言う通り、小難しい話は腹ごしらえの後にしようか」

　早くもテーブルに着いて目の前に牛ぎゆう丼どんと豚ぶた丼どんを両方並べる芽め依い里りに苦く笑しようしつつ、朱あか音ねはちらりと桐とう子こを見る。勝手に復ふく縁えんしたと言ってしまったが、異論はないらしい。

　脅きよう迫はくして『奴隷パートナー』になって貰もらった桐とう子こから発破を掛かけられるだなんて、出会った当初には想像だにしなかったが……おかげで、目が覚めた。

　頼たよりになる後こう輩はいに感謝をしつつ、朱あか音ねは思考を切きり替かえるように一度瞼まぶたを落とし……

「それじゃ、早く食べちゃおうか。それが終わったら、鬼おに退治の相談を始めよう」

　再び開けた瞳ひとみには暗い復ふく讐しゆうではなく悪戯いたずらっぽい稚ち気きに富んだ光を灯ともして、微ほほ笑えむ。

　ここから先は、敵を負かせる戦いではなく──自分達の手で勝利を得る為ための戦いだ。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






「さて、まず最初に一番大事な部分の交こう渉しようから始めようか」

　芽め依い里り達たちが買ってきた弁当の牛ぎゆう丼どんを食べ終え、温かいプーアル茶を振ふる舞まって一息着いた後で、朱あか音ねはそんな風に切り出した。

　ちなみに朱あか音ねと桐とう子こは牛ぎゆう丼どん一つで満腹になった。残りの牛ぎゆう丼どん二つと豚ぶた丼どん四つを芽め依い里りと翔しよう輝きで分け合い完食するという、見ているだけでも御ご馳ち走そう様さまと言いたくなる光景が繰くり広ひろげられたが、二人とも満足げではあるものの苦しそうではないので、同じ人類でもここまで胃い袋ぶくろに差があるのかと少し不思議だ。

　ともあれ、食事が済んでまったりした空気が満ちる前に、本題の話し合いへと移った。既すでに芽め依い里りはテーブルを離はなれてラグの上に転がっているが、まあ放っておいてもいいはずだ。

　何より一番の問題は、朱あか音ねの前に座すわって幸せそうにお茶を飲んでいる翔しよう輝きなのだから。

「改めて新しん城じよう先せん輩ぱいに協力を求めたいのだけれど……色いろ好よい返事は貰もらえるかな？」

「やー……今回は見過ごせない状じよう況きようっぽかったから協力したけど、『ＰｏＳ』でバトるんなら話は別だぜ。何だかんだでお前らとはがっつり関わっちまったから、ちょっと戦い難にくいけどさ」

「なら、戦わないで済ませる選せん択たく肢しもあると思うよ。これはキミの言い分はもう十分に理解した上での提案だよ」

「つっても、優勝は一人だけだろ？」

　結局は潰つぶし合いになるか、交こう渉しようを経てどちらかの下に付くかになる。ならば仲良く協力など、そう簡単には出来ない。特に翔しよう輝きの場合、勝ち方にも拘こだわりが見える。共きよう闘とうの後に勝利を譲ゆずられるのでは嫌いやだと断られたこともあった。

　だが、今回は以前とは少し状じよう況きようが違ちがう。

「九く鬼き雷らい河がを倒たおした際に得られるポイントは五倍──これに今まで得たポイントを足せば、余よ裕ゆうでわたしのオリジンスキルが使える。つまり、事実上次が最後の戦いになるね」

「あー……そっか、《ｆ》を倒たおしたんだっけか。だったら二人のポイントを合わせると……なるほどなぁ……」

　納なつ得とくした、というよりは困った事実を思い出して弱ってしまった翔しよう輝きの素す直なおな反応に、朱あか音ねは苦く笑しようしつつ続ける。

「とはいえ、捕とらぬ狸たぬきの何とやらだよ。雷らい河がを倒たおせれば、という話だからね」

「まあな。でも、倒たおされちまうと終わりになるってことだろ？」

「そうなるかな。だから……という訳では無いけれど、共きよう闘とうに関して二つ提案があるんだ」

　右手の指を二つ立てた朱あか音ねは、一度中指を折って人差し指だけを残し、

「まず、リーダーは作らない。作戦に関しては誰だれかの主導ではなく、全員で決めて戦いに臨のぞむ形にする」

「……個人的に先せん輩ぱいの外げ道どう作戦でストレスが溜たまらないのは嬉うれしいですが、舵かじ取とり役はいた方がいいのではありませんか？」

「どんな作戦が出て来るかは分からないけど、あの男を相手に完かん封ぷうするのは難しいよ。だから何らかの痛手、犠ぎ牲せいは前提になるし、想定外の展開も絶対に出て来る。そんな中で作戦を修正し、臨機応変に対応する為ためには、それぞれの判断で動けた方が良いい。そっちの方が、雷らい河がも読みづらくなるしね」

「出来るんならそれが理想的だな。けど、やれんのか？」

　翔しよう輝きの心配は尤もつともで、桐とう子こも同意するような目を朱あか音ねに向けている。吞のん気きなのはラグの上でゴロ寝ねしながらコンビニで買って来たらしい漫まん画がを読み始めた芽め依い里りくらいだ。

　だが、朱あか音ねも単に平等の精神でこんな提案をしたつもりはない。

「ここにいる面子めんつなら問題無いよ。無理があると思っていたら、初めからこんなこと言うつもりはなかったしね」

「……だったら、私からは文句ありませんが」

「オレの方は過大評価って気もするがなー……ま、期待して貰もらえるんなら頑がん張ばるが」

　桐とう子こは眉まゆを顰ひそめて、翔しよう輝きは頭の後ろで手を組んでの返事がくるが、どうやら二人共満まん更ざらではないらしい。

　ならば、と朱あか音ねは中指も立てて指を二本に戻もどす。

「もう一つの条件は、優勝者に与あたえられるものに関してだ。とりあえず賞金は、そこにいる芽め依い里りちゃんも含ふくめて四等分……と考えているのだけれど、新しん城じよう先せん輩ぱいに異論があるなら、三等分でもいいよ。わたしの取り分を回せばいいだけだしね」

「オレは四等分で構わないぞ。一億あるだけでも持て余すのは間ま違ちがいないし」

「なら、賞金は四等分するとして。問題になる願いを叶かなえて貰もらえる権利は、実際に雷らい河がを倒たおした人物に与あたえられる……ってことでどうかな？」

「止とどめを刺さしたらボーナス、ってことか？　分わかり易やすくてオレは好きだが、それだと作戦立てにも偏かたよりが出るんじゃないか？」

「だったら自分が有利になる、それでいて他の二人がぐうの音も出ない作戦を立ててくれればいい。そこでプロモーション失敗しておいて後に引きずる程ほど、皆みな狭せまい料りよう簡けんはしていないだろうからね」

「嫌いやな言い方するなー……ま、納なつ得とくではあるな。そこを含ふくめて個人の裁量が求められるってだけで」

　手を組んだまま頷うなずく翔しよう輝きに、蛇だ足そくかもしれないと思いつつ、朱あか音ねはもう一つ付け加える。

「もし新しん城じよう先せん輩ぱいが望むなら、勝利者権限を得られなくてもいくらか病院関係者を紹しよう介かいするくらいなら出来るよ。違い法ほうなブローカーは駄だ目めだけどね」

「駄だ目めって、紹しよう介かいするのは可能なのかよ……つーか、オレの願いはダダ漏もれなのな」

「だから伝えておいたでしょう？　お人ひと好よしが過ぎる新しん城じよう先せん輩ぱいでは漣さざなみ先せん輩ぱいに一方的に喰くわれるだけです、と」

「色々教えて貰もらっておいたのにダメージでけぇ……特に中学生からの容よう赦しやない言葉が……」

　はー……、と深いため息を吐つく最上級生を尻しり目めに、桐とう子こは澄すまし顔でお茶を飲む。

　二人のバランスの良さを不思議と嬉うれしく思いつつ、朱あか音ねは話を戻もどす。

「保険程度に思っておいてくれれば構わないよ。返事もしないでいい。先せん輩ぱいが勝つのならそれで良し、終わった後で伝つ手てを使う気になれば、その際に言って貰もらえればいいしね」

「ん……けど、それだとオレに都合が良すぎだろ。厚こう意いは有あり難がたいが、そこまでされると対等じゃない」

「キミらしい公正さだね……と言いたいところだけれど、天てん秤びんは釣つり合あっているよ。いや、むしろ足りないくらいだから」

「……そうですね。私もそう思います」

「へっ？　ど、どこがだ？」

　桐とう子こまで同意したことが余よ程ほど意外だったのか、翔しよう輝きはあからさまに狼狽うろたえて視線を交こう互ごに彷徨さまよわせる。

　ここで種明かし……という訳では無いが、ちゃんと説明しておかないとフェアではないので、朱あか音ねは軽く肩かたを竦すくめ、

「わたしと桐とう子こちゃんのスキルはあまり攻こう撃げき的じゃなくてね。正直なところ、二人がかりでも真正面から九く鬼き雷らい河がとぶつかって勝てる可能性は殆ほとんど零ゼロに近い。奇き策さくでチャンスの一つくらいならあるかも知れないけど、賭かけられるレベルの勝算じゃないね」

「攻こう撃げき的じゃないスキルって……でもよ、《ｆ》を倒たおしたんだろ？　違ちがうプレイヤーも倒たおしているんじゃないのか？」

「そうです。先せん輩ぱいの卑ひ劣れつな罠わなと騙だまし討うちで倒たおしてきました」

「…………どうしよう、お前等と組む気持ちがどんどん無くなっていくんだけど……」

　完全にドン引きして顔を強こわ張ばらせる翔しよう輝きの反応はある程度見み越こしていたので、朱あか音ねはトントンとテーブルを指で叩たたき、

「だからキミの協力を必要としている。破格の待たい遇ぐうは当然だし、何だったらもう一つ条件を加えてもいい」

「……例えば？」

「もし雷らい河がを倒たおしたのがわたしか桐とう子こちゃんの場合、その時に新しん城じよう先せん輩ぱいが生存しているのなら改めてわたし達たちで勝負をして、誰だれが優勝に相応ふさわしいかを競きそう……っていうのはどうかな？　三人共に残っていたら、二対一になってしまうだろうけど」

「…………いや、それはいい」

　少し考えた後で翔しよう輝きは首を横に振ふる。

　これは振ふられてしまったかな、と朱あか音ねが危き惧ぐしていると、短く息を吐はいた翔しよう輝きは疲つかれたような表情で、

「──さっきの条件、あれでいい。あのいけ好かない《トール》を倒たおしたヤツを優勝させる、ってのだけで十分だ」

「随ずい分ぶんと殊しゆ勝しようだね？　正直、キミを口説き落とすのにはかなりの手間を強しいられると思っていたのだけれど」

「あー、別に殊しゆ勝しようってことはないぞ？　まず、《ｆ》と違ちがってあの男は勝たせたくない、っていうのが一つな。多少の意地は曲げてでも阻そ止ししたい。つーかぶん殴なぐりたい」

　ヒーローらしいセリフの最後に余計な一言が混ざったが、むしろこういうところが『主人公』などと陰かげで囁ささやかれる理由の一つだろう。

　ただ……何な故ぜか翔しよう輝きは気まずげな表情になり、つい今までの威い勢せいの良さが一いつ瞬しゆんにして形を潜ひそめる。そして、かなりの問題発言を口にした。

「あともう一つの理由だが……ぶっちゃけ、オレもそんなに役に立つスキルないし。むしろ攻こう撃げきスキルは一つもないっていうか……」

「……は、ぃ？　新しん城じよう先せん輩ぱい、冗じよう談だんにしては悪質ですよ……？」

　思わず、といった感じで桐とう子こが窘たしなめるように言うが、完全に頰ほおが引き吊つっている。

　驚おどろいたのは朱あか音ねも同じで、僅わずかに眉まゆを顰ひそませて、

「一つは、あの受けたダメージを倍増させて返すスキルだったね。他には？」

「……オレが倒たおしたプレイヤーは二人なんだが、その中の一人が持っていたのが今のスキルな。で、もう一人が持っていたのが《超速再生クロノスの息吹》ってスキルで……これが、致ち命めい傷しよう以外の傷を一いつ瞬しゆんにして回復する、ってスキルなんだよ。一日一回しか使えないけどな」

「……待って下さい。それって、つまり……」

「そう、どっちも《トール》相手には無意味だ。何しろ、あいつのスキルは食らったら一発アウトなんだろ？」

「……そうなると、使えるのはオリジンスキルだけですか。どんなスキルなんです？」

　当然の桐とう子この疑問に、翔しよう輝きはいよいよ渋しぶい顔になる。その反応だけで、もう何が言いたいのかは分かってしまった。

「オリジンスキルも使えない……もしくは使い勝手の悪いものなのかな？」

「ああ。《ブラウニーの偏愛チエンジリング》っていって……口で説明し辛づらいな、何か書くものないか？」

　翔しよう輝きの要求に、朱あか音ねはリビングの上部にある戸と棚だなから使っていないシステム手帳とボールペンを差し出す。

　礼を言いながら手に取った翔しよう輝きがメモに書いていく内容を見ているうちに、同じように横から覗のぞき込こんでいた桐とう子この表情がどんどん暗くなっていく。




『スキル名《ブラウニーの偏愛チエンジリング》　※レンタル不可

　スキルを使いながら十秒間触ふれたプレイヤーのオリジンスキルと、このスキルを強制的に交こう換かんすることが出来る。

　一度交こう換かんを行うと五分間はこのスキルを使用不能になる。』




　書き終えたページに記されたスキルの内容は、普ふ通つうに考えれば殆ほとんど無意味なものだった。

「……十秒間、ですか。そんなに長く触ふれていられるのなら、普ふ通つうに攻こう撃げきして致ち命めい傷しようを与あたえた方が早そうですね」

「オレもそう思う。しかも相手はあの暴力の権ごん化げみたいな男だから、近付いて触ふれるだけでも難しいだろうな。ほら、オレなんかを引き入れても大したことないだろ？」

　落らく胆たんを隠かくせない桐とう子こに、それを受け入れる翔しよう輝きという二人に対し、朱あか音ねは口元に右手をやって黙だまり込こむ。

　しばし考えてから、ゆっくりと手をテーブルの上に戻もどし、自分を見つめる二人の顔を交こう互ごに見返して、

「そのスキル、つまり新しん城じよう先せん輩ぱいが桐とう子こちゃんに使って、時間が経たった後で桐とう子こちゃんがわたしに使っても大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「あー……どうなんだろうな。やってみないと分からないが……スキルをシャッフルする、ってことか？」

「うん、それも理由の一つだけどね。本命はそうじゃなくて──」

　朱あか音ねが思い付いたばかりのアイデアを披ひ露ろうすると、翔しよう輝きも桐とう子こも芳かんばしい反応はしなかった。恐おそらく、ややこしい前提条件をクリアして初めて意味のあるそんなことを、狙ねらう必要性も意義も感じられないのだろう。

　だが、それでも朱あか音ねは──むしろ、だからこそという思いを強める。

「勿もち論ろん、これが実行出来る展開を敢あえて作るよりも、真っ当に三人がかりで倒たおす方法を考えた方がいい。でも……もしもこれを実行する状じよう況きようが完成したら、必勝の一手になる」

「まあ……それはそうだろうが……」

「……可能なんですか？　そんな博打ばくち、大穴あな狙ねらいの人でもまず賭かけないと思いますが」

　難色を示す二人に対し、朱あか音ねは諭さとそうとむきになって説得するのではなく、満足げに微ほほ笑えんでみせた。

　不意打ちの笑えみに目を丸くしてポカンとする桐とう子こ達たちに、朱あか音ねは自分の胸をトントンと突つきながら、

「キミ達たちですらそんな風に考えるからこそ、嵌はまった時に面おも白しろいんだよ。それに……」

「……それに、何ですか？」

「万が一にしか成功しないこんな策に嵌はまった時の、九く鬼き雷らい河がの──あの傲ごう慢まんでいけ好すかない男の驚きよう愕がくした顔を想像するだけで、検討してみる価値くらいはあると思ってね」

　メリットでも何でも無い、ただの本音だ。

　なので二人からは呆あきれ顔や非難の声が出てもおかしくなかったが……しばしの沈ちん黙もくの後、桐とう子こは口を手で隠かくして俯うつむき加減で震ふるえだし、翔しよう輝きは吹ふき出だしたかと思うと破顔して笑い始めた。

「くっ……は、ははっ……！　そうだな、それは間違いなくスカッとするな！　普ふ通つうに殴なぐってぶっ飛ばすよりも痛快だろうし！」

「っ……です、ね。私もあの男の間ま抜ぬけな顔が見られるのなら、考こう慮りよする価値はあるように思えてきました」

　おかしくて仕方がないといった具合の二人の様子に、むしろ提案した朱あか音ねの方が軽く戸と惑まどい、つい蚊か帳やの外にいた芽め依い里りに意見を求めて視線をやってしまう。

　するといつの間にか漫まん画がを置いてこちらを見ていた芽め依い里りも、ラグの上で寝ね転ころがったまま、腹を抱かかえて悶もん絶ぜつしていた。

　これを受けて、朱あか音ねもようやくで苦く笑しようを漏もらし、

「全く、あの男も随ずい分ぶんと嫌きらわれているものだね。同情は全く出来ないけれど」

「そうですね。先せん輩ぱいより嫌きらいになれる人なんてこの世にそうはいないはずです」

　何気にこちらも酷ひどい言われようをしたが、完全に同意なので朱あか音ねは微ほほ笑えむだけだ。

　全く意図しない形で全員の気持ちが纏まとまったところで、朱あか音ねはポンと胸の前で軽く手を叩たたき、まだ笑い足らなそうな翔しよう輝きと口角が上がったままなのを手で隠かくしている桐とう子この注目を集める。

「さて……それじゃあ、作戦会議といこうか。もっと良いい案があれば当然そっちを採用するし、改善すべきポイントだっていくらでもあるしね」

　朱あか音ねの言葉に、桐とう子こ達たちは頷うなずきで返し……

　そうして始まった九く鬼き雷らい河が対策の会議は日付が変わった後も続けられ、全員が納得するプランが完成したのは深夜二時を回った頃ころになった。













　　　四章　最後の一手を指す者は







　木曜日の午後は、九く鬼き雷らい河がにとっては面めん倒どうでしかない大学の研究室での作業がある日だ。

　そもそも雷らい河がが大学院に通っているのは、罰ばつみたいなものだ。少しばかり問題を起こしたことが原因で、大学は他の学校だったが九く宝ほう堂どう学園の院生になって、そこの研究室で手伝いをし結果を出すことを求められた。真面目に取り組めばもう終わっていたかもしれないが、好きでもない作業で、役員をしている会社の仕事もある。結果、簡単には終わらず、計算では来年の頭までかかりそうだった。

　しかし院にいる間に終わらせなければ九く鬼きの後こう継けい者になる道も閉ざされるので、サボってばかりはいられない。特に木曜は教授と室長が揃そろっているので、経過報告もしなければならない。

「ったくよぉ。折角、『ＰｏＳ』も楽しいことになってきたってのに……ムカつくぜぇ……」

　愚ぐ痴ちりながら、いつも通りの派手な格好をした雷らい河がは煙草たばこと缶かんコーヒーを手に、研究室のある棟とうの屋上へと向かっていた。

　時刻は夜の八時を回ったところで、つまり五時間近くこのつまらない作業をしていたことになる。

「本当なら今いま頃ごろ、楽しい狩かりに興じていたってのに……」

　誰だれもいない階段をぶつくさ言いながら上り、カードキーを使って屋上に繫つながるドアを開ける。夜の、多少は冷えた風が吹ふき込こんで来る中を進んで屋上に出ると、申し訳程度にプランターとベンチが置かれた縁ふちの方へと向かう。

　ここでベンチに寝ね転ころがって一服し、コーヒーを流し込んで休きゆう憩けいするのは、いつの頃ころからか雷らい河がの習慣になっていた。雨で使えなかった日などは苛いら々いらが募つのり、腹いせに窓ガラスを割ったこともある。

　今日の空は薄うつすらと雲が陰かげり月は出ていないが、屋上にもいくつか電灯が点ついているので暗くて足元が見えない、ということはない。そもそも夜間だろうが屋内だろうが掛かけているサングラス越ごしに見える視界は、真っ暗闇やみ以外ならば大体の輪りん郭かくは摑つかめる。

　目を瞑つぶっていたって問題無く辿たどり着つける定位置へのルートを、一足早く煙草たばこに火を点つけてふかしながら歩いていた雷らい河がは、目当てのベンチに近付いていき……もう少しでゴール、というところで、それに気付いた。

「……あぁ？　そこにいやがるのは誰だれだ？」

　──ベンチの向こう側に、誰だれかが立っている。後ろ姿で良く分からないが、人なのは間違いない。

　眉み間けんに皺しわを寄せて凝ぎよう視しすると、一つ勘かん違ちがいしていたことに気付く。ベンチのすぐ向こうにいるのかと思ったが、鉄てつ柵さくを越こえた向こう側──隣となりの棟とうに立っている。

　……と、その人物がゆっくりと振ふり返かえり、

「──やあ、今日はなかなかいい夜だね」

　ドラマでしか聞いたことの無いようなセリフに、雷らい河がの口元が歪ゆがみ、凶きよう悪あくな笑えみを作る。

　親しげに話しかけて来たのは、昨夜に叩たたき潰つぶし損そこねた《シレン》だ。昨日のように女装ではなく、普ふ通つうに男に見える服装と髪かみ型がたなので、流石さすがに一いつ瞬しゆんでは分からなかった。

「……よぉ、わざわざ連日ご足労だなぁ？　明日にはこっちからアプローチしてやるつもりだったのに、そんなに俺おれ様さまにぶちのめされるのが待ちきれなかったかぁ？」

　口に咥くわえていた煙草たばこを吐はき捨すて、手の中で缶かんコーヒーを弄もてあそびながらそのまま進み、屋上の縁ふち近くに置かれたベンチに足を掛かけて顔を寄せる。といっても、鉄てつ柵さくはあるしそもそも建物が隣となりなので、距きよ離りにして三メートル程度しか離はなれていないが、隔へだたりは大きい。言うなれば動物園と同じだ。

　だが、安全圏けんとはいえ、一日前に下へ手たをすれば半殺しにされかけた相手にこうして対たい峙じ出来る胆たん力りよくは流石さすがだ。薄うすく微ほほ笑えんでいる表情も自然で、立ち姿に気負いも無い。

　──それが毛が逆立つ程ほどに嬉うれしくて、腸はらわたが煮にえくり返るくらいに腹立たしい。

「わざわざこうして現れたってことは、リベンジだよなぁ？　お仲間はどうした？　見放されて自や棄けになって死にに来たかぁ？」

「昨日の件でわたしも少し懲こりてね。自分より性格の悪い人間に奸かん計けいを使うのは止めることにしたんだ」

「へぇ？　それじゃ、今日は何してくれるんだ？」

「おや、分からないかな？　小細工するのは面めん倒どうだから、こうして正面から喧けん嘩かを売りに来たんだよ」

　肩かたを竦すくめて嘯うそぶく《シレン》の手には端たん末まつが握にぎられていた。画面は淡あわく光り、電源が入っていることを示している。

　太ふて々ぶてしく笑えみを浮うかべた《シレン》に対し、逆に雷らい河がは笑えみを潜ひそめる。

　こうしてここに来た以上、目的は始めから分かっていた。しかし昨日あんな目に遭あっておきながら、馬ば鹿か正直に真っ向勝負しに来たなどと信じられるはずがない。

　間違いなく味方が──あの虫むし唾ずが走るくらいにむかつく新しん城じよう翔しよう輝きがいるはずだ。その姿が見えない以上、何らかの罠わながあるに決まっている。

　……だが。生あい憎にくと雷らい河がは、罠わながあるからといって迂う回かいするような性格はしていない。

　罠わななど嘲あざ笑わらうように素す通どおりする、もしくは土台から蹴け散ちらす。そして自分の優位を疑っていなかった相手の間ま抜ぬけ面が恐きよう怖ふに歪ゆがむのを見て、愉ゆ悦えつを感じて生きてきた。

　だから、今回もそうだ。相手が《シレン》だろうが新しん城じよう翔しよう輝きだろうが、他にもう一人いようが、関係なかった。絶対的強者である自分が負けるはずがない。

　一度は陰かげった笑えみを太くして、雷らい河がは缶かんコーヒーを後ろへと放り投げる。そしてズボンから端たん末まつを取り出し、《シレン》へ見せつけるようにして顔の横で揺ゆらし、

「それで、どんな狡こすっ辛からい罠わなを仕し掛かけて楽しませてくれんだ？　『潜界ワールドダイブ』している最中の無防備な俺おれ様さまの体を狙ねらおうっていうんなら──」

「下らない小細工は無し、と言ったはずだよ？　決着は仮想空間の中で、正々堂々──三人掛がかりで挑いどませて貰もらう」

「……ハッ、三対一で正々堂々とは笑えるなぁ。あれか？　数に恃たのめば、雑ざ魚こ共でも俺おれ様さまに勝てると思い上がったかよ？」

「まあ、正直一対一では厳しいかな。でも、誰も助けたいとは思わない腐った相手なら、袋叩きが害虫退治みたいで丁度いいしね」

「…………ク、ハハッ…………抜ぬかしやがったな、お前ぇ……！」

　凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべ殺意を漲みなぎらせる雷らい河がに対し、《シレン》は涼すずしい顔で端たん末まつを操作して、画面をこちらへと向けてくる。少し距きよ離りがあるので小さな画面は見み難にくいが、マップと点てん滅めつするアイコンが表示されているように見えた。

「見ての通り、他の二人は既すでに『潜界ワールドダイブ』済みだよ。舞ぶ台たいは既すでに整えてあるから、上がる度胸と覚かく悟ごがあるなら来れば良い。勿もち論ろん、そんな意い気く地じがなければ逃にげても構わないけどね」

「調子に乗るなよ、薄うす汚よごれた『人形』如ごときがよぉ……！　いいぜぇ、お望み通り全員纏まとめて蹴け散ちらしてやる……！」

　言って、雷らい河がは手元を見ないまま端たん末まつの電源を入れる。

　挑ちよう発はつの裏に罠わなが潜ひそませてあるのは間違いないが、もう関係ない。今すぐにあの憎にくたらしい綺き麗れいな顔を恐きよう怖ふと苦痛と屈くつ辱じよくで歪ゆがませなければ、怒いかりで血管が切れてしまいかねない。

　端たん末まつを口元に運びながら、雷らい河がは鉄てつ柵さくの向こうにいる《シレン》を笑え顔がおで睨にらみ付つけ、

「──願いを叶かなえる『ＰｏＳ』の優勝者権限はグループ内から使える人材の引ひき抜ぬきにしようと思っていたが、止めだ。お前まえ達たちの人生を破は滅めつさせる為ために使ってやるよ……！」

「それは怖こわいね。じゃあそんなことはさせないよう、精々頑がん張ばらせて貰もらおうかな」

　ただの脅おどしではないと分かるはずの言葉もさらりと受け流した《シレン》は、微ほほ笑えんだまま端たん末まつを口元へとやり……

　そこでようやく、瞳ひとみの奥おくに敵意の光を宿らせる。

「わたしもキミにはいい加減うんざりしているから、二度と顔を見ないで済むよう徹てつ底てい的てきにやらせて貰もらう──《Attack》、対象《トール》」

「…………ハッ、上等ぉ」

　端たん末まつが短く震ふるえたことで、《シレン》からの《Attack》を受けたと告げられるが、そんなことは関係無い。

　雷らい河がにとって問題なのはただ一つ──目の前にいる相手が、自分に勝てるつもりでいることだ。昨日叩たたきのめしたばかりの、格下の雑ざ魚こが、だ。

「……三人掛がかりだろうが、そこにヒーロー野や郎ろうがいようが、待まち伏ぶせて罠わなを仕し掛かけていようが、どんなスキルがあろうが──その程度で勝てると勘かん違ちがいしやがったこと、すぐに後こう悔かいさせてやる」

　サングラスの奥おくで鋭するどい目をギラつかせた雷らい河がはドカッとベンチに腰こしを下ろし、端たん末まつの音声入力ボタンを押し込みながら大きく口くちの端はを吊つり上あげ、例の言葉を口にする。

　現実世界から意識だけを仮想空間に送おくり込こむ、科学が生んだ魔ま法ほうの呪じゆ文もんを。

「ちんたら待ってなんていられるかよ──『潜界ワールドダイブ』」

　あっという間に意識が吞のまれていく中、雷らい河がは最後まで《シレン》を睨にらみ付つける。

　虚こ仮けにされた分は本人だけでなく仲間にも償つぐなって貰もらうと激しく思いながら、仮想空間の海へと沈しずんでいった。
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　仮想空間内で目を開けた朱あか音ねがまずしたのは、その場から走って逃げることだった。

　建物の内部、もしくは敷しき地ち内で『潜界ワールドダイブ』すると、自動的に入口の前に立った状態からスタートになる。それを知っているからこそ悠ゆう長ちように周りを確かく認にんしたりはせず、まずはその場を離はなれることに全力を尽つくした。

　雷らい河がが『潜界ワールドダイブ』し、ベンチに力無く体を預けたのを確かく認にんした直後に、朱あか音ねも『潜界ワールドダイブ』してこちら側に来た。つまり、隣となり合あった建物の入口前という、かなりの近きん距きよ離りに雷らい河がが現れたことになる。わざわざ挑ちよう発はつしに行っておいて馬ば鹿かげた話だが、この配置は非常に拙まずい。

　なので朱あか音ねは走りながら端たん末まつの画面を確かく認にんし、慣れない大学の敷しき地ち内を全力疾しつ走そうする羽目になっていた。

「この感じ……追ってきてはいる、かな」

　端たん末まつを見れば、マップ画面には三つのアイコンが点てん滅めつしている。その中の一つ、《トール》と記された赤いアイコンの下に表示されている矢印が雷らい河がのいる方向を教えてくれていた。

　足を止めないまま画面を注視していると、《トール》のアイコンカラーが赤から黄に変わり……それでようやく、朱あか音ねは少しだけ速度を緩ゆるめる。

　先に『潜界ワールドダイブ』している二人とはしっかりと打ち合わせをして大体の待ち合わせ場所は決めていた。ただ、真まっ直すぐにそちらに向かうと雷らい河がにも辿たどられてしまうので、朱あか音ねが『潜界ワールドダイブ』するまでは離はなれた位置にいることになっていた。

　落ち合う場所は、同時に雷らい河がを迎むかえ撃うつ予定の場所でもある。罠わながあると分かっていてもあの男なら来るだろう。

　だから少しでも有利に事を運べる場所を選んだつもりだが、あまりに有利過ぎると流石さすがの雷らい河がも飛び込んでこないだろうから、程ほど々ほどにする必要があった。その匙さじ加か減げんをしくじれば苦戦は必至、もしくは交戦にならないので、なかなかに難しい。

　──雷らい河がと戦う場合、絶対に避さけなければならないのは狭せまい路地のような場所だ。

　当たれば一いち撃げきで『撃破ブレイク』となってしまうあの雷らい撃げきは、ピンポイントで位置設定をしなければならないらしいので、逆に言えば的を絞しぼらせなければ勝機になる。だが、人が一人通るのがやっとの狭せまい場所を雷らい撃げきで狙ねらわれれば、避よけることはかなり難しい。

　依よって、戦うのなら開けた場所がいい。遮しや蔽へい物があって、近付くまでにいくらか身を隠かくすことが出来ればベターだ。

　そこで朱あか音ねが大学に通う二人と相談して選んだ場所は──食堂だった。

　数日前に桐とう子ことの待ち合わせ場所に使ったあの食堂で、観音開きのドアは既すでに大きく口を開けている。そして入口の前には、ゴシック風のドレスに身を包んだ桐とう子この姿があって、端たん末まつを片手にこちらを見ていた。

「《シレン》、早く中へ！　あの男は──」

「間違いなく追ってきている。《ローズマリー》、中の準備は？」

「済ませてありますが、思っていたより見み難にくいです！　覚かく悟ごして下さい！」

「了りよう解かい、想定通りなら──」

　確かく認にんの最さ中なか、朱あか音ねは言葉を切って素す早ばやく振ふり返かえる。理由は簡単で、桐とう子この表情が一気に緊きん張ちようで固まったからだ。それが意味するところは想像に難かたくない。

　そして予想通り、朱あか音ねが走ってきた道の向こうに、派手な髪かみをした男が走っている姿が見えた。ほぼ同時に、手元の端たん末まつ画面に記されていた《トール》のアイコンが赤に変わる。

　まだ遠く、顔の認にん識しきなど大して出来る距きよ離りではない……にも拘かかわらず、雷らい河がが口を大きく歪ゆがめて笑うのが分かった。獲え物ものを見つけた、と言わんばかりの狂きよう気きの笑えみを。

「……何というか、ホラー映画の殺人鬼きに追われる側の気分が良く分かるね」

「馬ば鹿かなことを言ってないで、入りますよ！　追いつかれたら終わりなんですから！」

　切せつ羽ぱ詰つまった桐とう子この声に押される形で、朱あか音ねは食堂の中へと走る。

　入ってすぐにある階段を迂う回かいすると、すぐに食堂の一階メインフロアがある。券売機やメニューサンプルの並ぶ入り口を通り過ぎると、そこは三百席を超こえる広い空間が広がっていた。調理場にも繫つながっているが、そちら側は薄うす暗ぐらくてよく見えない。壁かべ際ぎわに置かれた間接照明が照らす明かりだけでは、この広いフロアを全くカバー出来ていなかった。

　そして上を見れば、深い闇やみが広がっている。天てん井じようがとても高い位置にある為ためだが、二階と三階の大部分が吹ふき抜ぬけになっているからだ。上階にも席はあるが、吹ふき抜ぬけを囲む形になっていて席数は少ない。

　無数のテーブルとイスが整然と配置され、パーテーションや観葉植物である程度区画を分けているこの空間が、朱あか音ねの選んだ決戦の場所だった。

「……電灯のスイッチは潰つぶしてあるんだよね？　火の元の確かく認にんは、どうだった？」

「そもそもガスは止められているみたいでした。在庫の類たぐいは無く、包丁やナイフといった備え付けのものはそのままあるので、注意が必要です」

「了りよう解かい。それじゃ、後は手て筈はず通りに……」

　フロアの中央付近まで連つれ添そって一いつ緒しよにいた桐とう子こに最後の挨あい拶さつをしようして、朱あか音ねは浮うかんでいた言葉を止めて、首を横に振ふる。

「……恐おそらく、計画通りになんていかない。だから後はそれぞれがベストを尽つくすと信じて、一つ頑がん張ばってみようか？」

「らしくないです。柄がらにもないことを言われると不ふ吉きつなので止めて下さい。《シレン》の方こそ、変に意い気き込ごんで足を掬すくわれないようにお願いします」

　生意気な返事をした桐とう子こは、それでも気き遣づかうような目で朱あか音ねを見やり、

「……本当は先せん輩ぱいに倒たおさせてあげられるといいんですが、そうも言ってられませんから。その代わり、私が倒たおせるのなら死ぬほど痛い目に遭あわせてやります」

「それは頼たのもしいね。まあ、わたしも譲ゆずる気はないけれど」

「勝負、ですね。負けませんから」

　静かに闘とう志しを燃やして、桐とう子こは調理場の方へと消えていった。

　残された朱あか音ねはフロアのほぼ中央で止まり、深呼吸をしながら周囲の様子を窺うかがう。

　──どこからか、靴くつ音おとが聞こえてくる。徒歩のリズムで、慎しん重ちように進んでいるというよりは悠ゆう々ゆうと歩いているイメージだ。

　少しずつ近付いてくるその音に、朱あか音ねは左手に持った端たん末まつを強く握にぎり、闇やみの中から敵が現れるのを待ち……ややあってから、フロアの入口に派手な髪かみの男が姿を見せた。

「追いかけっこはもう終わりかぁ？　次は何して遊ぶんだよ？　血ち塗まみれでダンスでも踊おどってくれんのか、えぇ？」

　相変わらず余よ裕ゆうに溢あふれた雷らい河がの態度に、朱あか音ねは肩かたを竦すくめて応じる。

「まだ誰だれも捕つかまってないのに、随ずい分ぶんと気が早いね。目を血走らせて意気込んでいたのは、もしかしてただの演技かな？」

「……本当に人を苛いらつかせるのが上う手まいな、お前ぇ……！」

　奥おく歯ばまで見えそうな程ほどにギラついた笑えみを浮うかべた雷らい河がは、それでも不用意に近付いては来ない。なのに周囲を警けい戒かいしているような挙動は一いつ切さい無いのが、朱あか音ねをもってしても思考と次の行動を読みづらくさせる。

　特に注意すべきは、あのスキルだ。ピンポイントで雷かみなりを落とす、雷らい河が唯ゆい一いつのスキルがどの程度の距きよ離りまで使用出来るのか？　そして連射は可能なのか？

　この二つがハッキリしていない以上、朱あか音ねも迂う闊かつには近付けない。

　だからまずは小手調べに、端たん末まつの音声入力ボタンを押し込んで、この『ＰｏＳ』で最も慣れ親しんだスキル名を口にする。

「……《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」

　声に反応し右手に生まれたのは、炎ほのおで出来た鎖くさりだ。長さは三メートル程ほどだから、雷らい河がに届かせるには全然足りない。その十倍は必要になるだろう。

　だが、今はこれで十分だ。

「ハッ、それがお前のスキルか？　そんなただの明かりを振ふり回まわして俺おれ様さまを倒たおそうと思っているなら、流石さすがに笑えねぇなぁ？」

「なら、試ためしに当たってみるといい。キミは知らないだろうけど、肉を焦こがすレベルの火傷やけどはかなり痛いよ」

「知った風な言い方だな……と、そうかそうか、忘れてたぜ。どこぞの馬ば鹿か親父おやじが起こした火事の現場にお前もいたんだったなぁ？　自分がバーベキューされる気分ってのはどんなもんなんだよ？」

　ヘラヘラと薄うす笑わらいを浮うかべて煽あおってくる雷らい河がに、朱あか音ねは険しい表情で唇くちびるを嚙かみ……次の瞬しゆん間かん、体を右へと投げ出すようにして跳とぶ。

　傍はた目めから見れば唐とう突とつな行動だろうが──その直後。

　思っていた通り、一秒と置かずに今まで立っていた場所に雷かみなりが落ちた。

「……なるほど、ね。回かい避ひ不能って程ほどでもないか」

　立ち上がりながら独りごちる朱あか音ねは、舌打ちする音を聞く。発したのは勿もち論ろん雷らい河がで、不満げにこちらを睨にらんでいた。

「チッ……うぜぇな。《天雷の槌ミヨルニル》の予兆に気付いてやがったか」

「前に見させて貰もらったからね。初見殺しのスキルを何度も見せれば、こうなるよ」

　挑ちよう発はつの意味を込こめて微ほほ笑えみ……内心で朱あか音ねは安あん堵どに胸を撫なで下おろす。

　──切きっ掛かけは、翔しよう輝きが不意打ちの雷らい撃げきを回かい避ひしたことだった。

　昨夜、改めて作戦会議の際にしたどうして攻こう撃げきが来ると分かったのかという問いに、翔しよう輝きは眉み間けんに皺しわを寄せてこう答えた。

『なんか嫌いやな予感がしたんだよ。や、直感だけじゃなくて、視界の上の方で何か起きた気がしてな。それが猛もう烈れつに背筋をざわつかせたから、考える前に動いてた』

　それを聞いて、倒たおれていた朱あか音ねはあの雷らい撃げき──《天雷の槌ミヨルニル》が落ちる直前に、上でチカッと一いつ瞬しゆんだけ光っていたのを見ていたことを思い出した。

　体調が最悪な状態だったので目眩めまいの一種かと勘かん違ちがいしていたが、あれはスキルが実行される前に落ちる真上がフラッシュし、その直後に雷かみなりが落ちた。あれが必ず起こる予兆だとすれば、一いつ瞬しゆんで雷かみなりが落ちる場所を把は握あくするのは不可能にしても、そのタイミングは分かる。

　問題は、目の前に雷らい河ががいてもフラッシュに気付くことが出来るかどうかと、光ったのを認にん識しきした後で避よけようとして、身体能力の優すぐれた翔しよう輝きではなくても回かい避ひしきれるかだ。

　だから光るのが確かく認にんし易やすいように、食堂の明かりは最低限だけ点つけておき、スイッチを潰つぶして暗くしてある。

　そして今、朱あか音ねは避よけることが出来た。勿もち論ろん、使ってくるだろうと予測していたから多少の余よ裕ゆうを持って回かい避ひに成功したので、切せつ羽ぱ詰つまった場面なら同じようにはいかないだろう。

　それは雷らい河がもよく理解しているようで、機き嫌げんはあからさまに悪くなっているが、そこに焦あせりは見られない。

「……ハッ、まぁ別にいいけどよぉ。そんな様じゃ俺おれ様さまを攻こう撃げきは出来ないだろうし、足でも叩たたき折ってやれば逃げられはしないしなぁ」

「……ふぅん。あくまでもスキルで倒たおすつもりかい？」

「当然だ。俺おれ様さまとお前等じゃ格が違ちがうんだよ、格が。コソコソ隠かくれたさっきのチビ女や、びびって姿を見せないヒーロー野や郎ろうはどうした？　お前一人なら蹂じゆう躙りんして終わるだけだぜぇ？」

「本当にそうなるかな……と、言いたいところだけれど、素す直なおにリクエストに応えるとしようか、なっ……！」

　言って、朱あか音ねは右手に残していた炎えん鎖さを雷らい河がへと投げつける。それとほぼ同時に、大きく後ろへと跳とび下がった。

　炎えん鎖さが闇やみを切きり裂さくが、雷らい河がはあっさりと身を屈かがめて避よける。それと同じようなタイミングで再び微かすかに天てん井じよう付近でフラッシュが起こり、直後に朱あか音ねの目の前に雷らい撃げきが落ちた。

「やっぱり、さっきスキル名を言った時に音声認にん識しきで使用していたね。だとしたら、発動までに必要な時間は六十秒……ってところかな」

　密ひそかにしていたカウントが無む駄だに終わらずに済んだが、もしかするとタイミングをずらし端たん末まつ画面で使用をするというフェイクの可能性もある。なので見切ったなどと過信はしない。

　だが、ひとまず確かく認にん作業は済んだ。これから先は、本格的な戦いに入る。

　その切きっ掛かけになるのは、やはり彼しかいない。

「さてと、そろそろいいかな──待たせたね、《ショーキ》」

「待ちくたびれたぜ、全く……！」

　すぐに応じたフロアによく響ひびくその声は、朱あか音ねの後ろから降ってきた。

　雷らい河がを警けい戒かいしながら横目で背後を見ると、二階から顔を出す新しん城じよう翔しよう輝きの姿がある。そして翔しよう輝きは何ら躊躇ためらうことなく肩かたの高さまである塀へいを乗のり越こえ、飛び降りた。

「よっ……と」

　何事もなく軽々と着地をした翔しよう輝きは不満そうな目を朱あか音ねへと向け、

「結構冷や冷やしたぞ。いつ飛び出してしまおうかって、正直焦あせった」

「ちょっとは信しん頼らいして欲ほしいな。わたしもむざむざやられに来た訳じゃないんだから」

　笑え顔がおでそう言うと、朱あか音ねは前を向いたまま数歩後ろへと下がる。代わりに前に出たのは翔しよう輝きで、左手に端たん末まつを握にぎり締しめて、視線は雷らい河がを射い抜ぬいていた。

「昨日ぶりだな。けど、もう二度と会いたくないから、今日で決着つけさせて貰もらうぞ」

「……ハッ、ヒーロー野や郎ろうが数に頼たよっておきながら格かつ好こつけやがるなよなぁ」

　相変わらず気に障さわる言い方をする雷らい河がだが、翔しよう輝きはまるで意に介かいさずに笑えみを作り、

「戦隊ヒーローは悪玉を数人がかりで倒たおしても問題ないらしいぜ？　日ひ頃ごろの行いってヤツは大事だよな、本当に」

「そんな理論武装で自分に言い訳出来てんのかよ、あぁ？　お前がするのは結局のところ、弱くてへぼくてとても俺おれ様さまには敵かなわないから、雑ざ魚こで集まって袋ふくろ叩だたきにしようってことだろうがよ。なぁ、ボンクラヒーロー？」

　舌を出して煽あおる雷らい河がだが、その品性はともかく、一々嫌いやなポイントを突ついてくる。こんな『ゲーム』でも正々堂々と戦ってきた翔しよう輝きにとって、その手の煽あおりは有効だろう。

　しかし朱あか音ねは何も言わない。フォローなんて今いま更さら必要ないと確信している。

　何な故ぜなら新しん城じよう翔しよう輝きは──

「……いつもなら、『オレ一人でやる。他の連中に手出しはさせない』って言うところなんだけどな。今回はそうもいかない」

「ハッ、また詭き弁べんだらけの言い訳を──」

「言ったろ、日ひ頃ごろの行いが大事だって。オレも、他の二人も、お前をぶっ倒たおしたくて仕方ないから譲ゆずり合あいなんて出来ないんだよ。だから早い者勝ちになったって訳だ」

「…………あぁ……?!」

　声こわ音ねが一気に険悪なものになる雷らい河がに対し、翔しよう輝きは右手を前へと伸のばし、

「手と手を合わせて仲良く倒たおそうなんて話じゃない。ここから先は協力抜ぬきの、個人戦だ。ただ、まあ──ターゲットは全員、嫌きらわれ者の外げ道どうだけどな」

　挑ちよう発はつし返すように雷らい河がを指差し、にっと笑う。

　それを受けて、雷らい河がは表情から怒いかりを消した。

　顔を上げて天を仰あおぎ、醒さめきった笑えみを薄うすく口元に浮うかべ、

「………………ハッ…………ウザい戯たわ言ごとをぐだぐだと……いい気になって吼ほえてんじゃねぇぞ、クソ雑ざ魚こがぁァァアっ!?」

　──いきなりキレて爆ばく発はつした雷らい河がが大声を上げると、手近な所にあったイスを摑つかんで翔しよう輝きへと投げつける。

　高速で迫せまる飛来物に、それでも翔しよう輝きは慌あわてず騒さわがず右手をぐっと握にぎり、

「いくぜ──《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》！」

　大声で叫さけんだスキル名に呼応して、右手に炎えん鎖さが生まれた。それを軽く振ふり回まわし、飛んで来たイスを弾はじき落とす。

　一方、それを見た雷らい河がは今にも走り出そうと前まえ掛がかりになっていた体を起こし、強く舌打ちをした。

「チッ……そのスキル、『奴隷スレイブ』にしたかレンタルか……どっちでもいいが、協力なしとか抜ぬかしていた癖くせにウゼぇな……！」

　苛いら立だたしげな様子だが、何な故ぜか口元を歪ゆがめて怪あやしい笑えみを作り、

「だが、それはそこの『人形』か、さっきいたチビ女のスキルだ。慣れ親しんだオリジンスキルじゃなくて借り物を使ってくるってことは、だ──ヒーロー野や郎ろうは大したスキルは持ってねぇな……！」

「……どうして、《ショーキ》のスキルじゃないと言い切れるのかな？」

「ハッ、目が付いてりゃ誰だれでも気付くだろぉ？　この間の多目的ホールに、舞ぶ台たい付近で爆ばく発はつしたような破は壊かい以外に焦こげた跡あとがあちこちにあったからなぁ。しかも座席に絡からみつくような焼やけ跡あとは、ただ炎ほのおを飛ばすだけじゃならない……炎ほのおの鞭むちかと思ったが、鎖くさりが正解か。似たようなスキルはないだろうしなぁ？」

　雷らい河がの推理はあくまでも憶おく測そくの部分が多い……が、否定する要素も殆ほとんどない。よくもそこまで把は握あくしたとさえ思う。

　やはりただの暴君ではなく、頭もキレる。厄やつ介かい極きわまりない相手だ。

　だが、だからといって退く理由には全くならない。

「随ずい分ぶんと確信に満ちた勘かん違ちがいを披ひ露ろうしてくれて有あり難がとう。まあ、彼がどうあれキミのスキルが一つしかない以上、大した問題じゃないね」

「あぁ？　負まけ惜おしみにしては陳ちん腐ぷすぎんぞ、おぃ」

「そうかな？　多対一だったからだとかハンデが多いからだとか、そんな負まけ惜おしみを言う羽目になっても、わたしは笑わずにいてあげるよ。可哀かわい相そうだからね」

「……本っっ気で人を苛いらつかせる野や郎ろうだなぁ、このクソ『人形』がぁ……！」

　仮想空間でも伝わる程ほどの殺気を飛ばしてくる雷らい河がだが、朱あか音ねは涼すずしい顔で微ほほ笑えみ、手元で端たん末まつを操作して炎えん鎖さを生み出す。

「それはお互たがい様だよ。さあ、そろそろ終わりを始めようか？」

　言って、躊躇ためらうことなく炎えん鎖さを投げつけ──それを切きっ掛かけに、翔しよう輝きと雷らい河がも一いつ斉せいに動き出した。

「遠えん慮りよ無くいかせて貰もらうぞ、《トール》！」

「いいから黙だまれよ、ヒーロー野や郎ろう……！」

　身を屈かがめてテーブルに隠かくれながら横への移動を選んだ朱あか音ねに対し、翔しよう輝きと雷らい河がは前へと、真っ向からぶつかっていく。

　ただし翔しよう輝きの手には長い炎ほのおの鎖くさりがあり、数メートル離はなれていても一方的な攻こう撃げきが出来る。一方の雷らい河がは通り過ぎ様にイスを手にしたが、武器としての性能とリーチの差は圧あつ倒とう的てきに違ちがう。

　身体能力の高い二人の距きよ離りはあっという間に十メートルとなくなり……そこで、雷らい河がが急ブレーキと共に右みぎ腕うでを振ふるった。

「ほぉら、挨あい拶さつ代わりに食らっとけよなぁ！」

　荒あら々あらしい声と共にイスが投げられる……が、狙ねらいは翔しよう輝きでも隠かくれながらの移動をする朱あか音ねでもなく、進行方向の斜ななめ上へと放られた。

　吹ふき抜ぬけになっているので天てん井じようは遥はるか上で、そこまでは全く届いていない。だが、フロアを照らす為ために照明が吊つるされている。

　その照明をイスが直ちよく撃げきし、耳みみ障ざわりな破は砕さい音と共に、周囲にガラス片へんが降り注ぐ。

「うおっ、マジかよ……?!」

　このままだとガラス片へんの雨の中に突つっ込こむ形になる翔しよう輝きは、慌あわてて横へと転がるように跳とび、テーブルの下へと潜もぐり込こむ。

　八人掛がけのテーブルは木製だが、落ちてくるガラス片程度なら容易に受け止められる。むしろ床ゆかに跳はね返かえった破は片へんで傷付くことを心配しそうなくらいだ。

　だが、

「《ショーキ》、駄だ目めだ！　そこは射貫かれる！」

「なん……っ!?」

　朱あか音ねが叫さけんだ直後──翔しよう輝きの隠かくれているテーブルを、一条の稲いな妻ずまが容よう赦しやなく貫つらぬいた。

　移動しながらそれを目もく撃げきした朱あか音ねも思わず息を吞のむが、間かん一いつ髪ぱつで翔しよう輝きはテーブルの下から転がりながら飛び出していて、どうにか回かい避ひに成功していた。手に持っていた炎えん鎖さがなくなっていて、どれだけ焦あせっていたかが伝わって来る。

　ただし、無事に……とは言い難がたい。降り続いている、そして床ゆかに落ちているガラス片へんから無防備な頭を両りよう腕うでで抱かかえて守っていても、体には容よう赦しやなく突つき刺ささっていた。

「だあぁっ……いってぇな、畜ちく生しよう……！」

　スカジャンとジーンズという厚めの生き地じを使った服のおかげで大事には至ってないようだが、あちこちが切れているし、血も出ている。それでも止まることなく動き出したのは流石さすがだ。第一、あのタイミングで忠告されても朱あか音ねならば咄とつ嗟さに動けず直ちよく撃げきしただろう。

　そして如い何かに身体能力に優すぐれた新しん城じよう翔しよう輝きでも、予期せぬ雷らい撃げきを避よけられるはずがない。

「……テーブルの下に誘ゆう導どうして、光るのを見えないようにするとはね……！」

　照明を狙ねらったのはその為ためで、しかも雷らい撃げきを抜ぬけられても漏もれなく傷を負わせられるという悪あく辣らつな手だ。

　何より厄やつ介かいなのは、あのタイミングだ。朱あか音ねの推測では《天雷の槌ミヨルニル》の発動には六十秒はかかるはずで、恐おそらく発動を早めたり遅おそくしたりは出来ないはずだ。

　つまり──キレて動き出した後でスキルを使ったのでは、あのタイミングで雷かみなりが落ちることはない。その前にスキルを使い、激げき怒どしながらも発動のタイミングを過あやまたず、設定していたテーブルの下へと翔しよう輝きを誘ゆう導どうしたことになる。

「……本当に最悪な敵だよ、全く……」

　思わずぼやきながらも、朱あか音ねは目当ての場所へと辿たどり着つく。迂う回かいして調理場との境になっているカウンターバーの近くに潜ひそんだが、隠かくれんぼをするつもりはない。

　その証しよう拠こに、

「チィッ……クソが、余計な口出ししやがってよぉ。あれで終わられてもつまらねぇが、長引くのも苛いらつくぜぇ……！」

　朱あか音ねの隠かくれている位置からテーブルを二つ挟はさんだ先に、雷らい河ががいる。手には移動しながら拾ったらしい、本来は調味料が入っているはずの小こ瓶びんが握にぎられていた。

　こちらに背中を向けている訳では無いが、意識は完全に翔しよう輝きへと向いている。ならば朱あか音ねが取る行動は一つだけだ。

「──《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」

　呟つぶやき炎ほのおの鎖くさりを生み出した瞬しゆん間かん、溢あふれ出でた光に反応して雷らい河がが振ふり向むく。異常なほどに早い反応に、朱あか音ねはまだ炎えん鎖さを持つ手を振ふりかぶってすらいない。

「っ……！」

　鞭むちのように炎ほのおの鎖くさりを振ふるいテーブル越ごしに攻こう撃げきする朱あか音ねだが、それはあっさりと身を屈かがめて避よけられた。と同時に、雷らい河がが投げつけてきた小こ瓶びんが朱あか音ねの顔面目め掛がけて高速で迫せまる。

　攻こう撃げきにシフトした直後で回かい避ひは間に合わず、朱あか音ねは咄とつ嗟さに右みぎ腕うでで顔を庇かばって直ちよく撃げきを防いだ。瓶びんは砕くだけ、受けた腕うでも骨が軋きしんで激痛が走る。

「つ、ぅ……！」

「おぃおぃ、まだお前の順番じゃないだろぉ？　うっかりスキル以外で倒たおしちまったらどうすんだよ、はしたなくしゃしゃり出て来ないで大人しくお預け食らってろよなぁ」

「無理、だね。先を越こされたら悔くやしいしさ」

「ハッ、だったら……お前から先にくたばっとけよなぁ！」

　高らかに吠ほえた雷らい河がは狂きよう気きに満ちた笑えみを浮うかべ、朱あか音ねへと向けて走り出す。

　野生の獣けもののようなしなやかな動作でテーブルに飛び乗り、その上を駆かけて驚きよう異い的な速さで迫せまり来る。

「くっ……けど、この距きよ離りならっ……！」

「甘あまぇよ、クソ雑ざ魚こがぁ！」

　炎えん鎖さを振ふり回まわして広こう範はん囲いを埋うめる攻こう撃げきを、テーブルの上という不安定な場所にも拘かかわらず雷らい河がは身を捩よじり、更さらには低く跳とんでかわしきる。しかも前へ進むのは止めず、口元には笑えみを浮うかべたままでだ。

　下へ手たをすれば芽め依い里りにも匹ひつ敵てきする身体能力で、あっという間にあとはテーブルを降りるだけという距きよ離りまで接近した雷らい河がは、サングラス越ごしでも分かるサディスティックな視線で朱あか音ねを射い貫つらぬいて舌した舐なめずりをし、

　──そこに、ほぼ真横から炎えん鎖さが飛んで来た。

「な、んだとぉっ……!?」

　完全な奇き襲しゆうだったはずだが、無理矢理身を捩よじった雷らい河がはテーブルから転げ落ちるようにしてかわしてみせた。炎ほのおで明るくなってしまうので発見し易やすくなってはいるが、それでも意識の外からの攻こう撃げきを無傷で避よけるのは尋じん常じようじゃない。

　だが、流石さすがに華か麗れいに着地とはいかず膝ひざを着き、そこに朱あか音ねの炎えん鎖さを投げつけたので、たまらず近くのイスを盾たてにして後ろへと逃にげる。その間に朱あか音ねも逃にげて、どうにか距きよ離りを開けることが出来た。

「クソがっ、隠かくれていたもう一人まで……っ?!」

　怒いかりを露あらわにしながら立ち上がった雷らい河がは不意打ちが飛んで来た調理場の方を見て、表情を驚きよう愕がくに染める。食堂に入ってから姿を見せない三人目だと思ったのだろうが──

「新しん城じよう、翔しよう輝きだと……!?　あのヒーロー野や郎ろう、いつの間にあんなところに……！」

　雷らい河がの言葉通り、薄うす闇やみに包まれた調理場には翔しよう輝きの姿があった。目立つ青いスカジャンを着た彼かれが、ここぞとばかりに向こうから走り寄ってくる姿を見間違えるはずがない。

　素す早ばやく雷らい河がはついさっきまで翔しよう輝きがいたはずの辺りを見るが、当然そこには誰だれもおらず、臍ほぞを嚙かんだような顔つきで再び翔しよう輝きへと視線をやり……

　そこへ朱あか音ねが容よう赦しやなく新たに生み出した炎えん鎖さを投げつける。

「くっ、お前ぇ……！」

「余よ所そ見みは良くないよ。狙ねらっているのは一人じゃないんだからね」

「このクソ『人形』がっ、お前如ごときに構って……っ?!」

　──そう、朱あか音ねに構っているような状じよう況きようじゃない。

　既すでに翔しよう輝きは調理場を抜ぬけてこちら側のフロアへと来ている。その手には炎えん鎖さではなく食事用のナイフが数本握にぎられていて、走りながら雷らい河が目め掛がけて投げつけてきた。

「チィッ……こ、のぉっ……！」

　牽けん制せいの意図が強かったのか直ちよく撃げきはしなかったが、それでも雷らい河がは壁かべを右手側にして、迫せまる翔しよう輝きを見み据すえたまま後ろへと下がる。

　真まっ直すぐに突つっ込こむ翔しよう輝きはまだ炎えん鎖さを出さないが、端たん末まつを持っていない方の右手を構えて、明らかに何かを狙ねらっていた。雷らい河がもそれに気付いていて、正体不明の何かを警けい戒かいしてかイスを蹴けり出して進行を妨さまたげようとする。

「くっ……」

　暗い中で足あし下もとに飛んで来たイスを避よけきれず翔しよう輝きの動きが止まる……が、雷らい河がが追つい撃げきに出ることは朱あか音ねが許さない。

「だから余よ所そ見みは良くないと言ったはずだよ──《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》！」

　翔しよう輝きに続いて接近を試みていた朱あか音ねは生み出したばかりの炎えん鎖さを振ふるい、直接雷らい河がを打つのではなく、彼が退こうとしていた空間を薙なぐ。

　機き敏びんな反応で雷らい河がはその場に留まり、炎えん鎖さの一いち撃げきを空から振ぶりに終わらせる。だが、それで十分だ。邪じや魔まをするだけでも目的は果たせた。

　その証しよう拠こに盛せい大だいに舌打ちをした雷らい河がは、逃げ場を失った。

「クソがぁぁぁあっ！　ウザいっつってんだろうがよぉ?!」

「嬉うれしい反応をしてくれる……けど、これで終わりにしようか……！」

　接近しつつ朱あか音ねは再び右みぎ腕うでを振ふるい、伸のばした炎えん鎖さで横よこ薙なぎに雷らい河がを打ち付ける。

　それに呼応するように正面からは翔しよう輝きが迫せまり、この同時攻こう撃げきを避よける術すべは手持ちの武器のない雷らい河がには残されていない……はず、だった。

　──朱あか音ねの上で、チカッと光が瞬またたくまでは。

「なっ、まさか……?!」

　驚きよう愕がくの声を漏もらし、朱あか音ねは攻こう撃げきしようと前のめりになっていた体を無理矢理に横へと捻ひねり、床ゆかに激しく肩かたを打ち付けながら倒たおれた。

　その直後、本来なら次の一歩でいるはずだった場所を、一条の雷かみなりが突つき刺ささる。もう少し攻せめ気けが強かったらフラッシュに気付かず、『撃破ブレイク』されていた。

　どうしてあの場所にあのタイミングで雷らい撃げきを放っていたのかは不明だが、推測は出来る……が、今大事なのはそこじゃない。

　倒たおれた位置から見上げる形になった朱あか音ねの視界の中では、翔しよう輝きと雷らい河がが一対一で向き合っていて──このままだとまずい。

「させ、ないっ……！」

「チィッ……?!」

　倒たおれたまま朱あか音ねが投げつけた炎えん鎖さは、雷らい河がの足あし下もとを襲おそった。それは偶ぐう然ぜんにも翔しよう輝きが右手を伸のばし仕し掛かけるタイミングと重なり、絶ぜつ妙みような連れん携けい攻こう撃げきになる。

　足あし下もとを薙なぐ炎えん鎖さを、雷らい河がはジャンプして回かい避ひする。だが、その代だい償しようとして空中に浮ういてしまった自由の利きかない状じよう況きようになり、そこに翔しよう輝きの一いち撃げきが放たれた。

「これで、終わらせる……！」

　気合いと共に、翔しよう輝きは右の掌しよう底ていを無防備な雷らい河がの顔面へと繰くり出だし──

「クソがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ────なんてなぁ」

　……あっさりと。

　空中で動けないはずの雷らい河がの体が大きく横にスライドし、首を傾かたむけてその一いち撃げきをかわした。

「なっ……!?」

「……っ……！」

　驚きよう愕がくの声を漏もらす翔しよう輝きには見えていないだろうが、朱あか音ねの位置からはそれが見えた。上半身は殆ほとんど動かさないまま雷らい河がの足が壁かべを蹴けり、その反動で空中で体勢を変えたのを。

　驚きよう異いの回かい避ひをした雷らい河がは、そのまま着地をせずに翔しよう輝きの肩かたを右手で摑つかんで、空中で強ごう引いんにバランスを整えると、

「ハッ──残念賞だ、吹ふき飛とべ」

「ぁぐっ……?!」

　強きよう烈れつな膝ひざ蹴げりを胸へと叩たたき込こみ、翔しよう輝きの体が文字通り吹ふき飛とんだ。

　どうにか左ひだり腕うでを挟はさみ直ちよく撃げきは避さけたように見えたが、カウンターの近くまで床ゆかを滑すべって転がっていく。あれで軽いダメージで済むはずがない。

　器用に着地した雷らい河がは攻こう撃げきの結果に満足げに笑えみを浮うかべ、

「雑ざ魚こが、この程度のヤツが随ずい分ぶんとでかい口を叩たたいてくれたもんだぜぇ……ん？」

　追つい撃げきを仕し掛かけようとしていたのか、倒たおれた翔しよう輝きの方へと歩き出そうとした雷らい河がが、ふと何かに気付いて足を止める。

　その時、翔しよう輝きの体にノイズが走り──次の瞬しゆん間かん、一回りも二回りも小さな体たい軀くの桐とう子この姿が現れた。

「なっ……ん、だとぉ？　なら、本物は……!?」

　攻こう撃げきした相手が偽ぎ装そうした人物だと知り、驚きよう愕がくの声を上げた雷らい河がは慌あわてて周囲を見み渡わたす。

　だが──もう遅おそい。

「……《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》！」

「ッ、後ろだとぉ!?」

　声に反応して振ふり向むく雷らい河がと、炎えん鎖さを構えてテーブルに飛び乗った新しん城じよう翔しよう輝きが、相あい対たいする。二メートルと離はなれていない至近距きよ離りにいきなり現れた翔しよう輝きに、雷らい河がの頰ほおがひきつるのが朱あか音ねには見えた。

　──調理場に潜ひそんでいた桐とう子こは炎えん鎖さで攻こう撃げきを仕し掛かけた直後に《道化師の毒針劇薬ピエロ》を使い、翔しよう輝きの姿となって姿を現した。そして本物の翔しよう輝きは隠かくれながら雷らい河がを強きよう襲しゆう出来る位置に移動して、桐とう子こと挟はさみ撃うちにする計画だった。朱あか音ねも横から援えん護ごをして、三方の誰だれかが確実に敵を仕留められる布ふ陣じんだ。

　しかし朱あか音ねが雷らい撃げきで攻こう撃げきのタイミングをずらされ、桐とう子こが予想外の反はん撃げきを受け……それでも、王手を掛かけるに至った。

　誰だれか一人でもあの男に刃やいばを突つき立たてることが出来れば、こちらの勝ちだ。

　そして今、翔しよう輝きは右手に炎えん鎖さを握にぎり締しめ、九く鬼き雷らい河がの前に立っている。

「終わりだ、《トール》……！」

　険しい表情で叫さけんだ翔しよう輝きは、防ぼう御ぎよする為ための物を求めて近くのイスへと手を伸のばす雷らい河が目め掛がけて、右手の炎えん鎖さを振ふり下ろし──




　その頭上で──チカッ、と微かすかに光が瞬またたいたのを、朱あか音ねは見てしまった。




「────っ!?」

　警告の朱あか音ねの叫さけびが、耳みみ障ざわりな音から意味のある言葉へとなる前に。

　翔しよう輝きの振ふるう炎えん鎖さが雷らい河がに届くよりも一いつ瞬しゆんだけ早く、雷かみなりが翔しよう輝きの体を貫つらぬくべく降り注ぐ。

　前のめりになった胴どう体たいに向かって落ちた雷かみなりに、翔しよう輝きは貫つらぬかれ──

「くぉぉっ……?!」

　──なかった。

　雷らい撃げきが落ちるのとほぼ同時に強ごう引いんに身を捩よじり、雷かみなりは翔しよう輝きの横腹を掠かすめるようにして足場にしていたテーブルを射い貫つらぬく。

「ぐあっ……つ、ぅ……!?」

　無理をした代だい償しようとして硬かたいテーブルに酷ひどく肩かたを打ち付け、床ゆかへと転がり落ちた翔しよう輝きは苦痛に顔を顰しかめる。足も捻ひねったのか、俯うつぶせのまま起き上がれない。

　そこに届いたのは、彼を嘲あざ笑わらう声だ。

「おぃおぃ、駄だ目めだろ？　ヒーローが後ろから襲おそうような汚い真ま似ねしたら、天てん罰ばつ食くらうぜぇ？　まぁ……もう遅おそいみたいだが、なぁ」

「が、ぁっ……?!」

　ケラケラと笑いながら、雷らい河がはゆっくりと回り込んで、翔しよう輝きの背中を踵かかとで踏ふみつける。

　抉えぐるように踏ふまれ、苦く悶もんの声を漏もらした翔しよう輝きはそれでも首を捻ひねって雷らい河がを睨にらみ、

「ぐっ……こ、のっ……！」

「おぉ、まだまだやる気満々ってか？　だが残念、薄うす汚ぎたないヒーロー野や郎ろうは退場の時間だ」

　そう言うと、雷らい河がは翔しよう輝きを踏ふみつけたまま両りよう腕うでを広げる。

　まるでそのパフォーマンスに導かれるように、また頭上で光が瞬またたく。

　それが意味することは十分に分かっていても、朱あか音ねはどうすることも出来ず、ただ見ているだけしかなく……

　そして──三度落ちた雷かみなりが、容よう赦しやなく翔しよう輝きの背中を打うち抜ぬいた。

「ぃっ…………！」

　どれだけの激痛が走ったのかは分からないが、翔しよう輝きは喉のどの奥おくから声を漏もらしただけで悲鳴を嚙かみ殺ころす。だが、痛みを堪こらえても結果は変わらない。スカジャンには焦こげた大穴が開き、体は無む惨ざんにも透すけていく。

　それでも翔しよう輝きを踏ふみつけたまま、雷らい河がはニヤニヤと笑えみを浮うかべ、

「ハッ、つまらねぇなぁ。敗者らしく、もっと醜みにくい悲鳴を上げて俺おれ様さまを楽しませろよ」

「く、そっ……どうして、雷かみなりが……！」

「あぁ？　そんなの、ああなるように誘導したからに決まってるだろぉ？」

「な…………に……?!」

「動きを見て、一目でアレが偽にせ者ものだって分かったからなぁ。お前等のプランに乗る振ふりをしながらスキルを設置して、あとはそこに誘さそうだけだ。名演技だっただろうが、なぁ？」

　誇ほこる……というよりは、失敗したこちらをなぶるように言う雷らい河がだが、それがどれだけの離はなれ業わざか、この場にいる誰だれもが分かる。

　朱あか音ね達たちは、翔しよう輝きを密ひそかに移動させる為ために多少の時間が必要だった。それが逆にスキル発動までの時じ間かん稼かせぎにもなると、利用されたことになる。

　それが分かって悔くやしがる翔しよう輝きだが……もう時間切れらしく、体は殆ほとんど透すけてしまっていた。

「格の違いがハッキリと出たなぁ？　所しよ詮せんはお前も雑ざ魚こだったな、ヒーロー野や郎ろう」

　最後の瞬しゆん間かんまで煽あおり続ける雷らい河がに、翔しよう輝きは強く奥おく歯ばを嚙かみしめて……不敵に、笑う。

「まだ……終わって、ねぇ……」

「あぁ？　負まけ惜おしみにしてもつまらねぇぞ？」

「オレを倒たおしただけで……勝かち誇ほこるのは、大間違いだぜ」

　笑えみを崩くずさずそう言い残し──翔しよう輝きの体は、完全に消えてなくなった。

「ハッ、捨すて台詞ぜりふはもう少しマシなことを言えよなぁ。どこまでもウザい野や郎ろうだ、クソが」

「……虚きよ勢せいを張っている誰だれかさんよりはマシじゃないかな」

「…………あぁ？」

　不ふ機き嫌げんな声と共に振ふり向むく雷らい河がを、ゆらりと立ち上がった朱あか音ねは静かに見返す。

　目の前で協力者を──仲間を失ったが、戦意はまるで萎なえていない。むしろ、この好機に倒たおれたままでなどいられない。

「要かなめとなる《ショーキ》を倒たおした……とはいえ、わたしはほぼ無傷だし、《ローズマリー》も終わってはいない。なのに吞のん気きに消えゆく彼に話しかけていたのは、どうしてかな？」

「ハッ、絶対的な勝者の余よ裕ゆうに決まってるだろぉ？　他に何があるんだ？」

「そうだね。嗜し虐ぎやく心、慢まん心しん、逆の上ぼせ上あがり……それから、スキル使用不可時間の誤魔化し、といったところかな」

「ハァ？　どんな妄もう想そうだよ、おぃ？」

　せせら笑う雷らい河がに動どう揺ようはない。だが、そもそも朱あか音ねは相手の反応を窺うかがうつもりはなかった。

　事前にした考察と予測、そこに今までの流れを加味すれば、最も早はや回答など必要無い。

「──そもそも、その《天雷の槌ミヨルニル》は強力すぎるんだよ。ハイコスト、時限式、他のスキルと共存出来ない……それらを考こう慮りよしても、防ぼう御ぎよ不能の一いち撃げき必殺だ。他にも制限があっておかしくない、と踏ふんでいたんだよ」

　例えば、《ｆ》が使っていた《ポーン》のオリジンスキル《審判の時罪を憎んで人を憎まず》は凄すさまじい破は壊かい力だったが、発動まで時間がかかる上に使用者は動いてはならず、しかも人体には直接の影えい響きようを与あたえられないものだった。

　それに比べて《天雷の槌ミヨルニル》は、他のスキルを持てないという点はあるものの、どう考えても《審判の時罪を憎んで人を憎まず》の方が使い勝手が悪い。使い手が《ｆ》だから凶きよう悪あくなスキルとなったが、屋外ではほぼ意味が無いスキルだし、効果的な状じよう況きようが限定されすぎている。

　もし『ＰｏＳ』の運営スタッフが九く鬼きの幹部候補である雷らい河がを贔屓ひいきしているのならば、強力無比なスキルというのも納得がいくが……『ブラインドマスク』の件も考えれば、それはないだろう。

　──だとすれば、《天雷の槌ミヨルニル》には他にも制限があるはずだ。

「真っ先に思いついたのが、『連発は出来ない』というものだったけれど……見た限りでは、すぐに次が放てる訳では無いものの、連発は可能。とはいえ、確実に《ショーキ》を仕留めるのならばもっと連発しても良かったし、わたしや正面から来る《ローズマリー》に対してもスキルを連発していれば、それで終わっていたはずだよ。でも、出来なかった……」

「……ハッ。しなかっただけとは考えないのかぁ？」

「遊びに興じる余よ裕ゆうはあっただろうね。でも、それは《ショーキ》を倒たおした後の話だよ。彼を確実に仕留めてからでないと、いくらキミでも遊ばない。万が一が起こるとしたら、あの『ヒーロー』以外には有り得ないから」

　だというのに、翔しよう輝きを倒たおすのに使ったスキルは二回。読み切ったように振ふる舞まっていたが、本当に全て見通していたのなら一発で仕留められただろう。なのに、しなかった。

　これによって朱あか音ねが出した結論は、

「そのスキルを短時間に連発出来るのは三回まで。一回ごとに最低五秒の間かん隔かくを置く。規定時間内に三回使ってしまった場合、ある程度の冷れい却きやく時間が必要となる……こんなところだね」

「へえぇ……妄もう想そうでそこまで語れるか。大したもんだなぁ、マジでよぉ」

「評価は結構、これ以上時間を掛かけるつもりはないからね」

　言って、朱あか音ねは短く息を吸い込み……

「さあ……スキルでのみ倒たおすという自尊心プライドを守って無様に負けるか、石に齧かじり付ついて屈くつ辱じよくに塗まみれた勝利を取るか──キミはどちらの絶み望ちを選ぶ!?」

　啖たん呵かを切ると、ぐっと右手に力を入れて駆かけ出だす。十メートルと離はなれていない雷らい河がへと向けて、正面から真まっ直すぐに。

　対する雷らい河がはそれまでの余よ裕ゆうの態度から一変し、憎にくらしい笑えみは消え、空いた右手を前へ突つき出だし機き敏びんに迎げい撃げき態勢へと移る。

「チィッ……！　スキル以外でなら余よ裕ゆうで潰つぶせるってのによぉ……！」

　勝手に自分で付けた条件に愚ぐ痴ちを零こぼす雷らい河がだが、それでも焦あせりは感じられない。

　新しん城じよう翔しよう輝きならいざ知らず、朱あか音ねに真っ向勝負で負けるとは微み塵じんも思っていないからだろう。炎えん鎖さを使っているのならまだしも、素す手でならば警けい戒かいしておけば問題ないという判断だ。

　だから朱あか音ねはそれが間違っていると知らしめるべく、下から斜ななめに右みぎ腕うでを振ふるう。

「ハッ、真空波でも飛ばすスキルでもあると──なっ?!」

　そんなはずはないと、ブラフだと判断した雷らい河がが嘲ちよう笑しようの笑えみを浮うかべた……が、すぐにそれは驚きよう愕がくへと変わる。

　何な故ぜなら──何も無かったはずの空間から、いきなりナイフが飛んで来たからだ。

　翔しよう輝きに偽ぎ装そうしていた桐とう子こが投げたものと同じ食堂にあったものを、朱あか音ねが走りながら投げただけだ。ただし《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》で存在を消していたので、向こうからは魔ま法ほうのように湧わいて出たように見えただろう。

　至近距きよ離りからの不意打ちに、それでも雷らい河がは身を捩よじって回かい避ひしようとし、

「なっ……足が、動かないだとぉっ?!」

　──そこで初めて、足あし下もとに異変が起こっていたことに気付く。

　時じ間かん稼かせぎの会話をしていたのは向こうだけじゃない。倒たおれたままの桐とう子こがスキルを変へん更こうし、怜れい泉せん澪みおの《氷焉ノ刻エンド・ワールド》で床ゆかを凍こおらせていた。死角から密ひそかに伸のばした氷は、今や左足を足首まで完全に凍こおり付つかせていて、簡単には脱だつ出しゆつ出来ない。

　予想に反して回かい避ひ行動を取れず、初めて雷らい河がの表情に焦あせりが浮うかぶ。目前にナイフが迫せまっているのだから当然だ。

　朱あか音ねが投じた鋭えい利りなナイフは、そのまま柔やわらかな首に突つき刺ささり、

「ク、ソが…………舐なめんなぁぁぁぁあっ！」

　──切っ先が肌はだに触ふれたその瞬しゆん間かん、ナイフを摑つかみ取とるという離はなれ業わざを見せた。

　だが、無茶な行動の代だい償しように、ナイフの刃はを強く握にぎった手からは血が流れ、しかも片足が固定された状態の為ためにぐらりと大きく体勢が崩くずれる。

　恐おそらく、これが唯ゆい一いつの勝機だ。油断と傲ごう慢まんが招いた、圧あつ倒とう的てきな戦力差を覆くつがえすたった一度の機会がここにある。

　それを逃のがすまいと、朱あか音ねの右手は衣い装しようで隠かくれていた太ふと腿ももからホルダーで固定していた大おお振ぶりのナイフを抜ぬき、走りながら構えた。

　狙ねらいを腹部に定め、ナイフごと体当たりをするつもりで突つき進すすむ。拳こぶしや蹴けりが飛んで来ても、食らいながら一いち撃げきを叩たたき込こめるように。

　あと一歩のこの距きよ離りまできて、《天雷の槌ミヨルニル》が発動する予兆は……

「──ない！　これで、決める……！」

　腰こしだめにしたナイフの切っ先を雷らい河がへ向けた朱あか音ねは、目の前に迫せまった敵へと、最後の一歩を力強く踏ふみ出だす。

　床ゆかを蹴けり、殆ほとんど体ごと飛とび込こむようにして因いん縁ねんの相手に肩かたからぶつかっていき、雷らい河がの切せつ羽ぱ詰つまった顔が触ふれるほどに近付き……




　そして──刃はが肉に突つき刺ささる感かん触しよくが、朱あか音ねの体を震ふるわせた。




「かっ…………は……?!」

　刃は物ものが刺ささった激痛と喉のどの奥おくから込こみ上あげて来る吐はき気けに、思わず喘あえぎ声が出る。

　深々と──朱音の胸にナイフが突つき立たてられていた。

「……く…………ぁ……！」

　苦しげに吐と息いきを漏もらし、膝ひざから力が抜ぬけて倒たおれそうになる。崩くずれ落おちた朱あか音ねは思わず、といった具合で目の前にあった相手の足にすがりついて、やっとで倒たおれずに済んだ。

「おぃおぃ、何してんだよ気持ち悪ぃ。女装した男に抱だきつかれて喜ぶような変態趣しゆ味み、俺おれ様さまにはねぇぞ？」

「──いやぁぁぁっ?!　先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶですかっ、先せん輩ぱい!?」

　桐とう子この悲鳴に似た叫さけびが耳を打つものの、返事は出来ない。そして左手の端たん末まつが振しん動どうして何かを訴うつたえるが、見なくとも内容は分かる。『奴隷スレイブ』になったという通知だ。

　胸に刺ささったナイフは、先さき程ほど朱あか音ね自身が投げたものだ。雷らい河がは摑つかみ取とったナイフを素す早ばやく手の中で持もち替かえ、朱あか音ねの一いち撃げきが届く前に、心臓間近に突つき立たてた。ただそれだけのことだ。

　だが、それは雷らい河がが提示した条件を破ったということでもある。

「な…………ん、で……っ……」

「あー？　俺おれ様さまがお前を刺さしたのがそんなに意外か？　あぁ、『倒たおすのはスキルで』って話を信じてた訳だな。おめでたい野や郎ろうだ」

「くっ…………キミに……プライ、ドは……！」

「あるぜぇ？　大体、今のは避よけようと思えば出来た。いなしておいてスキルで倒たおすのも可能だったが……」

　首を横に振ふり、わざとらしくサングラスの位置を直した雷らい河がは、足にすがりつく朱あか音ねの顔を見下ろして……大口を開けて笑い出した。

「ク……ハハッ……！　だってよぉ、こっちの方が面おも白しろいだろ?!　プライドぉ？　切せつ羽ぱ詰つまって仕方なしにやるならともかく、笑える展開にする為ために敢あえて条件を反ほ故ごにしたって、俺おれ様さまのプライドに傷なんかつくかよ、残念だったなぁ！」

　ゲラゲラと腹を抱かかえて笑う雷らい河がは本当に楽しそうで、朱あか音ねは唇くちびるを嚙かむしかない。

　何より気に障さわるのは──この発言に、噓うそや虚きよ飾しよくは微み塵じんも感じられない。少なくとも雷らい河がは本気で可能だと思っているし、嫌いやがらせの為ためだけにこの選せん択たくをしたのだ。

　つまり──積み重ねてきた策を破られ逆に朱あか音ねが致ち死しダメージを負ったのは、この男が遊び半分で虚こ仮けにした結果になる。

「あー……笑った笑った。おら、いつまでも俺おれ様さまに触ふれてんじゃねぇよ気持ち悪ぃ」

「ぅぐっ……!?」

　凶きよう相そうともいえる笑えみを浮うかべた雷らい河がは、無造作に凍こおり付ついていない右足で朱あか音ねの体を蹴けり剝はがした。

　無様に床ゆかに転がった朱あか音ねだが、刺さされた胸は痛んだものの、ダメージとは判定されなかったのか『撃破ブレイク』にはならすに済んだ。苦痛に顔をしかめた朱あか音ねは、「さぁて」と雷らい河がの呟つぶやく声に、殆ほとんど自由の利きかなくなった体で頭だけ起こしてそちらを見る。

　左足が氷で固定されている雷らい河がはせせら笑いを浮うかべ、

「むかつくお前に俺おれ様さまからのプレゼントだ。仲間が『撃破ブレイク』されるところを見せてやるぜぇ」

「……っ！」

　ぐるりと顔を向ける雷らい河がに対し、倒たおれたまま桐とう子こは身構え、同時に雷らい河がの足を凍こおらせていた氷が上へ浸しん食しよくを進める。だが、その速度はお世辞にも速いとはいえず、下半身を凍こおり付つかせるだけでも一分は掛かかってしまいそうだった。

　それをよく理解しているようで、雷らい河がはむしろ笑えみを深める。

「無む駄だな抵てい抗こうしてみるかぁ？　さっきの一いち撃げきで殆ほとんど動けないんだよなぁ、お前？」

「……だとしたら、どうだというんですか」

「こっちはもうスキルを使えるようになっているんだ。その状態で雷らい撃げきを避よけ続けて俺おれ様さまを倒たおせるか……みっともなく踊おどって楽しませてみろよ、なぁおぃ……！」

　弱った相手をじりじりといたぶる愉ゆ悦えつを隠かくすことなく、サディスティックに雷らい河がは笑う。恐おそらく、スキル使用する為ための端たん末まつ操作はもう終わっている。これまで一度も端たん末まつを見ずにスキルを使っていたので、ほぼ間違いないだろう。

　万ばん全ぜんの状態ならまだしも、怪け我がを負った今の桐とう子こに雷らい撃げきを何度も避よけるだなんて、まず不可能だと断言していい。足あし下もとから《氷焉ノ刻エンド・ワールド》で凍こおらせてはいても、相手が悪すぎる。スキルの範はん囲い外に逃にげる前に桐とう子こは撃うたれてしまうはずだ。

　それが分からない程ほど桐とう子こは愚おろかではない……が、体を震ふるわせながらも立ち上がった。

「おぃおぃ、足が震ふるえてるぜぇ？　一発で終わるんじゃねぇぞ、つまらねぇからなぁ」

　獲え物ものがただ倒たおされるのを良しとしないと分かり、雷らい河がは虫を払はらうように手を振ふって挑ちよう発はつをする……が、桐とう子こはその場から動かずに敵を睨にらんだ。

「………………一つ…………教えてあげます」

「あぁ？　下へ手たな時じ間かん稼かせぎはいいからさっさと逃げろよなぁ。ほぉら、でないとすぐ、」

　──そこで不意に、雷らい河がは言葉を止める。

　すぐに眉み間けんにギュッと皺しわが寄り、口元からは笑えみが消えた。

「…………っ」

　そして初めて演技ではなく表情が歪ゆがみ、無言で微かすかに頭を動かす。サングラスで隠かくれてはいるが、朱あか音ねには分かる。今のは、端たん末まつに視線を落としたのだと。

「…………あなたの……は……」

「……あぁ？　何をぼそぼそと、」

「あなたの敗因は──その歪ゆがみきった人格です」

　ハッキリと言い切った桐とう子こは視線を横へと流し、倒たおれている朱あか音ねを見やる。

　たったそれだけで何かに気付いたようで、すぐに雷らい河がも朱あか音ねの方を振ふり向むき、

「……お前…………お前かぁ?!　何をしやがったんだ、おぃ……！」

　激げき昂こうして飛びかからんばかりに叫さけぶが、雷らい河がの体は既すでに左足だけでなく、右足を含ふくめた下半身の殆ほとんどが氷で固められていて動けない。

　だから朱あか音ねはゆっくりと体を起こし、胸に刺ささったナイフを苦痛に耐たえながら抜ぬいて、微ほほ笑えんで見せた。

「《ローズマリー》の言う通り、だよ。キミの敗因はその性格……才能を活いかしきれない中身の悪さが命取りになったね」

「……あぁ!?」

「まだ腕うでは動くのだから、見てご覧よ。キミの端たん末まつを、頼たよりにしていたスキルを」

　そう促うながすと、舌打ちしながらもすぐに端たん末まつ画面を目にし……雷らい河がの口が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

「なん、だと……俺おれ様さまの《天雷の槌ミヨルニル》が、妙みようなスキルに……?!」

「《ブラウニーの偏愛チエンジリング》といってね。それ、元々は《ショーキ》のスキルなんだよ。巡めぐり巡めぐって、さっきまでわたしのところにあったのだけれど」

「………………な……ぁ……!?」

　たったそれだけの種明かしで雷らい河がは察したようで、唇くちびるを強く嚙かみ締しめる。

　スキル《ブラウニーの偏愛チエンジリング》は、スキルを強制交こう換かんするスキルだ。翔しよう輝きのオリジンスキルで、使用条件を考えれば実戦ではまず使えないが……仲間内でなら話は違う。

　──今日の放課後になってすぐ、朱あか音ね、桐とう子こ、翔しよう輝きの三人は『潜界ワールドダイブ』をした。まず、翔しよう輝きと桐とう子ことの間でオリジンスキルの交こう換かんを行い、それから時間を置いてから桐とう子こと朱あか音ねでスキルの交こう換かんを行った。わざわざ桐とう子こを介かいしたのは朱あか音ねのスキルを《ブラウニーの偏愛チエンジリング》にする以外に、二つの理由があったからだ。

　一つは、朱あか音ねのオリジンスキルを翔しよう輝きではなく桐とう子こに預けたかったから。

　そしてもう一つは──『奴隷』が『主人』に対してスキルが使えるか確かめたかったからだ。

「……キミに勝つ方法はいくつか考えたのだけれどね。上う手まくいくと思うプランなのに、どれも嫌いやな予感がした。最後のピースが絶対に合わないような、そんな確信があった」

　だから最終的に、朱あか音ねはこの作戦に至った。三人に雷らい河がを倒たおす機会が出来る、それでいて最悪の状じよう況きようが起きたとしても──むしろ、そうなった時に勝てる作戦に。

　翔しよう輝きが倒たおせるのならそれで良し。駄だ目めでも彼かれを倒たおすのは楽じゃなく、一時的に《天雷の槌ミヨルニル》は封ふうじられるだろうから、朱あか音ねが次の刃やいばになる。

　それでも届かなかった場合──真っ当にいけば、その時点で負けだ。相手は九く鬼き雷らい河がで、朱あか音ねと桐とう子こだけではスキルを駆く使ししても勝ち目は殆ほとんど無い。

　……ただし。相手が雷らい河がだからこそ、本来ならば有り得ない勝ち筋もある。

「キミにとって警けい戒かいすべき相手は《ショーキ》だけだ。彼を倒たおしさえすれば、後はどうにでもなる……そう思っていたんだろう？」

「……だとしたらどうだっていうんだ、えぇっ?!」

「だから真っ先に彼かれを倒たおした場合、遊ぶと思ったんだよ。普ふ通つうに戦えば倒たおせる……だけどそれじゃ面おも白しろくないからね」

　それ故ゆえに、翔しよう輝きが敗れるとしたら真っ先に倒たおされる必要があった。

　次の捨て石役に朱あか音ねがなったのは、まず単純に桐とう子こは既すでに三回『奴隷スレイブ』になっているから致ち命めい傷しようで『撃破ブレイク』になる為ため。そしてもう一つは、

「キミの宣言していた『スキルを使って倒たおす』という言葉をわたしが信じていた場合、そうせずに倒たおした方が大きなショックを与あたえることが出来る……愕がく然ぜんとしたわたしの反応は、期待通りだったんじゃないかな？」

「…………お前……分かっていて……!?」

「演技をしていたのはキミだけじゃない。『奴隷スレイブ』になって痛みと動どう揺ようで縋すがり付つく振ふりをしてスキルを使う時間を確保していたことに、全く気付かなかっただろう？」

　雷らい河がにやられてしまうのは織おり込こみ済みで、そこに隙すきが生まれるとも思っていた。普ふ通つうならば有り得ない、《ブラウニーの偏愛チエンジリング》を使う十秒という接せつ触しよく時間が。

「キミが宣言通りスキルのみで倒たおすことに拘こだわっていれば、負けていたのはわたし達だった。つまり──勝利に不要な色付けをしようとした腐くさった性格こそ、キミの敗因だよ」

「ッ、お前…………お前ぇ……！　クソが、俺おれ様さまがこんなっ──」

「無む駄だです。もうあなたに勝ち筋は残っていません」

　冷たく言い放ったのは桐とう子こで、やはり立ち上がった場所から動いていない。というより、動くつもりがなかった。

　手を伸のばしても届かない、物を投げても避よけられるやや離はなれた場所から、醒さめきった視線を雷らい河がへと注ぎ続ける。

「この《氷焉ノ刻エンド・ワールド》ではすぐに倒たおすことは叶かないませんが……スキルを使わず生身で逃のがれることは不可能です。試ためしたところ、あの《ショーキ》ですら無理でしたから」

　話しながら、スキルは使い続けている。もう胸から下は氷の塊かたまりで閉ざされていて、雷らい河がが必死に体を動かそうとしていたが、凍こおり付ついた部分はビクともしていない。

　頭も激しく揺ゆれ、サングラスが落ちて血走った目が露あらわになるが、それでもだ。

「ぐ、おぉっ…………有り得ねぇ、こんな雑ざ魚こ共に俺おれ様さまが負けるはずがぁ……！」

「その絶み望ちはキミが選んだもの──つまり、ただの自じ滅めつだよ」

　止とどめを刺さすように告げた朱あか音ねを、怒いかりと狂きよう気きで染まった目で雷らい河がが睨にらむ。

　だが、最も早はやそれは何の意味も無い。

「…………ぁぁぁぁぁぁぁああぁぁァァぁあっっっ?!」

　絶ぜつ叫きようが食堂に響ひびき渡わたるが、それで氷の侵しん食しよくが止まるはずもなく。

　ゆっくりと、胸から肩かた、そして首から上へと《氷焉ノ刻エンド・ワールド》は凍こおり付つかせていき……




　凶きよう相そうのまま全身氷漬づけの塊かたまりとなった瞬しゆん間かん、九く鬼き雷らい河がの体は溶とけるように消えていった。




　静せい寂じやくが戻もどり、端たん末まつを見て《トール》の反応がないことを確かく認にんして──朱あか音ねはようやく訪おとずれた戦いの終わりに、深々と息を吐はく。

「……最さい期ごは、呆あつ気けないものだったね」

「それで構いません。窒ちつ息そくするまで時間が掛かかると、流石さすがに気分が悪いです」

「キミは優やさしいね。まあ、わたしも別に苦しめて倒たおしたいとは思ってなかったけれど」

　雷らい河がに対する蟠わだかまりは、もう無い。彼かれに勝ったからではなく、桐とう子こに諭さとされて戦いに臨のぞむと決めた時に、雪解けはもう始まっていた。

　だから今朱あか音ねの胸の内にあるのは、温かな満足感と、微かすかな爽そう快かい感だ。

「……終わった、ね。うん、これで終わった」

「……そうですね。終わりです」

　食堂の床ゆかで寝ね転ころび腕うでを広げて仰あお向むけになる朱あか音ねに、すぐ傍そばまで近付いて来た桐とう子こがしんみりと呟つぶやく。

　膝ひざを着いて座すわった桐とう子こは端たん末まつを操作し、その画面をこちらへと向け、

「見ての通り──ポイントも貯たまりました。１，０００，０００を超こえています」

「うん、それは良かった。足りているとは思っていたけど、駄だ目めならまた誰だれかと戦わないといけかなかったしね」

「はい。なので、スキルは使用可能ですが……あの、本当に私が使ってもいいんですか？」

　何な故ぜかここに来て躊躇ためらう桐とう子こに、朱あか音ねはやんわりと微ほほ笑えんでみせる。

「勿もち論ろん。九く鬼き雷らい河がを倒たおした人を勝者に、って決めていたじゃないか。それに、今から戦うにしても、死にかけでポイント零れいのわたしには何も出来ないよ」

「……そうですか。分かりました」

　こちらの後あと押おしに桐とう子こは頷うなずき、膝ひざの上に端たん末まつを乗せて、目を閉じ深呼吸をする。

　数秒の間を置いてから、ゆっくりと目を開けた桐とう子こは音声入力ボタンを押おし込こみ……

　そしてハッキリと、そのスキルを読み上げた。

「──《楽園への扉ヘブンズ・ゲート》」

　万ばん感かんの思いを込こめて呟つぶやかれた言葉に、暗い食堂の天てん井じようを割るようにして光が溢あふれ出だし、それが全て桐とう子この元へと収束していくのを朱あか音ねは見つめる。

　キラキラと輝かがやくその姿を綺き麗れいだと思いながら、段々と意識が遠のいていき……




　それが、一ヶ月に及およぶ『ＰｏＳ』の幕が下りた瞬しゆん間かんだった。
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　　　エピローグ







　──目を覚ました朱あか音ねが感じたのは、まず気け怠だるさと、次に喉のどの渇かわきだった。

「あ、れ…………わたしは……？」

　九く鬼き雷らい河がとの戦いが終わり、桐とう子こが『ＰｏＳ』の勝利者となった……そこまではちゃんと覚えている。だからこそおかしな部分がある。

『潜界ワールドダイブ』をしたのは大学の屋上だったが、気付いた場所は室内だ。それもベッドの上で、その光景に覚えはないものの既き視し感かんはある。

「ここは…………病院……？」

　それも、恐おそらくは新しん湘しよう南なんタウンで一番大きな総合病院の個室。何度も検査入院しているし、桐とう子こが入院していた場所でもあるから、間違いない。

　とはいえ、どうしてここで寝ねているのかが分からず、朱あか音ねは誰だれかに話を聞こうと考え体を起こし……そのタイミングで、病室のドアが開くのが見えた。

「あ……起きましたか、先せん輩ぱい」

「桐とう子こちゃん？　どうして……それに、その格好」

　入って来たのはビニール袋ぶくろを手に持った桐とう子こで、最後に見た姿は私服だったのに何な故ぜか中等部の制服を着ていた。

　おかしなことばかりで首を傾かしげたくなる朱あか音ねに、急いで寄って来た桐とう子こはまじまじとこちらの顔を見てから、安あん堵どしたように息を吐はく。

「……その様子だと、目を覚ましたばかりですね。半日以上も寝ねているだなんて、流石さすがにのんびりし過ぎです」

「えっ……じゃあ、もう日付が変わって……？」

「そうです。チップを回収しに来たスタッフの人が救急車を呼ぼうとしたのを私が止めて、タクシーでここに運んで貰もらいました。騒さわぎになると面めん倒どうですから」

　言いながら桐とう子こは持って来ていたビニール袋ぶくろからミネラルウォーターを出して、サイドテーブルに置いてあったグラスを取ってそこに注ぎ、こちらへと差し出してくる。

　有あり難がたくそれを受け取った朱あか音ねが一口飲んで喉のどを潤うるおしていると、近くのイスに座すわった桐とう子こはどこか不満げな顔をして、

「ちなみに診しん察さつ結果ですが、疲ひ労ろうと軽い栄養失調です。つまり乱れた生活が原因ですから、改めて下さい」

「ああ……最近はちょっと無ぶ精しようをしていたからね。でも、そんなことより──」

「『ＰｏＳ』は終わりました。賞金の振ふり込こみは後日になるそうですが、新しん城じよう先せん輩ぱいや芽め依い里りとの話し合いは昨日の内に済んでいます」

「済んだ、って……芽め依い里りちゃんは賞金の分配だけだろうけど、新しん城じよう先せん輩ぱいの方は？　妹さんの件はどうするって？」

　翔しよう輝きの性格からすれば結果は知れているだろうけど……と思いながらの朱あか音ねの質問に、桐とう子こが返したのは意外な言葉だった。

「私の申し出を受けてくれました。権利の譲じよう渡と……は出来ないので、私が代わりに申しん請せいするという形で」

「彼が、受けた？　一体どんな魔ま法ほうを？」

「簡単ではなかったですが、私の希望する願いは九く鬼きグループでも叶かなえられませんから。いざという時にその協力をして貰もらう、ということで合意に至りました」

「…………九く鬼きでも叶かなえられない……桐とう子こちゃんの……？」

　聞いていた話だと、自分と同じく桐とう子こにもこれといった願いはなかったはずだ。そして九く鬼きの力ならば、人じん智ちを超こえたものや余よ程ほど望外なものでなければ、大体叶かなえられる。

　この少女が一体何を望んだのか、かなり好こう奇き心を擽くすぐられる話だ。

「桐とう子こちゃんは何を願っているのかな？　わたしや九く鬼き雷らい河がの社会的抹まつ殺さつとか？」

「……かなりそそられる内容ですが、違います。次の機会があればそれにしてみますが」

「まあ、あまり建設的ではないしね。彼とはこれっきりが一番だし」

　桐とう子この素す性じようは知られていないので、復ふく讐しゆうの対象にはなり難がたい。そもそも、敗退した雷らい河がには多額の罰ばつ金きんと失しつ墜ついした立場が待っている。恐おそらくだが、数年は国外で仕事に忙ぼう殺さつされる日々になるはずだ。監かん視し等などの制限付きの、ブラック業務になるだろう。

　しかし……そうなると、朱あか音ねには願い事の見当がつかない。

「良ければ教えて欲ほしいな。キミが何を望んだのか」

　素す直なおに訊たずねる朱あか音ねに、桐とう子こは落おち着つき払はらった瞳ひとみで静かに応える。

「訊きかれなくても言うつもりでした。何しろ私の願いは──先せん輩ぱいが治ち療りようを受けて長生きをすることですから」

「…………ぇ？」

「ちなみに拒きよ否ひしても構いませんが、無む駄だですよ。既すでに芽め依い里りと先せん輩ぱいのお兄さんにも協力の言げん質ちを得ています。新しん城じよう先せん輩ぱいは妹さんも手伝わせると言っていましたし、恐おそらくですが壁かべ新しん聞ぶん部の部長さんも頷うなずいてくれるでしょう。後は先せん輩ぱいが根負けするまで粘ねばるだけです」

「…………ぁ……と…………？」

　その余りにも意外な内容に、朱あか音ねは思わずぼんやりした声を出してしまう。

　だが、その程度の反応では不満だったようで、桐とう子こは唇くちびるを尖とがらせて、

「……いまいちリアクションが薄うすいですね。もう少し感動したらどうですか？」

「い、や……凄すごく、物もの凄すごく驚おどろいてはいるよ。ただ、どうしてそんな……？」

「そんなの、決まっているじゃないですか──嫌いやがらせですよ」

「………………えー……と……」

　嬉うれしそうに口元を綻ほころばす桐とう子こに、寝ね起おきということを差し引いても頭が回らなくなった朱あか音ねは戸と惑まどうしかない。

「治ち療りようって……わたしに、人工臓器の移植手術を受けろと？」

「そうです。それも一度ではなく、何度でも。あとは食事を始めとした生活習慣を改めて、少しでも健康体に近付く努力をしてください」

「……違うとは分かっていて、それでも一応訊きいておくけど。桐とう子こちゃんはもしかして、わたしのことが好きにでもなったのかな？」

「そんな訳ないでしょう。嫌きらいに決まってます。大だい嫌きらいです」

　キッパリと言い切った桐とう子こは、何な故ぜかやや怒おこったような、ふて腐くされたような表情になり、

「先せん輩ぱいのことは嫌きらいですが……もう、ここまで関わってしまいましたから。ほんの少しだけなら尊敬出来る部分もありますし、それに……」

「……それに？」

「私は先せん輩ぱいに勝たせて貰もらってばかりで、一度も先せん輩ぱいには勝てていません。ハッキリ言って屈くつ辱じよくです」

「……そんな理由で、わたしを？」

　半ば反射的に聞き返した朱あか音ねだが、いつもの笑えみが上う手まく作れない。呆ぼう然ぜんとし、何度か瞬まばたきをする間も固まったまま動けなくなってしまった。

　原因の桐とう子こは不ふ機き嫌げんそうな表情で、ベッドに寝ねる朱あか音ねをジロリと睨にらみ、

「大体、私のことを脅きよう迫はくしたりナイフで刺さしたりしておいて、そのまま勝かち逃にげなんて絶対に許しませんから。私が先せん輩ぱいに実力で勝って、勝って、ぐうの音も出ないくらいに勝って……少なくとも、先せん輩ぱいの存在が路ろ端ばたの小石程度に思えるようになるまでは付き合って貰もらいますから。これは拒きよ否ひ権なしです」

　静かにだが一気に言い切ると、桐とう子こはふうと小さく息を吐はく。どこか緊きん張ちようの糸が切れたような、そんな雰ふん囲い気きだった。

　まじまじと彼かの女じよを見ていた朱あか音ねは、やはり派手な反応は出来ない。ポーカーフェイスを気取っている訳ではなく、驚おどろきすぎて感情が麻ま痺ひしているのかもしれなかった。

　……ただ。胸むねの奥おく底ぞこから、じわりと湧わいてくる感覚がある。温かな水のような、触ふれていると何な故ぜだか安心出来て、不意に涙るい腺せんまで刺し激げきされる……柔やわらかくて優やさしい、存分に陽ひの光を浴びた毛布にくるまれた時みたいな多幸感があった。

　うっかりすると涙なみだが出てしまいそうな状態で、朱あか音ねは軽口を叩たたこうとしたものの、言葉に詰つまってしまう。

　と、そこで桐とう子こが朱あか音ねの胸むな元もとに指を突つきつけてきて、挑いどむような笑えみを浮うかべる。

「先せん輩ぱいの真ま似ねをするならば──今、先せん輩ぱいには二つの選せん択たく肢しがあります」

「…………それは、何かな……？」

　どうにか声を絞しぼり出だして返すと、桐とう子こはトントンと指先で朱あか音ねの胸を突つき、

「一つは抵てい抗こうせず、諦あきらめてちゃんと治ち療りようを受けること。そしてもう一つは、私達から無理矢理に治ち療りようを受けさせられること、です」

「……それ、どっちも結局は一いつ緒しよじゃないか」

「結果は一いつ緒しよですが、内容はまるで違いますよ。先せん輩ぱいが協力的であるのなら自由を与あたえてあげられますし、私達も楽です。ですが抵てい抗こうするのなら、まずはこの病室から出しません。食事制限から就しゆう寝しん時間まで、何もかもこちらで仕切らせて貰もらいますから。覚かく悟ごしてください」

　真面目な表情でとんでもないことを言う桐とう子こだが、その目は本気だ。ブラフではなく実行する気だと、ポーカーで培つちかった朱あか音ねの勘かんが告げている。

　脅おどしのようで労いたわりの気持ちに満ちた言葉を突つき付つけて、桐とう子こはイスから腰こしを浮うかして顔を近付け、柔やわらかく微ほほ笑えんだ。




「さあ──先せん輩ぱいはどちらの未み来ちを選びますか？」




　優やさしさの溢あふれたその問とい掛かけに、朱あか音ねはしばし沈ちん黙もくをし……

　諦あきらめて、というには満ち足りた笑えみで、返事を口にした。










　　　あとがき




　この本を手に取って頂き、ありがとうございます！　作者の上こう月づき司つかさです。

　そんなこんなで『堕だ天てんのシレン』三巻でしたが、ここから割とネタバレ込みのあとがきとなりますので、未読の方はひとまず退散することをお薦すすめします。




　さて三巻ですが、『ＰｏＳ』に関わるあれこれに加えて、朱あか音ねの過去の傷にも一つの清算がついた形となりました。

　仇きゆう敵てきの雷らい河がは真っ当な人格ならば同じ形の一対三だと普ふ通つうに圧勝するだけのスペックの持ち主ですが、あんな風に拗ひねくれているからこそ才能を存分に引き出せているので、人生ままならないものです。

　ちなみにスキル云うん々ぬんを無しにして戦った場合、ここまで出て来たキャラクターの中で一番強いのは雷らい河が、僅きん差さで翔しよう輝きの設定です。身体能力では二人より芽め依い里りの方が上ですが、空手の下地がある翔しよう輝きと、精神性と読みが尋じん常じようじゃない雷らい河がには及およばない感じ。

　その他の裏ランキングでいえば、頭脳だとダントツで桐とう子こ、友達の多さだと翔しよう輝き、魅力だと本気を出した朱あか音ねがそれぞれ一位に。……主人公が一位になれる要素が魅力、しかもパートナーを含めてバトル要素だと完全に下位グループってどういうことなんだろう……

　ともあれ、様々な過程を経て『ＰｏＳ』は終了となり、この話もひとまず終了となります。最悪の出会いから始まった朱あか音ねと桐とう子この関係がこの後どう変化していくかは、書ける機会があればまた書きたいと思います。今のところは未定ですが。




　最後に謝辞をー。イラストのさんた茉まつ莉りさんや担当の湯ゆ澤ざわさんを始めとして、この本の制作に関わって下さった方々、どうもありがとうございました！　あと勿もち論ろん、これを読んでくれた読者の方も！

　次はどんな本を出すことになるかまだ分かりませんが、また手に取って貰もらえることを願ってます。

　それでは、またの機会にー。
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。これを書いている間にも三回くらい飼っている猫にキーボードに乗られているので、いっそ代わりに書いて貰いたいところ。なかなかこの願いが叶わない。
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イラスト／さんた茉まつ莉り

うずら（オカメインコ）とわらび（サザナミインコ）の３人で暮らしています、好きなケーキはミルフィーユです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「上月 司先生」係

「さんた茉莉先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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